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子どもと子育て家庭の実態調査の結果について 

 

 

基本構想に掲げる「すべての子どもが、自分らしく生きていけるまち」の実現に向け、子ども

と子育て家庭の生活実態を把握し今後の子育て支援施策の参考とするため、標記調査を実施いた

しました。 

今般、調査結果がまとまりましたので、概要について報告いたします。 

 

1 調査の対象及び方法 

令和 5年 7月 6日時点で区内に在住する下記該当者（対象となる子どもの年齢ごとに住民基本台

帳から無作為抽出）に対し、調査票を郵送（回答は、郵送もしくはインターネット）。 

未就学児の保護者以外の調査対象者数は、各年齢 500件と設定（全体で保護者 9,500件、児童

4,500件）。 

区分 調査対象 調査方法 回答数（率） 

保
護
者
票 

未就学児の保護者（3,500件） 郵送配布、 

インターネット回収 

1,449件（41.4％） 

小学校 1～3年生の保護者 542件（36.1％） 

小学校 4～6年生の保護者 

郵送配布、郵送回収 

536件（35.7％） 

中学生の保護者 557件（37.1％） 

16～18歳の保護者 509件（33.9％） 

子
ど
も
票 

小学校 4～6年生の児童 496件（33.1％） 

中学校 1～3年生の生徒 494件（32.9％） 

高校 1～3年生相当（16～18歳） 428件（28.5％） 

全年齢層の有効回答数（率）は、子ども票 1,418票（31.5％）、保護者票 3,593票（37.8％） 

 

2 調査結果 

添付「杉並区子どもと子育て家庭の実態調査報告書」のとおり。 

 

3 調査期間 

令和 5年 8月 8日から 9月 15日まで 

  



4 生活困難層の割合について（調査報告書より抜粋） 

 

 

※本報告における「生活困難度」の取扱い（詳しくは、添付資料 8ページを参照） 

本報告では、東京都立大学子ども・若者貧困研究センターの手法を参考に、子どもの生活における「生活困難」を

以下の 3つの要素（①低所得②家計の逼迫③子どもの体験や所有物の欠如）から分類した。 

① 低所得 

「低所得」の定義は、世帯所得（勤労収入、事業収入等＋社会保障給付）を、世帯人数の平方根で除した値（＝

等価世帯所得）が、厚生労働省「令和 4年国民生活基礎調査」から算出される基準未満の世帯とする。 

② 家計の逼迫 

「家計の逼迫」は、経済的な制約を子どもに課し、生活水準を低下させるだけでなく、親の心理的なゆとり

や、心身的健康状態の悪化を通して子どもに悪影響をもたらす可能性があると言われているため、家計の中

で大きな比重を占め、これらの欠乏により基本的な生活水準を保つことが難しいと考えられる公共料金や食

料・衣類の費用が捻出できない状況とする。 

③ 子どもの体験や所有物の欠如 

上記①と②は、世帯全体の生活困難を表すが、子ども自身の生活困難を表す指標として、「子どもの体験や所

有物の欠如」を用いる。ここで用いられる子どもの体験や所有物とは、日本社会において、大多数の子ども

が一般的に享受していると考えられる経験や物品であり、全 15項目のうち 3つ以上が該当している場合に、

「子どもの体験や所有物の欠如」の状況にあると定義する。 

 

◇生活困難の要素による生活困難度の分布 

分類 内容 

生

活

困

難

層 

困窮層 ２つまたは３つの要素に該当 

周辺層 いずれか１つの要素に該当 

一般層 いずれの要素にも該当しない 
 

 

5 今後の取組 

令和 6年度からの実行計画に基づき、子どもの貧困対策を推進するとともに、本調査結果に

ついて関係各課で共有し、今後区が取り組むべき内容について検討を進める。 

未就学児
小学１～３

年生

小学４～６

年生
中学生 16～18歳 全体

生活困難層 9.9% 10.4% 8.6% 9.2% 13.4% 10.2%

困窮層 2.7% 2.1% 2.6% 1.9% 4.0% 2.7%

周辺層 7.2% 8.3% 6.0% 7.3% 9.4% 7.5%

90.1% 89.6% 91.4% 90.8% 86.6% 89.8%

   計

内

訳

一般層

未就学児
小学１～３

年生

小学４～６

年生
中学生 16～18歳 全体

1.6% 3.2% 2.9% 4.3% 5.1% 3.0%

4.2% 4.8% 4.2% 3.0% 5.4% 4.3%

7.0% 4.8% 4.7% 4.3% 7.1% 5.9%

②家計の逼迫

③子どもの体験や所有物の欠如

①低所得

①低所得 

②家計の逼迫 
③子どもの 

体験や所有物の 

欠如 

周辺層（生活困難層） 

困窮層（生活困難層） 
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【集計方法】 

 

○ 本報告書においては、クロス表の掲載の際には、χ二乗検定によって分布が統計的に有意であ

るかを検定している。その結果、１％水準で有意である場合は表頭に「***」、５％水準で有意の

場合は「**」、10％水準で有意の場合は「*」を付している。（例：１％未満で有意であるとは、図

表で示している項目の間に統計的に差が無い確率が１%未満であり、差があるといって問題がな

い、という意味を指す。） 

 

〇 各図表の数値について、「全体」としているのは有効回答数である。 

 

○ 世帯タイプは、保護者票の子どもと父親、母親、祖父母それぞれの同居状況から判別してい

る。そのため、各制度や公的統計の定義とは必ずしも一致しない。また、各図表の数値は、関連

する項目の回答状況によりマッチング（紐づけ）ができた件数のため、「全体」数とは必ずしも一

致しない。 

 

○ 生活困難度の世帯数は、関連する項目の回答状況によりマッチング（紐づけ）ができた件数の

ため、「全体」数とは必ずしも一致しない。 

 

○ 各図表の数値については、端数処理の関係上、各項目の割合の合計値が 100％とならない場合

がある。 

 

〇 各図表の表記は、調査票の選択肢の表記、順番を基本とする。ただし、文字数が多いものは表

記を省略している場合や回答の状況により選択肢の順番を入れ替えて表記している場合がある。 

 

○ 各図表については、回答が 0 件または 0％であった数値については掲載を省略している場合が

ある。 

 

○ 本報告書は、調査票への回答を統計的に集計処理したものであり、回答者の個人の情報が特定

されるものではない。 
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第１部 調査の概要 

１．調査の目的・対象・方法等 

（１）調査の目的 

杉並区在住の子ども及び子どもの保護者に対してアンケート調査を行い、子ども及び子育て家庭の

生活実態を把握し、杉並区の子ども・子育て支援施策の参考とする。 

 

（２）調査対象者 

杉並区在住の下記①～④に該当する者 

①０歳～18 歳の子どもの保護者 

②小学校４年生～６年生の児童 

③中学校１年生～３年生の生徒 

④高校１年生～３年生相当（16～18 歳） 

 

図表 1-1-1 対象者数 

区分 年齢 子どもの生年月日 保護者 子ども

未就学児 

０歳 令和５（2023）年４月２日～抽出日※まで 
1,000 

 

１歳 令和４（2022）年４月２日～令和５（2023）年４月１日 

２歳 令和３（2021）年４月２日～令和４（2022）年４月１日 500 

３歳 令和２（2020）年４月２日～令和３（2021）年４月１日 500 

４歳 平成 31（2019）年４月２日～令和２（2020）年４月１日 500 

５歳 平成 30（2018）年４月２日～平成 31（2019）年４月１日 500 

６歳 平成 29（2017）年４月２日～平成 30（2018）年４月１日 500 

小１ ７歳 平成 28（2016）年４月２日～平成 29（2017）年４月１日 500 

小２ ８歳 平成 27（2015）年４月２日～平成 31（2016）年４月１日 500 

小３ ９歳 平成 26（2014）年４月２日～平成 31（2015）年４月１日 500 

小４ 10 歳 平成 25（2013）年４月２日～平成 31（2014）年４月１日 500 500 

小５ 11 歳 平成 24（2012）年４月２日～平成 31（2013）年４月１日 500 500 

小６ 12 歳 平成 23（2011）年４月２日～平成 31（2012）年４月１日 500 500 

中１ 13 歳 平成 22（2010）年４月２日～平成 31（2011）年４月１日 500 500 

中２ 14 歳 平成 21（2009）年４月２日～平成 31（2010）年４月１日 500 500 

中３ 15 歳 平成 20（2008）年４月２日～平成 31（2009）年４月１日 500 500 

高１相当 16 歳 平成 19（2007）年４月２日～平成 31（2008）年４月１日 500 500 

高２相当 17 歳 平成 18（2006）年４月２日～平成 31（2007）年４月１日 500 500 

高３相当 18 歳 平成 17（2005）年４月２日～平成 31（2006）年４月１日 500 500 

合    計 9,500 4,500

※抽出日：令和５年７月６日 
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（３）抽出方法 

調査対象となる子どもの年齢ごとに住民基本台帳から無作為抽出 

 

（４）調査方法 

［配布］郵送配布 

［回収］郵送回収、一部インターネット回答 

［調査票分類］ 

   ・子ども票 

     ①小学校４～６年生票 

     ②中学生票 

③16-18 歳票 

・保護者票 

①未就学児保護者票 

②小学校１～３年生保護者票 

③小学校４～６年生保護者票 

④中学生保護者票 

⑤16-18 歳保護者票 

 

（５）調査期間 

令和５年８月８日から９月 15 日まで 

 

２．有効回答数（有効回答率） 

有効回答数は、全ての年齢層を合わせると子ども票 1,418 票、保護者票 3,593 票であり、有効回答

率は 31.5％、37.8％であった。また、その内子ども票と保護者票の両方を回収し、紐づけが行えた

親子マッチング票は 1,381 票で、有効回答率は 30.7％であった。内訳は、図表 1-2-1 のとおり。 

 

図表 1-2-1 有効回答数（上段）及び有効回答率（下段） 

 

  

子ども票 保護者票 （うち）親子のマッ
チングができた票

1,418 3,593 1,381
31.5% 37.8% 30.7%

1,449
41.4%

542
36.1%

496 536 481
33.1% 35.7% 32.1%

494 557 478
32.9% 37.1% 31.9%

428 509 422
28.5% 33.9% 28.1%

小学
４〜６年⽣

全年齢層

未就学児

小学
１〜３年⽣

中学⽣

16〜18歳
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３．回答者の基本属性（性別・年齢・世帯タイプ等） 

（１）未就学児の保護者 

未就学児保護者票の回答者の属性は以下のとおりであった。子どもの性別は、男子 51.9％、女子

46.9％、その他 0.8％、無回答 0.4％であった。回答した保護者は、父親 25.7％、母親 74.0％、平均

年齢は 37.4 歳であった。世帯タイプは、ふたり親（二世代）世帯 91.6％、ふたり親（三世代）世帯

4.4％、ひとり親（二世代）世帯 3.6％、ひとり親（三世代）世帯 0.4％であった。また、日本国籍の

父親は 92.6％、母親は 98.4％、日本以外の国籍の親は父親 2.4％、母親 1.4％であった。世帯内の子

どもの数は１人が 59.2％、２人が 30.6％、３人が 9.1％、４人以上が 1.1％であった。 

 

図表 1-3-1 子どもの性別（未就学児保護者） （人） 

 

図表 1-3-2 保護者の子どもとの属性（未就学児保護者） （人） 

 

図表 1-3-3 保護者の年齢（未就学児保護者） （人） 

 

図表 1-3-4 世帯タイプ（未就学児保護者） （人） 

 

図表 1-3-5 両親の国籍（未就学児保護者） （人） 

 

図表 1-3-6 世帯内の子どもの数（未就学児保護者） （人） 

 

※図表表題後ろの（ ）は回答者を表記（以下、同様） 

※図 1-3-3：回答のあった保護者年齢で最も低い年齢を「最小値」、最も高い年齢を「最大値」とする（以下、同様）

男子 女子
その他（答えたく

ないなど）
無回答 合計

752 680 11 6 1,449
51.9% 46.9% 0.8% 0.4% 100.0%

父親 ⺟親 祖父 祖⺟ 兄弟姉妹 その他 施設職員 無回答 合計

372 1,072 - 1 2 2 - - 1,449
25.7% 74.0% - 0.1% 0.1% 0.1% - - 100.0%

39歳以下 40〜49歳 50〜59歳 60歳以上 無回答 合計
940 456 13 2 38 1,449

64.9% 31.5% 0.9% 0.1% 2.6% 100.0%
平均値 最小値 最大値

37.4 22 65

ふたり親
（二世代）

ふたり親
（三世代）

ひとり親
（二世代）

ひとり親
（三世代）

無回答 合計

1,327 64 52 6 - 1,449
91.6% 4.4% 3.6% 0.4% - 100.0%

日本 日本以外 無回答 合計
1,342 35 72 1,449
92.6% 2.4% 5.0% 100.0%
1,426 21 2 1,449
98.4% 1.4% 0.1% 100.0%

父親

⺟親

1人 2人 3人 4人以上 合計
858 443 132 16 1,449

59.2% 30.6% 9.1% 1.1% 100.0%
未就学児
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（２）小学校１～３年生の保護者 

小学校１～３年生保護者票の回答者の属性は以下のとおりであった。子どもの性別は、男子

51.1％、女子 48.0％、その他 0.7％、無回答 0.2％であった。回答した保護者は、父親 23.8％、母親

76.0％、平均年齢は 42.2 歳であった。世帯タイプは、ふたり親（二世代）世帯 86.9％、ふたり親

（三世代）世帯 4.8％、ひとり親（二世代）世帯 7.0％、ひとり親（三世代）世帯 1.1％であった。

また、日本国籍の父親は 90.8％、母親は 98.3％、日本以外の国籍の親は父親 3.1％、母親 1.5％であ

った。世帯内の子どもの数は１人が 47.6％、２人が 38.0％、３人が 11.8％、４人以上が 2.6％であ

った。 

 

図表 1-3-7 子どもの性別（小学校１～３年生保護者） （人） 

 

図表 1-3-8 保護者の子どもとの属性（小学校１～３年生保護者） （人） 

 

図表 1-3-9 保護者の年齢（小学校１～３年生保護者） （人） 

 

図表 1-3-10 世帯タイプ（小学校１～３年生保護者） （人） 

 

図表 1-3-11 両親の国籍（小学校１～３年生保護者） （人） 

 

図表 1-3-12 世帯内の子どもの数（小学校１～３年生保護者） （人） 

 

  

男子 女子
その他（答えたく

ないなど）
無回答 合計

277 260 4 1 542
51.1% 48.0% 0.7% 0.2% 100.0%

父親 ⺟親 祖父 祖⺟ 兄弟姉妹 その他 施設職員 無回答 合計

129 412 - - - 1 - - 542
23.8% 76.0% - - - 0.2% - - 100.0%

39歳以下 40〜49歳 50〜59歳 60歳以上 無回答 合計
152 322 26 1 41 542

28.0% 59.4% 4.8% 0.2% 7.6% 100.0%
平均値 最小値 最大値

42.2 28 60

ふたり親
（二世代）

ふたり親
（三世代）

ひとり親
（二世代）

ひとり親
（三世代）

無回答 合計

471 26 38 6 1 542
86.9% 4.8% 7.0% 1.1% 0.2% 100.0%

日本 日本以外 無回答 合計
492 17 33 542

90.8% 3.1% 6.1% 100.0%
533 8 1 542

98.3% 1.5% 0.2% 100.0%

父親

⺟親

1人 2人 3人 4人以上 合計
258 206 64 14 542

47.6% 38.0% 11.8% 2.6% 100.0%
小学１〜３年⽣
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（３）小学校４～６年生の子ども・保護者 

小学校４～６年生票の回答者の性別は、男子 47.0％、女子 49.8％、その他 1.0％、無回答 2.2％で

あった。回答した保護者は、父親 19.4％、母親 80.2％、平均年齢は 44.6 歳であった。世帯タイプは、

ふたり親（二世代）世帯 85.3％、ふたり親（三世代）世帯 6.9％、ひとり親（二世代）世帯 6.9％、

ひとり親（三世代）世帯 0.6％であった。また、日本国籍の父親は 96.5％、母親は 98.3％、日本以

外の国籍の親は父親 1.7％、母親 0.7％であった。世帯内の子どもの数は１人が 26.7％、２人が

45.3％、３人が 24.1％、４人以上が 3.9％であった。 

 

図表 1-3-13 子どもの性別（小学校４～６年生） （人） 

 

図表 1-3-14 保護者の子どもとの属性（小学校４～６年生保護者） （人） 

 

図表 1-3-15 保護者の年齢（小学校４～６年生保護者） （人） 

 

図表 1-3-16 世帯タイプ（小学校４～６年生保護者） （人） 

 

図表 1-3-17 両親の国籍（小学校４～６年生保護者） （人） 

 

図表 1-3-18 世帯内の子どもの数（小学校４～６年生保護者） （人） 

 

  

男子 女子
その他（答えたく

ないなど）
無回答 合計

233 247 5 11 496
47.0% 49.8% 1.0% 2.2% 100.0%

父親 ⺟親 祖父 祖⺟ 兄弟姉妹 その他 施設職員 無回答 合計

104 430 - - - - - 2 536
19.4% 80.2% - - - - - 0.4% 100.0%

39歳以下 40〜49歳 50〜59歳 60歳以上 無回答 合計
71 369 69 4 23 536

13.2% 68.8% 12.9% 0.7% 4.3% 100.0%
平均値 最小値 最大値

44.6 23 74

ふたり親
（二世代）

ふたり親
（三世代）

ひとり親
（二世代）

ひとり親
（三世代）

無回答 合計

457 37 37 3 2 536
85.3% 6.9% 6.9% 0.6% 0.4% 100.0%

日本 日本以外 無回答 合計
517 9 10 536

96.5% 1.7% 1.9% 100.0%
527 4 5 536

98.3% 0.7% 0.9% 100.0%

父親

⺟親

1人 2人 3人 4人以上 合計
143 243 129 21 536

26.7% 45.3% 24.1% 3.9% 100.0%
小学４〜６年⽣
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（４）中学生（中学校１～３年生）の子ども・保護者 

中学生票の回答者の性別は、男子 48.0％、女子 48.4％、その他 2.0％、無回答 1.6％であった。回

答した保護者は、父親 18.5％、母親 81.0％、平均年齢は 47.5 歳であった。世帯タイプは、ふたり親

（二世代）世帯 84.0％、ふたり親（三世代）世帯 6.3％、ひとり親（二世代）世帯 7.9％、ひとり親

（三世代）世帯 1.6％であった。また、日本国籍の父親は 95.0％、母親は 96.9％、日本以外の国籍

の親は父親 3.2％、母親 2.7％であった。世帯内の子どもの数は１人が 25.1％、２人が 45.2％、３人

が 26.2％、４人以上が 3.4％であった。 

 

図表 1-3-19 子どもの性別（中学生） （人） 

 

図表 1-3-20 保護者の子どもとの属性（中学生保護者） （人） 

 

図表 1-3-21 保護者の年齢（中学生保護者） （人） 

 

図表 1-3-22 世帯タイプ（中学生保護者） （人） 

 

図表 1-3-23 両親の国籍（中学生保護者） （人） 

 

図表 1-3-24 世帯内の子どもの数（中学生保護者） （人） 

 

  

男子 女子
その他（答えたく

ないなど）
無回答 合計

237 239 10 8 494
48.0% 48.4% 2.0% 1.6% 100.0%

父親 ⺟親 祖父 祖⺟ 兄弟姉妹 その他 施設職員 無回答 合計

103 451 1 - - 1 - 1 557
18.5% 81.0% 0.2% - - 0.2% - 0.2% 100.0%

39歳以下 40〜49歳 50〜59歳 60歳以上 無回答 合計
16 350 164 6 21 557

2.9% 62.8% 29.4% 1.1% 3.8% 100.0%
平均値 最小値 最大値

47.5 35 69

ふたり親
（二世代）

ふたり親
（三世代）

ひとり親
（二世代）

ひとり親
（三世代）

無回答 合計

468 35 44 9 1 557
84.0% 6.3% 7.9% 1.6% 0.2% 100.0%

日本 日本以外 無回答 合計
529 18 10 557

95.0% 3.2% 1.8% 100.0%
540 15 2 557

96.9% 2.7% 0.4% 100.0%

父親

⺟親

1人 2人 3人 4人以上 合計
140 252 146 19 557

25.1% 45.2% 26.2% 3.4% 100.0%
中学⽣
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（５）16-18歳（高校１～３年生相当）の子ども・保護者 

16-18 歳票の回答者の性別は、男子 45.8％、女子 50.2％、その他 2.1％、無回答 1.9％であった。

回答した保護者は、父親 24.0％、母親 74.1％、平均年齢は 50.4 歳であった。世帯タイプは、ふたり

親（二世代）世帯 81.3％、ふたり親（三世代）世帯 6.3％、ひとり親（二世代）世帯 9.6％、ひとり

親（三世代）世帯 1.6％であった。また、日本国籍の父親は 94.1％、母親は 96.3％、日本以外の国

籍の親は父親 2.6％、母親 2.2％であった。世帯内の子どもの数は１人が 29.7％、２人が 40.1％、３

人が 26.3％、４人以上が 3.9％であった。 

 

図表 1-3-25 子どもの性別（16-18 歳） （人） 

 

図表 1-3-26 保護者の子どもとの属性（16-18 歳保護者） （人） 

 

図表 1-3-27 保護者の年齢（16-18 歳保護者） （人） 

 

図表 1-3-28 世帯タイプ（16-18 歳保護者） （人） 

 

図表 1-3-29 両親の国籍（16-18 歳保護者） （人） 

 

図表 1-3-30 世帯内の子どもの数（16-18 歳保護者） （人） 

 

  

男子 女子
その他（答えたく

ないなど）
無回答 合計

196 215 9 8 428
45.8% 50.2% 2.1% 1.9% 100.0%

父親 ⺟親 祖父 祖⺟ 兄弟姉妹 その他 施設職員 無回答 合計

122 377 - - - - - 10 509
24.0% 74.1% - - - - - 2.0% 100.0%

39歳以下 40〜49歳 50〜59歳 60歳以上 無回答 合計
3 217 247 21 21 509

0.6% 42.6% 48.5% 4.1% 4.1% 100.0%
平均値 最小値 最大値

50.4 38 83

ふたり親
（二世代）

ふたり親
（三世代）

ひとり親
（二世代）

ひとり親
（三世代）

無回答 合計

414 32 49 8 6 509
81.3% 6.3% 9.6% 1.6% 1.2% 100.0%

日本 日本以外 無回答 合計
479 13 17 509

94.1% 2.6% 3.3% 100.0%
490 11 8 509

96.3% 2.2% 1.6% 100.0%

父親

⺟親

1人 2人 3人 4人以上 合計
151 204 134 20 509

29.7% 40.1% 26.3% 3.9% 100.0%
16〜18歳
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４．「生活困難」について 

（１）「生活困難」について 

本報告では、東京都立大学子ども・若者貧困研究センターの手法を参考に、子どもの生活における

「生活困難」を以下（ア）～（ウ）の３つの要素から分類する。３つの尺度の組み合わせから世帯の

状況を分析することで、単一の指標を用いて生活困難度を測定するよりも妥当性が高いとされる。 

 

 （ア）低所得 

 （イ）家計の逼迫 

 （ウ）子どもの体験や所有物の欠如 

 

（ア）低所得 

「低所得」の定義は、世帯所得（勤労収入、事業収入等＋社会保障給付※）を、世帯人数の平

方根で除した値（＝等価世帯所得）が、厚生労働省「令和４年国民生活基礎調査」から算出され

る基準未満の世帯とする。世帯所得は、回答者が記入した内容を元に算出している。ただし、記

入漏れや記入間違いと思われる数値は修正した数値を用いて推計している。なお、低所得世帯の

割合は、世帯所得の把握の方法や、可処分所得ではなく当初所得を用いている点などの違いがあ

るため、厚生労働省「令和４年国民生活基礎調査」にて公表されている「子どもの貧困率」

（11.5％）と比較できない。 

※社会保障給付：本調査では、児童手当、児童育成手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当、年金（遺族年金、

老齢年金など）、生活保護の６給付について、支給額を聞いた。 

 

（イ）家計の逼迫 

「家計の逼迫」は、経済的な制約を子どもに課し、生活水準を低下させるだけでなく、親の心

理的なゆとりや、心身的健康状態の悪化を通して子どもに悪影響をもたらす可能性があると言わ

れている。そこで、家計の逼迫の定義は、家計の中で大きな比重を占め、これらの欠乏により基

本的な生活水準を保つことが難しいと考えられる公共料金や食料・衣類の費用が捻出できない状

況とする。具体的には、保護者票において過去 1 年間に、経済的な理由で電話、電気、ガス、水

道、家賃の料金の滞納があったか、また、過去 1 年間に「家族が必要とする食料が買えなかった

経験」、「家族が必要とする衣類が買えなかった経験」があったかの７つの項目のうち、１つ以上

が該当する場合を「家計の逼迫」があると定義する。 

 

（ウ）子どもの体験や所有物の欠如 

上記（ア）と（イ）は、世帯全体の生活困難を表すが、子ども自身の生活困難を表す指標とし

て、「子どもの体験や所有物の欠如」を用いる。ここで用いられる子どもの体験や所有物とは、日

本社会において、大多数の子どもが一般的に享受していると考えられる経験や物品である。具体

的には、保護者票において「海水浴に行く」、「博物館・科学館・美術館などに行く」、「キャンプ

やバーベキューに行く」、「スポーツ観戦や劇場に行く」、「遊園地やテーマパークに行く」ことが

「（金銭的な理由で）ない」、または「毎月おこづかいを渡す」、「毎年新しい洋服・靴を買う」、

「習い事（音楽、スポーツ、習字等）に通わせる」、「学習塾に通わせる（または家庭教師に来て

もらう）」、「お誕生日のお祝いをする」、「１年に１回くらい家族旅行に行く」、「クリスマスのプレ

ゼントや正月のお年玉をあげる」ことが「経済的にできない」、さらに「子どもの年齢に合った本」

「子ども用のスポーツ用品・おもちゃ」「子どもが自宅で宿題（勉強）ができる場所」が「経済的

理由のために世帯にない」の全 15 項目である。これらの項目のうち３つ以上が該当している場合

に、「子どもの体験や所有物の欠如」の状況にあると定義する。  
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【本報告における「生活困難」の取扱いについて】 

本報告では、子どもの「生活困難」を以下の３つの要素に基づいて分類した。その上で、要素への

該当数により、世帯を生活困難度で分類した。 

 

図表 1-4-1 生活困難について 

①低所得 ③子どもの体験や所有物の欠如 

 
等価世帯所得が厚生労働省「令和４年国民生

活基礎調査」から算出される基準未満の世帯 

 

＜低所得基準＞ 

世帯所得の中央値 423 万円÷ 

√平均世帯人数（2.37 人）×50％ 

＝137 万円  

子どもの体験や所有物などに関する 15 項目のう

ち、経済的な理由で、欠如している項目が３つ以上

該当 

 

１海水浴に行く 

２博物館・科学館・美術館などに行く 

３キャンプやバーベキューに行く 

４スポーツ観戦や劇場に行く 

５遊園地やテーマパークに行く 

６毎月おこづかいを渡す 

７毎年新しい洋服・靴を買う 

８習い事（音楽、スポーツ、習字等）に通わせる 

９学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもら 

う） 

10 お誕生日のお祝いをする 

11１年に１回くらい家族旅行に行く 

12 クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげ 

る 

13 子どもの年齢に合った本 

14 子ども用のスポーツ用品・おもちゃ 

15 子どもが自宅で宿題（勉強）をすることができ 

る場所 

②家計の逼迫 

 
経済的な理由で、公共料金や家賃を支払えな

かった経験、食料・衣服を買えなかった経験な

どの７項目のうち、１つ以上が該当 

 

１電話料金 

２電気料金 

３ガス料金 

４水道料金 

５家賃 

６家族が必要とする食料が買えなかった 

７家族が必要とする衣類が買えなかった 
 

 

 

◆生活困難の要素による生活困難度の分布 

分類 内容 

生
活
困
難
層 

困窮層 ２つまたは３つの要素に該当

周辺層 いずれか１つの要素に該当 

一般層 いずれの要素にも該当しない

 

 

  困窮層（生活困難層）

周辺層（生活困難層）

①低所得 

②家計の逼迫 ③子どもの 

体験や所有物の 

欠如 



10 

（２）生活困難層の割合 

生活困難度の分類を用いて、各年齢層の子どもについて生活困難層（困窮層と周辺層の計）の割合

を計算したところ、以下の結果となった（図表 1-4-2）。 

生活困難層の割合を全体で見ると、89.8％の子どもは一般層に該当するが、約１割にあたる

10.2％の子どもが生活困難層に該当している。特に、16-18 歳の子どもがいる世帯では、困窮層、周

辺層の割合が他の年齢層に比べて多い傾向が見られた。 

要素ごとに見ると、①低所得の割合は 1.6％～5.1％の範囲、②家計の逼迫の割合は、3.0％～

5.4％の範囲、③子どもの体験や所有物の欠如の割合は、4.3％～7.1％の範囲となり、③子どもの体

験や所有物の欠如の割合が、他の要素より高い傾向であった。 

また、生活困難層の割合について、年齢層毎の内訳を図表 1-4-3 で示した。 

 

図表 1-4-2 生活困難層の割合（全体） 

 

 

図表 1-4-3 生活困難層の割合 

 

※①低所得、②家計の逼迫、③子どもの体験や所有物の欠如 

※各数値は端数処理をしているため、必ずしも合計数値と一致しない場合がある。 

     

 

  

未就学児
小学１〜３

年⽣
小学４〜６

年⽣
中学⽣ 16〜18歳 全体

⽣活困難層 9.9% 10.4% 8.6% 9.2% 13.4% 10.2%
困窮層 2.7% 2.1% 2.6% 1.9% 4.0% 2.7%
周辺層 7.2% 8.3% 6.0% 7.3% 9.4% 7.5%

90.1% 89.6% 91.4% 90.8% 86.6% 89.8%

   計
内
訳

一般層

未就学児
小学１〜３

年⽣
小学４〜６

年⽣
中学⽣ 16〜18歳 全体

1.6% 3.2% 2.9% 4.3% 5.1% 3.0%
4.2% 4.8% 4.2% 3.0% 5.4% 4.3%
7.0% 4.8% 4.7% 4.3% 7.1% 5.9%

②家計の逼迫
③子どもの体験や所有物の欠如

①低所得

3つに該当

①+②+③ ①+② ①+③ ②+③ ① ② ③

未就学児 0.2% 0.2% 0.1% 2.1% 2.7% 1.0% 1.6% 4.5% 7.2% 9.9%

小学校1~3年⽣ 0.3% 0.3% 0.3% 1.3% 2.1% 2.4% 2.9% 2.9% 8.3% 10.4%

小学校4~6年⽣ 0.5% - - 2.1% 2.6% 2.3% 1.6% 2.1% 6.0% 8.6%

中学⽣ 0.5% - 0.5% 0.8% 1.9% 3.2% 1.6% 2.4% 7.3% 9.2%

16-18歳 0.3% 0.3% 0.6% 2.8% 4.0% 4.0% 2.0% 3.4% 9.4% 13.4%

困窮層 周辺層
困窮層と
周辺層の

計
2つに該当 1つに該当
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【未就学児】                 【小学校１～３年生】 

 

       
 

【小学校４～６年生】                  【中学生】 

 

        
 

  【16-18 歳】 

 

   

①低所得 
1.0％ 

③子どもの 
体験や 

所有物の 
欠如 
4.5％ 

②家計の 
逼迫 
1.6％ 

0.2％ 

2.1％ 

0.2％ 0.1％ 

①低所得 
2.4％ 

③子どもの 
体験や 

所有物の 
欠如 
2.9％ 

②家計の 
逼迫 
2.9％ 

0.3％ 
0.3％ 

0.3％ 

1.3％ 

①低所得 
2.3％ 

③子どもの 
体験や 

所有物の 
欠如 
2.1％ 

②家計の 
逼迫 
1.6％ 

0.5％ 

2.1％ 

0.0％ 0.0％ 

①低所得 
3.2％ 

③子どもの 
体験や 

所有物の 
欠如 
2.4％ 

②家計の 
逼迫 
1.6％ 

0.5％ 

0.8％ 

0.0％ 0.5％ 

①低所得 
4.0％ 

③子どもの 
体験や 

所有物の 
欠如 
3.4％ 

②家計の 
逼迫 
2.0％ 

0.3％ 

2.8％ 

0.3％ 0.6％ 
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（３）生活困難層の分布 

困窮層、周辺層、一般層の分布を世帯タイプ別及び学校種類別に見たところ、以下のとおりであっ

た。 

 

図表 1-4-4 生活困難層の分布：世帯タイプ別 

 

※数値はマッチングができた数。 

※各数値は端数処理をしているため、必ずしも合計数値が 100％にならない場合がある。 

 

図表 1-4-5 生活困難層の分布：学校種類別 

 

 

  

年齢層
ひとり親

（二世代）
ひとり親

（三世代）
ふたり親

（二世代）
ふたり親

（三世代）
未就学児 25 2 790 42

小学１〜３年⽣ 23 4 326 21
小学４〜６年⽣ 23 2 329 30

中学⽣ 26 7 314 23
16〜18歳 26 5 296 22
未就学児 20.0% - 2.3% -

小学１〜３年⽣ 4.3% - 1.8% 4.8%
小学４〜６年⽣ 8.7% - 2.4% -

中学⽣ 7.7% - 1.6% -
16〜18歳 3.8% - 4.4% -
未就学児 12.0% - 7.3% 2.4%

小学１〜３年⽣ 13.0% 25.0% 7.1% 19.0%
小学４〜６年⽣ 8.7% - 5.8% 6.7%

中学⽣ 30.8% 28.6% 5.1% 4.3%
16〜18歳 15.4% - 9.1% 9.1%
未就学児 68.0% 100.0% 90.4% 97.6%

小学１〜３年⽣ 82.6% 75.0% 91.1% 76.2%
小学４〜６年⽣ 82.6% 100.0% 91.8% 93.3%

中学⽣ 61.5% 71.4% 93.3% 95.7%
16〜18歳 80.8% 100.0% 86.5% 90.9%

一般層

⽣活困難層

困窮層

周辺層

公立
（区立・都立）

私立
国立・公立
中高一貫校

その他

999 419 30 2
困窮層 2.7% 2.1% 3.3% 0.0%
周辺層 8.4% 6.0% 3.3% 0.0%

88.9% 91.9% 93.3% 100.0%

⽣活困難層

一般層
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第２部 生活困窮の状況 

１．家計の状況 

（１）食料を買えなかった経験 

保護者に「過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料を買えないことがありまし

たか」と聞いた。保護者全体では約９割の保護者は、家族が必要とする食料が買えなかったことはな

いと答えている。しかし、１割未満であるが一定の割合の保護者は食料が買えなかった経験が「よく

あった」、「ときどきあった」、「まれにあった」と答えている。 

 

図表 2-1-1 食料の困窮の経験：年齢層別 

 

 

世帯タイプ別に見ると、「よくあった」「ときどきあった」「まれにあった」を合わせると、食料の

困窮の度合いはふたり親世帯よりひとり親世帯の方が高くなっている。年齢層別に見ると、中学生に

おいて、最も高く 17.0％となっている 

 

図表 2-1-2 食料の困窮の経験：世帯タイプ別 

全体                      未就学児 

              

  

全体（3,593）

未就学児（1,449）

小学１～３年生（  542）

小学４～６年生（  536）

中学生（  557）

16～18歳（  509）

0.3

0.1

0.4

0.4

0.5

0.4

1.4

1.4

1.7

1.7

1.4

1.0

3.7

3.1
5.5

3.4

3.9

3.3

93.7

94.2

91.9

93.5

93.9

93.9

1.0

1.2

0.6

1.1

0.2

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答

ひとり親
(n=252)

ふたり親
(n=3,331)

0.8 0.2

3.6

1.2

7.9

3.4

0%

5%

10%

15%

20%

よくあった ときどきあった まれにあった

ひとり親
(n=58)

ふたり親
(n=1,391)

0.1

5.2

1.2

8.6

2.9

0%

5%

10%

15%

20%

よくあった ときどきあった まれにあった
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小学校１～３年生                 小学校４～６年生 

              

 

         中学生                                         16-18 歳 

              

  

ひとり親
(n=44)

ふたり親
(n=497)

0.42.3 1.4

9.1

5.2

0%

5%

10%

15%

20%

よくあった ときどきあった まれにあった

ひとり親
(n=40)

ふたり親
(n=494)

0.4

7.5

1.2

5.0

3.2

0%

5%

10%

15%

20%

よくあった ときどきあった まれにあった

ひとり親
(n=53)

ふたり親
(n=503)

3.8
0.2

3.8

1.2

9.4

3.4

0%

5%

10%

15%

20%

よくあった ときどきあった まれにあった

ひとり親
(n=57)

ふたり親
(n=446)

0.4 1.1

7.0
2.9

0%

5%

10%

15%

20%

よくあった ときどきあった まれにあった
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生活困難度別に見ると、生活困難度の識別自体に本設問の項目も入っていることもあり、強い相関

がみられる。困窮層においては、「よくあった」「ときどきあった」「まれにあった」を合わせると未就

学児と小学校４～６年生で７割台、小学校１～３年生で 10 割、中学生で８割台、16-18 歳で６割台の

世帯において食料の困窮経験があり、困窮層では食料が十分に確保できていない状況がある。一方、

「よくあった」「ときどきあった」とする世帯は、一般層ではどの年齢層でも０％である。 

 

図表 2-1-3 食料の困窮の経験：生活困難度別 

全体                      未就学児（***） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校１～３年生（***）             小学校４～６年生（***） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         中学生（***）                                  16-18 歳（***） 

 

 

  

困窮層
(n=23)

周辺層
(n=62)

一般層
(n=774)

4.3

34.8

6.5

39.1

11.3
1.7

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

よくあった ときどきあった まれにあった

困窮層
(n=10)

周辺層
(n=23)

一般層
(n=351)

10.0

50.0

10.0

26.1

2.0
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

よくあった ときどきあった まれにあった

困窮層
(n=14)

周辺層
(n=33)

一般層
(n=304)

14.3

21.4

6.1

28.6

12.1
1.6

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

よくあった ときどきあった まれにあった

困窮層
(n=7)

周辺層
(n=27)

一般層
(n=336)

28.6

42.9

11.1

14.3

25.9

2.4
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

よくあった ときどきあった まれにあった

困窮層
(n=8)

周辺層
(n=31)

一般層
(n=335)

25.0

25.0

12.9

50.0

19.4

3.0
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

よくあった ときどきあった まれにあった

困窮層
(n=62)

周辺層
(n=176)

一般層
(n=2,100)

33.9

7.4

30.6

17.0

2.012.9
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

よくあった ときどきあった まれにあった
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（２）衣類を買えなかった経験 

保護者に「過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣類を買えないことがありまし

たか」と聞いた。保護者全体では約９割の保護者は、家族が必要とする衣類が買えなかったことはな

いと答えている。しかし、約１割の保護者が衣類を買えなかった経験が「よくあった」、「ときどきあ

った」、「まれにあった」と答えている。 

 

図表 2-1-4 衣類の困窮の経験：年齢層別 

 

世帯タイプ別に見ると、ひとり親世帯における衣類の困窮の度合いは、「よくあった」「ときどきあ

った」「まれにあった」を合わせると 20.7％となり、ふたり親世帯の約３倍の割合である。年齢層別

にみると、中学生で最も高く 30.3％となっている。 

 

図表 2-1-5 衣類の困窮の経験：世帯タイプ別 

全体                   未就学児 

              

 

  

全体（3,593）

未就学児（1,449）

小学１～３年生（  542）

小学４～６年生（  536）

中学生（  557）

16～18歳（  509）

0.7

0.8

0.7

0.7

0.5

0.6

1.6

1.4

2.4

1.9

1.4

1.4

5.5

3.3
5.5

6.7

8.3

7.3

90.5

92.2

89.3

89.6

89.4

89.0

1.7

2.3

2.0

1.1

0.4

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答

ひとり親
(n=252)

ふたり親
(n=3,331)

1.6 0.6

2.4
1.5

16.7

4.7

0%

10%

20%

30%

40%

よくあった ときどきあった まれにあった

ひとり親
(n=58)

ふたり親
(n=1,391)

0.81.7 1.4

15.5

2.8

0%

10%

20%

30%

40%

よくあった ときどきあった まれにあった
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小学校１～３年生                  小学校４～６年生 

              

中学生                                     16-18 歳 

              

 

 

  

ひとり親
(n=44)

ふたり親
(n=497)

0.8 2.4
9.1

5.2

0%

10%

20%

30%

40%

よくあった ときどきあった まれにあった

ひとり親
(n=40)

ふたり親
(n=494)

5.0
0.4

5.0

1.6

12.5

6.3

0%

10%

20%

30%

40%

よくあった ときどきあった まれにあった

ひとり親
(n=53)

ふたり親
(n=503)

3.8 0.2

5.7

1.0

20.8

7.0

0%

10%

20%

30%

40%

よくあった ときどきあった まれにあった

ひとり親
(n=57)

ふたり親
(n=446)

0.7
1.6

22.8

5.4

0%

10%

20%

30%

40%

よくあった ときどきあった まれにあった
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生活困難度別に見ると、生活困難度の識別自体に本設問の項目が入っていることもあり、強い相関

がみられる。困窮層においては、「よくあった」「ときどきあった」「まれにあった」を合わせると、ど

の年齢層であっても８割以上の世帯において衣類の困窮経験があり、年齢に応じた衣類が十分に確保

できていない状況がある。「よくあった」に限ると、困窮層では未就学児で 17.4％、小学校１～３年生

で 37.5％、小学校４～６年生で 10.0％、中学生で 28.6％、16-18 歳で 21.4％と高い割合となっている。

一般層では「よくあった」「ときどきあった」とする世帯は、どの年齢層でも０％である。 
 

図表 2-1-6 衣類の困窮の経験：生活困難度別 

全体                   未就学児（***） 

        

小学校１～３年生（***）           小学校４～６年生（***） 

        

中学生（***）                               16-18 歳（***） 

        

困窮層
(n=62)

周辺層
(n=176)

一般層
(n=2,100)

21.0
3.4

35.5

8.5

32.3

23.9

4.0
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

よくあった ときどきあった まれにあった

困窮層
(n=23)

周辺層
(n=62)

一般層
(n=774)

17.4
8.1

26.1

4.8

39.1

6.5

2.8
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

よくあった ときどきあった まれにあった

困窮層
(n=8)

周辺層
(n=31)

一般層
(n=335)

37.5

3.2

37.5

19.4

12.5

25.8

3.6
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

よくあった ときどきあった まれにあった

困窮層
(n=10)

周辺層
(n=23)

一般層
(n=351)

10.0

70.0

4.3

20.0

43.5

5.1

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

よくあった ときどきあった まれにあった

困窮層
(n=7)

周辺層
(n=27)

一般層
(n=336)

28.6

42.9

3.7

14.3

37.0

6.0

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

よくあった ときどきあった まれにあった

困窮層
(n=14)

周辺層
(n=33)

一般層
(n=304)

21.4

21.4

12.1

50.0

30.3

3.6
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

よくあった ときどきあった まれにあった
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（３）公共料金等の滞納経験 

過去１年間において、経済的な理由で、「公共料金（電話、電気、ガス、水道）」、「家賃」、「住宅ロ

ーン」及び「その他の債務」について、支払えないことがあったかを保護者に聞いた。４つの公共料

金については、どの年齢層においても、約１％の世帯において滞納経験がある。「家賃」は約１％、

「住宅ローン」は１％未満、「その他の債務」は約２％の世帯に滞納経験がある。 

 

図表 2-1-7 公共料金等の滞納経験：年齢層別 

 

 

 

世帯タイプ別に見ると、支払えないことがあったと回答する世帯は、世帯タイプに関わらずいるが、

ふたり親世帯に比べて、ひとり親世帯の方が滞納経験の割合が多い傾向にある。 

 

図表 2-1-8 公共料金等の滞納経験：世帯タイプ別 

未就学児 

 

 

小学校１～３年生 

 

  

電話 電気 ガス 水道 家賃 住宅ローン その他の債務

0.5

1.1 1.0
0.8 0.9

0.4

1.8

1.1
1.5 1.5

1.3
1.1

0.6

1.7

0.6 0.7 0.6
0.4

1.1
0.7

2.1

0.9 0.9
0.7

0.9 0.9
0.5

2.3

1.2
1.4

1.6

1.0
1.4

0.6

2.4

0%

1%

2%

3%
未就学児(n=1,449) 小学１～３年生(n=542) 小学４～６年生(n=536) 中学生(n=557) 16～18歳(n=509)

電話 電気 ガス 水道 家賃 住宅ローン その他の債務

1.7

3.4 3.4 3.4

6.9

1.7

5.2

0.4
1.0 0.9 0.6 0.6 0.4

1.7

0%

2%

4%

6%

8%

10%
ひとり親(n=58) ふたり親(n=1,391)

電話 電気 ガス 水道 家賃 住宅ローン その他の債務

2.3 2.3 2.3

0.8
1.4 1.2 1.2 0.8 0.6

1.8

0%

2%

4%

6%

8%

10%
ひとり親(n=44) ふたり親(n=497)
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小学校４～６年生 

 

 

中学生 

 

 

16-18 歳 

 

 

  

電話 電気 ガス 水道 家賃 住宅ローン その他の債務

5.0

7.5

5.0 5.0

7.5

2.5

5.0

0.2 0.2 0.2 0.6 0.6
1.8

0%

2%

4%

6%

8%

10%
ひとり親(n=40) ふたり親(n=494)

電話 電気 ガス 水道 家賃 住宅ローン その他の債務

1.9 1.9

3.8

7.5

0.8 0.8 0.8 1.0 0.6 0.6
1.8

0%

2%

4%

6%

8%

10%
ひとり親(n=53) ふたり親(n=503)

電話 電気 ガス 水道 家賃 住宅ローン その他の債務

1.8

3.5 3.5

1.8

5.3

1.8

5.3

1.1 1.1 1.3 0.9 0.9 0.4

2.0

0%

2%

4%

6%

8%

10%
ひとり親(n=57) ふたり親(n=446)
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生活困難度別に見ると、生活困難度の識別自体に本設問の項目が入っていることもあり、強い相関

がみられる。困窮層では、小学校４～６年生で電気代について１割、その他の年齢層では約２割から

約４割がいずれかの公共料金（電話、電気、ガス、水道）の滞納経験がある。一般層においては、公

共料金の滞納経験は全て０％である。 

 

図表 2-1-9 公共料金等の滞納経験：生活困難度別 

未就学児（***全項目） 

 

 

小学校１～３年生（***全項目） 

 

 

小学校４～６年生（***全項目） 

 

 

  

電話 電気 ガス 水道 家賃 住宅ローン その他の債務

21.7

43.5

34.8
30.4 30.4

26.1

1.6 1.6 1.6 1.6 3.2 3.2
8.1

0.4 0.8
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
困窮層(n=23) 周辺層(n=62) 一般層(n=774)

電話 電気 ガス 水道 家賃 住宅ローン その他の債務

37.5 37.5

25.0

37.5 37.5 37.5

9.7 9.7 9.7 9.7
3.2

12.9

0.3
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
困窮層(n=8) 周辺層(n=31) 一般層(n=335)

電話 電気 ガス 水道 家賃 住宅ローン その他の債務

10.0

30.0

10.0

30.0

4.3 4.3 4.3 4.3
8.7

4.3
8.7

0.3 0.9
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

困窮層(n=10) 周辺層(n=23) 一般層(n=351)
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中学生（***全項目） 

 

 

16-18 歳（***全項目） 

 

 

  

電話 電気 ガス 水道 家賃 住宅ローン その他の債務

14.3

28.6 28.6 28.6

14.3 14.3

57.1

11.1
3.7 3.7

7.4
3.7 3.7

7.4
0.3 0.3

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
困窮層(n=7) 周辺層(n=27) 一般層(n=336)

電話 電気 ガス 水道 家賃 住宅ローン その他の債務

28.6

42.9
35.7 35.7

21.4

7.1

42.9

3.0 6.1 6.1
0.7

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
困窮層(n=14) 周辺層(n=33) 一般層(n=304)
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（４）物品の所有状況 

子どもに関する物品や家庭において広く普及している洗濯機、炊飯器、掃除機等の物品などについ

て、それらの有無を保護者に聞いた。その結果、洗濯機、炊飯器、掃除機、暖房機器、冷房機器、電

子レンジ、電話（固定電話・携帯電話を含む）、世帯専用のおふろについては、欠如している世帯に

属する子どもの割合は１％以下であった。しかし、「子どもが自宅で宿題をすることができる場所」

については 2.0～6.8％、「世帯人数分のベッドまたは布団」については 1.4～3.9％、「急な出費のた

めの貯金（５万円以上）」については 4.5～6.2％の世帯で欠如している。 

 

図表 2-1-10 家庭における物品などが欠如している割合 

 

 

  

未就学児 小学１～３年生 小学４～６年生 中学生 16～18歳

子どもの年齢に合った本 0.8% 1.5% 1.1% 0.9% 2.0%

子ども用のスポーツ用品・おもちゃ 1.3% 1.7% 0.4% 0.4% 0.8%

子どもが自宅で宿題をすることができる場所 6.7% 6.8% 3.9% 2.0% 3.7%

洗濯機 0.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0%

炊飯器 0.3% 0.2% 0.2% 0.0% 0.0%

掃除機 0.3% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2%

暖房機器 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2%

冷房機器 0.4% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2%

電子レンジ 0.1% 0.4% 0.0% 0.0% 0.2%

電話（固定電話・携帯電話を含む） 0.8% 0.9% 0.2% 0.9% 0.4%

インターネットにつながるパソコン（タブレットを含む） 1.9% 1.5% 0.9% 1.3% 0.4%

新聞の定期購読（ネット含む） 12.9% 15.5% 11.0% 9.3% 10.4%

世帯専用のおふろ 0.3% 0.4% 0.4% 0.0% 0.2%

世帯人数分のベッドまたは布団 2.1% 3.9% 2.6% 1.4% 2.6%

急な出費のための貯金（5 万円以上） 5.3% 5.7% 6.2% 4.5% 5.9%
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（５）暮らし向き 

保護者に、「現在の暮らしの状況をどのように感じていますか」と主観的暮らし向きを聞いたとこ

ろ、「大変ゆとりがある」、「ややゆとりがある」と答えているのは、未就学児では 24.3％、小学校１

～３年生では 26.6％、小学校４～６年生では 18.6％、中学生では 20.2％、16-18 歳では 22.2％であ

った。 

一方で、「やや苦しい」、「大変苦しい」と答えているのは、未就学児では 26.8％、小学校１～３年

生では 27.7％、小学校４～６年生では 30.8％、中学生では 27.8％、16-18 歳では 27.9％であり、苦

しいと感じる保護者の割合が、ゆとりがあると感じる保護者を上回っている。 

 

図表 2-1-11 暮らし向き：年齢層別 

 

 

世帯タイプ別に見ると、「やや苦しい」「大変苦しい」と回答した保護者の割合は、全ての年齢層に

おいて、ふたり親世帯よりひとり親世帯の方が多い。しかし、ふたり親世帯においても、「大変苦しい」

と答えた保護者は、未就学児で 4.1％、小学校１～３年生で 6.6％、小学校４～６年生で 5.7％、中学

生で 3.8％、16-18 歳で 6.3％が答えており、世帯タイプに関わらず、主観的暮らし向きが厳しい世帯

が存在する。 

 

図表 2-1-12 暮らし向き：世帯タイプ別 

未就学児 

 

 

小学校１～３年生 

 

  

未就学児（1,449）

小学１～３年生（  542）

小学４～６年生（  536）

中学生（  557）

16～18歳（  509）

4.4

3.7

3.9

4.8
5.3

19.9

22.9

14.7

15.4

16.9

48.0

45.8

49.6

51.7

47.3

22.0

20.7

24.3

22.4

21.6

4.8
7.0

6.5

5.4

6.3

0.9

0.9

0.2

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答

ひとり親（   58）

ふたり親（1,391）

3.4

4.5

15.5

20.1

34.5

48.6

22.4

22.0

20.7

4.1

3.4

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答

ひとり親（   44）

ふたり親（  497）

6.8

3.4

20.5

23.1

27.3

47.3

34.1

19.5

11.4

6.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答
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小学校４～６年生 

 

 

中学生 

 

 

16-18 歳 

 

 

生活困難度別に見ると、どの年齢層でも困窮層が「大変苦しい」と回答する割合が周辺層、一般層

よりも多くなっており、困窮層の主観的暮らし向きの厳しさがわかる。一方、一般層においても「大

変苦しい」「やや苦しい」と回答する保護者は、どの年齢層でも２割を超えている。 

 

図表 2-1-13 暮らし向き：生活困難度別 

未就学児（***） 

 

 

小学校１～３年生（***） 

 

ひとり親（   40）

ふたり親（  494）

2.5

4.0

5.0

15.6

45.0

50.2

27.5

24.1

17.5

5.7
2.5

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答

ひとり親（   53）

ふたり親（  503）

3.8
5.0

3.8
16.5

32.1

53.9

39.6

20.7

20.8

3.8 0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答

ひとり親（   57）

ふたり親（  446）

3.5
5.6

5.3

18.6

49.1

47.1

33.3

20.2

7.0

6.3
1.8

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答

困窮層（   23）

周辺層（   62）

一般層（  774） 5.9
3.2

23.6

4.3
21.0

47.3

34.8

66.1

19.6

60.9

9.7

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答

困窮層（    8）

周辺層（   31）

一般層（  335）

3.2

4.2

9.7

27.5

12.5

9.7

45.1

12.5

54.8

19.7

75.0

22.6

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答
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小学校４～６年生（***） 

 

 

中学生（***） 

 

 

16-18 歳（***） 

 

 

  

困窮層（   10）

周辺層（   23）

一般層（  351）
4.6

13.4

26.1

53.6

60.0

56.5

23.6

40.0

17.4

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答

困窮層（    7）

周辺層（   27）

一般層（  336） 5.1

7.4

16.1

33.3

54.8

42.9

40.7

21.4

57.1

18.5

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答

困窮層（   14）

周辺層（   33）

一般層（  304）

3.0

4.9

3.0
19.7

39.4

49.3

7.1

39.4

22.0

85.7

15.2

3.0

7.1

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答
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（６）家計の収支状況 

世帯における家計の状況について保護者に聞いた。「赤字であり、貯蓄を取り崩している」と回答

した保護者は未就学児を除く全ての年齢層で１割を超えており、小学校１～３年生では 10.3％、小

学校４～６年生では 10.1％、中学生では 12.4％、16-18 歳では 13.0％となっている。また、「赤字で

あり、借金をして生活している」、「赤字であり、貯蓄を取り崩している」を合わせると、年齢の高い

子どもの保護者の方が家計の収支が赤字である傾向がある。「黒字であり、毎月貯蓄している」とし

た保護者は、未就学児で 52.1％、小学校１～３年生で 44.8％、小学校４～６年生で 49.1％、中学生

で 45.2％、16-18 歳で 42.4％である。 

 

図表 2-1-14 家計の収支状況：年齢層別 

 

 

世帯タイプ別に見ると、「赤字であり、借金をして生活している」、「赤字であり、貯蓄を取り崩し

ている」と回答した保護者の割合は、小学校４～６年生を除く全ての年齢層において、ふたり親世帯

よりひとり親世帯の方が多い。 

 

図表 2-1-15 家計の収支状況：世帯タイプ別 

未就学児 

 

  

未就学児（1,449）

小学１～３年生（  542）

小学４～６年生（  536）

中学生（  557）

16～18歳（  509）

1.7

2.0

2.6

2.3

4.5

7.7

10.3

10.1

12.4

13.0

24.2

27.7

25.9

23.2

22.8

10.1

10.9

6.9

11.7

11.4

52.1

44.8

49.1

45.2

42.4

2.0

1.8

1.9

2.0

1.2

2.3

2.4

3.5

3.2

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

赤字であり、借金をして生活している 赤字であり、貯蓄を取り崩している

赤字でも黒字でもなく、ぎりぎりである 黒字であるが、貯蓄はしていない

黒字であり、毎月貯蓄をしている その他

無回答

ひとり親（   58）

ふたり親（1,391）

10.3

1.3

10.3

7.6

24.1

24.2

17.2

9.8

29.3

53.1
3.4

1.9

5.2

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

赤字であり、借金をして生活している 赤字であり、貯蓄を取り崩している

赤字でも黒字でもなく、ぎりぎりである 黒字であるが、貯蓄はしていない

黒字であり、毎月貯蓄をしている その他

無回答
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小学校１～３年生 

 

 

小学校４～６年生 

 

 

中学生 

 

 

16-18 歳 

 

 

  

ひとり親（   44）

ふたり親（  497）
2.0

18.2

9.7

27.3

27.8

6.8

11.3

40.9

45.3
2.3

1.8

4.5

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

赤字であり、借金をして生活している 赤字であり、貯蓄を取り崩している

赤字でも黒字でもなく、ぎりぎりである 黒字であるが、貯蓄はしていない

黒字であり、毎月貯蓄をしている その他

無回答

ひとり親（   40）

ふたり親（  494）

2.5

2.6

5.0

10.5

35.0

25.3

12.5

6.5

30.0

50.8

10.0

1.2

5.0

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

赤字であり、借金をして生活している 赤字であり、貯蓄を取り崩している

赤字でも黒字でもなく、ぎりぎりである 黒字であるが、貯蓄はしていない

黒字であり、毎月貯蓄をしている その他

無回答

ひとり親（   53）

ふたり親（  503）

3.8

2.2

28.3

10.5

30.2

22.5

11.3

11.7

22.6

47.7
1.9

2.0

1.9
3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

赤字であり、借金をして生活している 赤字であり、貯蓄を取り崩している

赤字でも黒字でもなく、ぎりぎりである 黒字であるが、貯蓄はしていない

黒字であり、毎月貯蓄をしている その他

無回答

ひとり親（   57）

ふたり親（  446）

7.0

4.3

21.1

11.9

17.5

23.5

7.0

12.1

36.8

43.3
3.5

0.9

7.0

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

赤字であり、借金をして生活している 赤字であり、貯蓄を取り崩している

赤字でも黒字でもなく、ぎりぎりである 黒字であるが、貯蓄はしていない

黒字であり、毎月貯蓄をしている その他

無回答
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世帯における家計の状況を生活困難度別に見ると、いずれの年齢層でも一般層では黒字である割合

が５割を超えているのに対し、困窮層では赤字の世帯が６割を超え、周辺層でも概ね３割を超えてい

る。困窮層では、貯蓄をしていると答えた世帯はどの年齢層でも０％である。 

 

図表 2-1-16 家計の収支状況：生活困難度別 

未就学児（***） 

 

 

小学校１～３年生（***） 

 

 

小学校４～６年生（***） 

 

  

困窮層（   23）

周辺層（   62）

一般層（  774）

26.1

1.6

0.5

39.1

33.9

4.8

26.1

37.1

25.3

8.7

11.3

9.3

11.3

57.9
3.2

1.9

1.6

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

赤字であり、借金をして生活している 赤字であり、貯蓄を取り崩している

赤字でも黒字でもなく、ぎりぎりである 黒字であるが、貯蓄はしていない

黒字であり、毎月貯蓄をしている その他

無回答

困窮層（    8）

周辺層（   31）

一般層（  335）

25.0

12.9

0.9

50.0

32.3

7.5

25.0

38.7

27.2

9.7

11.3

6.5

50.7
2.1

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

赤字であり、借金をして生活している 赤字であり、貯蓄を取り崩している

赤字でも黒字でもなく、ぎりぎりである 黒字であるが、貯蓄はしていない

黒字であり、毎月貯蓄をしている その他

無回答

困窮層（   10）

周辺層（   23）

一般層（  351）

10.0

17.4

2.0

70.0

21.7

9.1

10.0

30.4

26.5

10.0

17.4

6.8

8.7

52.4
4.3

1.7
1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

赤字であり、借金をして生活している 赤字であり、貯蓄を取り崩している

赤字でも黒字でもなく、ぎりぎりである 黒字であるが、貯蓄はしていない

黒字であり、毎月貯蓄をしている その他

無回答
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中学生（***） 

 

 

16-18 歳（***） 

 

 

  

困窮層（    7）

周辺層（   27）

一般層（  336）

42.9

1.8

57.1

29.6

9.2

37.0

23.5

11.1

13.1

14.8

49.4
3.7

1.8

3.7

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

赤字であり、借金をして生活している 赤字であり、貯蓄を取り崩している

赤字でも黒字でもなく、ぎりぎりである 黒字であるが、貯蓄はしていない

黒字であり、毎月貯蓄をしている その他

無回答

困窮層（   14）

周辺層（   33）

一般層（  304）

50.0

9.1

3.0

28.6

27.3

11.8

14.3

33.3

23.7

6.1

13.2

18.2

46.1
1.0

7.1

6.1

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

赤字であり、借金をして生活している 赤字であり、貯蓄を取り崩している

赤字でも黒字でもなく、ぎりぎりである 黒字であるが、貯蓄はしていない

黒字であり、毎月貯蓄をしている その他

無回答



31 

２．子どもの生活水準 

（１）子どもの所有物の欠如 

子どもに、現在の日本において多くの子どもが所有しているであろう物品等について、「ある」「な

い（欲しい）」、「ない（欲しくない）」の選択肢で所有状況を聞いた。回答から、それぞれの項目の

「欲しいが、持っていない」割合（＝（「ない（欲しい）」と回答した人数／（（「ある」と回答した人

数及び「ない（欲しい）」と回答した人数））を計算した。 

「欲しいが、持っていない」の割合は、小学校４～６年生では、「携帯音楽プレーヤーなど」が

54.2％、「携帯電話、スマートフォン」が 27.3％、「子ども部屋」が 27.2％であった。中学生では、

「携帯音楽プレーヤーなど」が 31.0％、「子ども部屋」が 18.0％「インターネットにつながるパソコ

ン」が 14.5％であった。 

また、学習に必要と考えられる「自分専用の勉強机」（小学校４～６年生 19.5％、中学生 8.7％）、

「自分だけの本」（小学校４～６年生 3.5％、中学生 3.7％）、「自宅で宿題をすることができる場所」

（小学校４～６年生 3.5％、中学生 3.4％）について、「欲しいが、持っていない」という子どもがい

た。 

さらに「おやつや、ちょっとしたおもちゃを買うおこづかい」（小学校４～６年生 10.6％、中学生

6.7％）、「スポーツ用品」（小学校４～６年生 5.1％、中学生 2.7％）、「ゲーム機」（小学校４～６年生

11.5％、中学生 7.8％）の物品等が持てない子どもも存在する。 

なお、「自分専用の勉強机」、「自分だけの本（学校の教科書やマンガはのぞく）」、「自宅で宿題（勉

強）ができる場所」の所有状況については、61～63 ページを参照。 

 

図表 2-2-1 所有物の状況（欲しいが、持っていない割合※）：小学校４～６年生・中学生 

 

※「ない（ほしくない）」、「無回答」を分母から除いた割合） 

 

  

自分だけの本（学校の教科書やマンガはのぞく）
　小学４～６年生 （n=427）中学生 （n=434）

子ども部屋（兄弟姉妹と使っている場合もふくみます）
　小学４～６年生 （n=434）中学生 （n=456）

（自宅で）インターネットにつながるパソコン
　小学４～６年生 （n=412）中学生 （n=433）

自宅で宿題をすることができる場所
　小学４～６年生 （n=460）中学生 （n=471）

自分専用の勉強机
　小学４～６年生 （n=390）中学生 （n=448）

スポーツ用品（野球のグローブや、サッカーボールなど）
　小学４～６年生 （n=372）中学生 （n=368）

ゲーム機
　小学４～６年生 （n=434）中学生 （n=422）

たいていの友だちが持っているおもちゃ
　小学４～６年生 （n=367）中学生 （n=370）

自転車
　小学４～６年生 （n=456）中学生 （n=454）

おやつや、ちょっとしたおもちゃを買うおこづかい
　小学４～６年生 （n=445）中学生 （n=451）

友だちが着ているのと同じような服
　小学４～６年生 （n=377）中学生 （n=388）

２足以上のサイズのあった靴
　小学４～６年生 （n=442）中学生 （n=453）

携帯電話、スマートフォン
　小学４～６年生 （n=432）中学生 （n=468）

携帯音楽プレーヤーなど
　小学４～６年生 （n=236）中学生 （n=287）

3.5

27.2

17.0

3.5

19.5

5.1

11.5

10.6

2.6

10.6

7.2

5.7

27.3

54.2

3.7

18.0

14.5

3.4

8.7

2.7

7.8

7.6

3.1

6.7

6.7

4.9

8.1

31.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

小学４～６年生

中学生
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16-18 歳においては、「自分に投資するお金（自己啓発本、職業訓練コースなど）」が「欲しいが、

持っていない」とする割合がいちばん高く（15.8％）、「自分の部屋」（13.6％）、「月 5,000 円ほどの、

自分で自由に使えるお金」（11.0％）、「電子辞書」（10.8％）、についても約 10 人に１人の 16-18 歳が

「欲しいが、持っていない」状況にある。また、「新しい（誰かのお古でない）洋服」（0.2％）、「自

分専用のふとん又はベッド」（1.4％）、「冬用のダウンジャケット・ダウンコート」（1.7％）、「家の中

で勉強できる場所」（1.7％）など少数ではあるが持てない子どもがいる。 

 

図表 2-2-2 所有物の状況（欲しいが、持っていない割合※）：16-18 歳 

 

※「ない（ほしくない）」、「無回答」を分母から除いた割合） 

 

  

新しい（誰かのお古でない）洋服
　 （n=411）

最低２足のサイズの合った靴
　 （n=411）

冬用のダウンジャケット・ダウンコート
　 （n=406）

自分専用のふとん又はベッド
　 （n=414）

家の中で勉強ができる場所
　 （n=409）

インターネットにつながるパソコン
　 （n=393）

電子辞書
　 （n=324）

自分の部屋
　 （n=403）

月 5,000 円ほどの、自分で自由に使えるお金
　 （n=391）

スマートフォン
　 （n=411）

友人と遊びに出かけるお金
　 （n=403）

自分に投資するお金
（自己啓発本、職業訓練コースなど）
　 （n=303）

0.2

0.5

1.7

1.4

1.7

6.9

10.8

13.6

11.0

0.5

4.2

15.8

0% 10% 20%

16～18歳
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世帯タイプ別に物品等の「欲しいが、持っていない」割合を見ると、小学校４～６年生においては

「自分で宿題をする事ができる場所」、「スポーツ用品（野球のグローブや、サッカーボールなど）」、

「自転車」、「おやつや、ちょっとしたおもちゃを買うおこづかい」、「２足以上のサイズのあった靴」

の割合がふたり親世帯よりひとり親世帯の方が多い。 

中学生においては、「スポーツ用品（野球のグローブや、サッカーボールなど）」、「ゲーム機」、「た

いていの友だちが持っているおもちゃ」、「自転車」、「友だちが着ているのと同じような服」を除き、

ふたり親世帯よりひとり親世帯の方が「欲しいが、持っていない」割合が多い。 

16-18 歳においては、「新しい（誰かのお古でない）洋服」、「最低２足以上のサイズの合った靴」、

「月 5,000 円ほどの、自分で自由に使えるお金」、「スマートフォン」を除き、ふたり親世帯よりひと

り親世帯の方が「欲しいが、持っていない」割合が多い。 

 

図表 2-2-3 所有物の状況（欲しいが、持っていない割合※）：世帯タイプ別 

小学校４～６年生 

 

※「ない（ほしくない）」、「無回答」を分母から除いた割合） 

  

自分だけの本（学校の教科書やマンガはのぞく）
　ひとり親 （n=28）ふたり親 （n=398）

子ども部屋（兄弟姉妹と使っている場合もふくみます）
　ひとり親 （n=29）ふたり親 （n=404）

（自宅で）インターネットにつながるパソコン
　ひとり親 （n=23）ふたり親 （n=388）

自宅で宿題をすることができる場所
　ひとり親 （n=34）ふたり親 （n=425）

自分専用の勉強机
　ひとり親 （n=25）ふたり親 （n=364）

スポーツ用品（野球のグローブや、サッカーボールなど）
　ひとり親 （n=22）ふたり親 （n=349）

ゲーム機
　ひとり親 （n=34）ふたり親 （n=399）

たいていの友だちが持っているおもちゃ
　ひとり親 （n=27）ふたり親 （n=339）

自転車
　ひとり親 （n=34）ふたり親 （n=421）

おやつや、ちょっとしたおもちゃを買うおこづかい
　ひとり親 （n=34）ふたり親 （n=410）

友だちが着ているのと同じような服
　ひとり親 （n=28）ふたり親 （n=348）

２足以上のサイズのあった靴
　ひとり親 （n=32）ふたり親 （n=409）

携帯電話、スマートフォン
　ひとり親 （n=31）ふたり親 （n=400）

携帯音楽プレーヤーなど
　ひとり親 （n=18）ふたり親 （n=217）

24.1

4.3

5.9

12.0

9.1

8.8

7.4

5.9

14.7

7.1

12.5

6.5

44.4

3.8

27.2

17.8

3.3

20.1

4.9

11.8

10.9

2.4

10.2

7.2

5.1

29.0

54.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ひとり親

ふたり親
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中学生 

 
※「ない（ほしくない）」、「無回答」を分母から除いた割合） 

16-18 歳 

 

※「ない（ほしくない）」、「無回答」を分母から除いた割合）

自分だけの本（学校の教科書やマンガはのぞく）
　ひとり親 （n=38）ふたり親 （n=395）

子ども部屋（兄弟姉妹と使っている場合もふくみます）
　ひとり親 （n=41）ふたり親 （n=414）

（自宅で）インターネットにつながるパソコン
　ひとり親 （n=41）ふたり親 （n=391）

自宅で宿題をすることができる場所
　ひとり親 （n=44）ふたり親 （n=426）

自分専用の勉強机
　ひとり親 （n=38）ふたり親 （n=410）

スポーツ用品（野球のグローブや、サッカーボールなど）
　ひとり親 （n=32）ふたり親 （n=335）

ゲーム機
　ひとり親 （n=40）ふたり親 （n=381）

たいていの友だちが持っているおもちゃ
　ひとり親 （n=29）ふたり親 （n=341）

自転車
　ひとり親 （n=40）ふたり親 （n=413）

おやつや、ちょっとしたおもちゃを買うおこづかい
　ひとり親 （n=43）ふたり親 （n=408）

友だちが着ているのと同じような服
　ひとり親 （n=31）ふたり親 （n=357）

２足以上のサイズのあった靴
　ひとり親 （n=42）ふたり親 （n=410）

携帯電話、スマートフォン
　ひとり親 （n=45）ふたり親 （n=422）

携帯音楽プレーヤーなど
　ひとり親 （n=25）ふたり親 （n=261）

7.9

29.3

17.1

13.6

15.8

7.5

6.9

2.5

7.0

6.5

11.9

13.3

32.0

3.3

16.9

14.3

2.3

8.0

3.0

7.6

7.6

3.1

6.6

6.7

4.1

7.6

30.7

0% 10% 20% 30% 40%

ひとり親

ふたり親

新しい（誰かのお古でない）洋服
　ひとり親 （n=41）ふたり親 （n=366）

最低２足のサイズの合った靴
　ひとり親 （n=41）ふたり親 （n=366）

冬用のダウンジャケット・ダウンコート
　ひとり親 （n=40）ふたり親 （n=362）

自分専用のふとん又はベッド
　ひとり親 （n=41）ふたり親 （n=369）

家の中で勉強ができる場所
　ひとり親 （n=41）ふたり親 （n=364）

インターネットにつながるパソコン
　ひとり親 （n=40）ふたり親 （n=349）

電子辞書
　ひとり親 （n=29）ふたり親 （n=291）

自分の部屋
　ひとり親 （n=39）ふたり親 （n=360）

月 5,000 円ほどの、自分で自由に使えるお金
　ひとり親 （n=41）ふたり親 （n=346）

スマートフォン
　ひとり親 （n=40）ふたり親 （n=367）

友人と遊びに出かけるお金
　ひとり親 （n=40）ふたり親 （n=359）

自分に投資するお金
（自己啓発本、職業訓練コースなど）
　ひとり親 （n=29）ふたり親 （n=271）

2.5

2.4

2.4

7.5

17.2

17.9

7.3

5.0

17.2

0.3

0.5

1.7

1.4

1.6

6.9

10.3

13.3

11.3

0.5

4.2

15.9

0% 5% 10% 15% 20% 25%

ひとり親

ふたり親
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生活困難度別に「欲しいが、持っていない」割合を見ると、小学校４～６年生では、「子ども部屋」、

「自宅で宿題をすることができる場所」、「自分専用の勉強机」、「スポーツ用品」、「友だちが着ている

のと同じような服」において生活困難度が上がるにつれて、欲しいが持っていないと回答した割合が

多くなる傾向がある。 

中学生では、「子ども部屋」、「自宅で宿題をすることができる場所」、「自分専用の勉強机」、「スポ

ーツ用品」、「携帯電話、スマートフォン」、「携帯音楽プレーヤーなど」において生活困難度が高くな

るにつれて欲しいが、持っていないと回答した割合が高くなる傾向がある。 

16-18 歳では、「冬用のダウンジャケット・ダウンコート」、「自分専用のふとん又はベッド」、「電

子辞書」、「自分の部屋」、「月 5,000 円程度の、自分で自由に使えるお金」、「自分に投資するお金（自

己啓発本、職業訓練コースなど）」において生活困難度が上がるにつれて欲しいが、持っていないと

回答した割合が高くなる傾向がある。 

 

図表 2-2-4 所有物の状況（欲しいが、持っていない割合※）：生活困難度別 

小学校４～６年生 

 
※「ない（ほしくない）」、「無回答」を分母から除いた割合） 

 

  

自分だけの本（学校の教科書やマンガはのぞく）
　困窮層 （n=8）周辺層 （n=19）一般層 （n=284）

子ども部屋（兄弟姉妹と使っている場合もふくみます）
　困窮層 （n=9）周辺層 （n=18）一般層 （n=292）

（自宅で）インターネットにつながるパソコン
　困窮層 （n=7）周辺層 （n=19）一般層 （n=279）

自宅で宿題をすることができる場所
　困窮層 （n=10）周辺層 （n=19）一般層 （n=308）

自分専用の勉強机
　困窮層 （n=6）周辺層 （n=16）一般層 （n=258）

スポーツ用品（野球のグローブや、サッカーボールなど）
　困窮層 （n=6）周辺層 （n=14）一般層 （n=254）

ゲーム機
　困窮層 （n=10）周辺層 （n=20）一般層 （n=287）

たいていの友だちが持っているおもちゃ
　困窮層 （n=6）周辺層 （n=15）一般層 （n=249）

自転車
　困窮層 （n=8）周辺層 （n=19）一般層 （n=304）

おやつや、ちょっとしたおもちゃを買うおこづかい
　困窮層 （n=10）周辺層 （n=19）一般層 （n=297）

友だちが着ているのと同じような服
　困窮層 （n=5）周辺層 （n=17）一般層 （n=254）

２足以上のサイズのあった靴
　困窮層 （n=8）周辺層 （n=19）一般層 （n=296）

携帯電話、スマートフォン
　困窮層 （n=8）周辺層 （n=20）一般層 （n=290）

携帯音楽プレーヤーなど
　困窮層 （n=7）周辺層 （n=8）一般層 （n=162）

55.6

28.6

40.0

66.7

33.3

30.0

33.3

30.0

20.0

25.0

37.5

57.1

5.3

38.9

15.8

5.3

56.3

14.3

10.0

6.7

5.3

11.8

20.0

50.0

3.9

27.7

19.0

2.6

18.6

2.4

11.1

9.6

2.6

9.1

6.7

5.4

26.9

53.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

困窮層

周辺層

一般層
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中学生 

 
※「ない（ほしくない）」、「無回答」を分母から除いた割合） 

16-18 歳 

 

※「ない（ほしくない）」、「無回答」を分母から除いた割合） 

自分だけの本（学校の教科書やマンガはのぞく）
　困窮層 （n=4）周辺層 （n=18）一般層 （n=256）

子ども部屋（兄弟姉妹と使っている場合もふくみます）
　困窮層 （n=6）周辺層 （n=22）一般層 （n=271）

（自宅で）インターネットにつながるパソコン
　困窮層 （n=6）周辺層 （n=22）一般層 （n=263）

自宅で宿題をすることができる場所
　困窮層 （n=6）周辺層 （n=19）一般層 （n=283）

自分専用の勉強机
　困窮層 （n=6）周辺層 （n=20）一般層 （n=272）

スポーツ用品（野球のグローブや、サッカーボールなど）
　困窮層 （n=4）周辺層 （n=15）一般層 （n=223）

ゲーム機
　困窮層 （n=6）周辺層 （n=22）一般層 （n=251）

たいていの友だちが持っているおもちゃ
　困窮層 （n=4）周辺層 （n=15）一般層 （n=219）

自転車
　困窮層 （n=4）周辺層 （n=20）一般層 （n=271）

おやつや、ちょっとしたおもちゃを買うおこづかい
　困窮層 （n=4）周辺層 （n=20）一般層 （n=271）

友だちが着ているのと同じような服
　困窮層 （n=3）周辺層 （n=14）一般層 （n=235）

２足以上のサイズのあった靴
　困窮層 （n=6）周辺層 （n=21）一般層 （n=269）

携帯電話、スマートフォン
　困窮層 （n=5）周辺層 （n=22）一般層 （n=279）

携帯音楽プレーヤーなど
　困窮層 （n=5）周辺層 （n=13）一般層 （n=173）

50.0

83.3

66.7

16.7

33.3

25.0

33.3

50.0

25.0

50.0

16.7

20.0

80.0

22.7

13.6

10.5

15.0

6.7

4.5

6.7

7.1

13.6

53.8

3.5

17.3

14.1

2.1

6.3

2.7

8.0

6.8

3.3

7.4

6.0

3.3

9.3

32.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

困窮層

周辺層

一般層

新しい（誰かのお古でない）洋服
　困窮層 （n=13）周辺層 （n=32）一般層 （n=253）

最低２足のサイズの合った靴
　困窮層 （n=13）周辺層 （n=33）一般層 （n=253）

冬用のダウンジャケット・ダウンコート
　困窮層 （n=13）周辺層 （n=33）一般層 （n=247）

自分専用のふとん又はベッド
　困窮層 （n=13）周辺層 （n=33）一般層 （n=254）

家の中で勉強ができる場所
　困窮層 （n=13）周辺層 （n=31）一般層 （n=253）

インターネットにつながるパソコン
　困窮層 （n=13）周辺層 （n=31）一般層 （n=241）

電子辞書
　困窮層 （n=9）周辺層 （n=27）一般層 （n=195）

自分の部屋
　困窮層 （n=13）周辺層 （n=31）一般層 （n=246）

月 5,000 円ほどの、自分で自由に使えるお金
　困窮層 （n=12）周辺層 （n=33）一般層 （n=234）

スマートフォン
　困窮層 （n=13）周辺層 （n=33）一般層 （n=253）

友人と遊びに出かけるお金
　困窮層 （n=13）周辺層 （n=33）一般層 （n=244）

自分に投資するお金
（自己啓発本、職業訓練コースなど）
　困窮層 （n=11）周辺層 （n=29）一般層 （n=177）

15.4

15.4

23.1

7.7

55.6

61.5

25.0

15.4

36.4

3.0

6.1

12.9

14.8

19.4

12.1

3.0

31.0

0.4

0.8

1.2

0.4

1.6

4.6

7.7

10.2

8.1

0.8

4.1

14.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

困窮層

周辺層

一般層
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（２）子どもへの支出 

保護者に、子どもに対して「毎月お小遣いを渡す」、「毎年新しい洋服・靴を買う」、「習い事（音楽、

スポーツ、習字等）に通わせる」、「学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）」、「お誕生日

のお祝いをする」、「１年に１回くらい家族旅行に行く」、「クリスマスのプレゼントや正月のお年玉を

あげる」、「子どもの学校行事などへ親が参加する」ことをしているか聞いた。家庭の方針などで支出

していない場合もあるので、回答は「している」、「していない（方針でしない）」、「経済的にできな

い」の選択肢とした。その結果、「経済的にできない」と回答した年齢層別の保護者の割合を、図表

2-2-5 に示す。 

どの年齢層の保護者も「経済的にできない」とする割合が多い項目は、「学習塾に通わせる（また

は家庭教師に来てもらう）」、「１年に１回くらい家族旅行に行く」である。「学習塾に通わせる（また

は家庭教師に来てもらう）」は、小学校１～３年生の保護者が最も多く 11.3％である。「１年に１回

くらい家族旅行に行く」は年齢の高い子どもを持つ親ほど割合が多くなり、16-18 歳では 10.8％とな

っている。 

 

図表 2-2-5 「経済的にできない」子どものための支出：年齢層別 

 

 

  

毎月お小遣いを渡す

毎年新しい洋服・靴を買う

習い事（音楽、スポーツ、習字等)に通わせる

学習塾に通わせる（または家庭教師に来ても
らう）

お誕生日のお祝いをする

１年に１回くらい家族旅行に行く

クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげ
る

子どもの学校行事などへ親が参加する

2.8

0.9

7.1

7.9

0.3

4.3

1.0

1.0

2.2

1.5

3.0

11.3

0.2

5.4

0.6

3.4

1.9

2.8

6.2

0.2

7.6

0.6

0.2

3.6

1.4

4.7

5.2

0.4

8.4

0.9

0.2

3.3

2.2

8.8

6.9

1.4

10.8

2.2

1.0

0% 5% 10% 15%

未就学児 (n=1,449)
小学１～３年生 (n=542)
小学４～６年生 (n=536)
中学生 (n=557)
16～18歳 (n=509)
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世帯タイプ別に見ると、「経済的にできない」とする割合が、ふたり親世帯よりひとり親世帯の方

が多いのは、未就学児については「お誕生日のお祝いをする」、「子どもの学校行事などへ親が参加す

る」以外の項目で、小学校１～３年生については「お誕生日のお祝いをする」、「クリスマスのプレゼ

ントや正月のお年玉をあげる」以外の項目で、小学校４～６年生については「子どもの学校行事など

へ親が参加する」以外の項目で、中学生については全ての項目で、16-18 歳については「学習塾に通

わせる（または家庭教師に来てもらう）」、「クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる」、「子

どもの学校行事などへ親が参加する」以外の項目である。 

 

図表 2-2-6 「経済的にできない」子どものための支出：世帯タイプ別 

未就学児 

 
 

小学校１～３年生 

 
 

小学校４～６年生 

 
 

  

毎月お小遣いを渡す

毎年新しい洋服・靴を買う

習い事（音楽、スポーツ、習字等)に通わせる

学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）

お誕生日のお祝いをする

１年に１回くらい家族旅行に行く

クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる

子どもの学校行事などへ親が参加する

8.6

5.2

12.1

19.0

8.6

3.4

2.5

0.7

6.9

7.4

0.3

4.1

0.9

1.0

0% 10% 20% 30% 40%

ひとり親 （n=58）

ふたり親 （n=1391）

毎月お小遣いを渡す

毎年新しい洋服・靴を買う

習い事（音楽、スポーツ、習字等)に通わせる

学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）

お誕生日のお祝いをする

１年に１回くらい家族旅行に行く

クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる

子どもの学校行事などへ親が参加する

2.3

2.3

6.8

15.9

9.1

2.2

1.4

2.4

10.7

0.2

5.0

0.6

0% 10% 20% 30% 40%

ひとり親 （n=44）

ふたり親 （n=497）

毎月お小遣いを渡す

毎年新しい洋服・靴を買う

習い事（音楽、スポーツ、習字等)に通わせる

学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）

お誕生日のお祝いをする

１年に１回くらい家族旅行に行く

クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる

子どもの学校行事などへ親が参加する

10.0

7.5

12.5

25.0

2.5

25.0

5.0

2.8

1.4

2.0

4.7

6.3

0.2

0.2

0% 10% 20% 30% 40%

ひとり親 （n=40）

ふたり親 （n=494）
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中学生 

 
 

16-18 歳 

 
 

生活困難度別では、すべての項目において、「経済的にできない」割合は一般層がいちばん少なく

１割未満となっている。困窮層で、「経済的にできない」割合が最も多くなっていたのは、未就学児

は「習い事（音楽、スポーツ、習字等)に通わせる」、「学習塾に通わせる（または家庭教師に来ても

らう）」が、小学校１～３年生は「学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）」が、小学校４

～６年生は「毎月お小遣いを渡す」、「学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）」、「１年に

１回くらい家族旅行に行く」が、中学生は「１年に１回くらい家族旅行に行く」が、16-18 歳は「習

い事（音楽、スポーツ、習字等)に通わせる」、「１年に１回くらい家族旅行に行く」であった。 

 

図表 2-2-7 「経済的にできない」子どものための支出：生活困難度別 

未就学児 

 

  

毎月お小遣いを渡す

毎年新しい洋服・靴を買う

習い事（音楽、スポーツ、習字等)に通わせる

学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）

お誕生日のお祝いをする

１年に１回くらい家族旅行に行く

クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる

子どもの学校行事などへ親が参加する

18.9

9.4

20.8

13.2

1.9

30.2

5.7

1.9

2.0

0.6

3.0

4.4

0.2

6.2

0.4

0% 10% 20% 30% 40%

ひとり親 （n=53）

ふたり親 （n=503）

毎月お小遣いを渡す

毎年新しい洋服・靴を買う

習い事（音楽、スポーツ、習字等)に通わせる

学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）

お誕生日のお祝いをする

１年に１回くらい家族旅行に行く

クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる

子どもの学校行事などへ親が参加する

8.8

3.5

17.5

3.5

1.8

15.8

1.8

2.7

2.0

7.8

7.4

1.3

10.3

2.2

1.1

0% 10% 20% 30% 40%

ひとり親 （n=57）

ふたり親 （n=446）

毎月お小遣いを渡す

毎年新しい洋服・靴を買う

習い事（音楽、スポーツ、習字等)に通わせる

学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）

お誕生日のお祝いをする

１年に１回くらい家族旅行に行く

クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる

子どもの学校行事などへ親が参加する

56.5

8.7

87.0

87.0

4.3

52.2

30.4

21.7

29.0

9.7

61.3

64.5

3.2

30.6

9.7

9.7

0.3

3.9

5.0

3.0

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮層 （n=23）

周辺層 （n=62）

一般層 （n=774）
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小学校１～３年生 

 

 

小学校４～６年生 

 

 

中学生 

 

 

  

毎月お小遣いを渡す

毎年新しい洋服・靴を買う

習い事（音楽、スポーツ、習字等)に通わせる

学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）

お誕生日のお祝いをする

１年に１回くらい家族旅行に行く

クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる

子どもの学校行事などへ親が参加する

50.0

12.5

25.0

75.0

12.5

62.5

37.5

6.5

12.9

22.6

51.6

25.8

0.9

0.9

7.8

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

困窮層 （n=8）
周辺層 （n=31）
一般層 （n=335）

毎月お小遣いを渡す

毎年新しい洋服・靴を買う

習い事（音楽、スポーツ、習字等)に通わせる

学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）

お誕生日のお祝いをする

１年に１回くらい家族旅行に行く

クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる

子どもの学校行事などへ親が参加する

80.0

40.0

10.0

80.0

80.0

20.0

13.0

4.3

8.7

26.1

39.1

0.6

0.6

0.6

3.1

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

困窮層 （n=10）

周辺層 （n=23）

一般層 （n=351）

毎月お小遣いを渡す

毎年新しい洋服・靴を買う

習い事（音楽、スポーツ、習字等)に通わせる

学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）

お誕生日のお祝いをする

１年に１回くらい家族旅行に行く

クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる

子どもの学校行事などへ親が参加する

71.4

42.9

71.4

57.1

14.3

100.0

57.1

14.3

14.8

7.4

18.5

29.6

33.3

1.2

0.3

1.8

2.4

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮層 （n=7）

周辺層 （n=27）

一般層 （n=336）
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16-18 歳 

 

 

 

（３）子どもの体験（海水浴、博物館等） 

保護者に、「海水浴に行く」、「博物館・科学館・美術館などに行く」、「キャンプやバーベキューに

行く」、「スポーツ観戦や劇場に行く」、「遊園地やテーマパークに行く」といった子どもとの体験があ

ったかを聞いた。回答は、「ある」、「（金銭的な理由で）ない」、「（時間の制約で）ない」、「（その他の

理由で）ない」の選択肢とした。「（時間の制約で）ない」は小学４～６年生の「遊園地やテーマパー

クに行く」、16-18 歳の「キャンプやバーベキューに行く」、「スポーツ観戦や劇場に行く」、「遊園地

やテーマパークに行く」を除くすべての項目において、「（金銭的な理由で）ない」よりも回答の割合

が多くなっている。 

 

図表 2-2-8 以下の体験を「（金銭的な理由または時間の制約で）過去にしなかった」割合 

未就学児 

 

  

毎月お小遣いを渡す

毎年新しい洋服・靴を買う

習い事（音楽、スポーツ、習字等)に通わせる

学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）

お誕生日のお祝いをする

１年に１回くらい家族旅行に行く

クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる

子どもの学校行事などへ親が参加する

35.7

28.6

85.7

57.1

21.4

85.7

35.7

14.3

12.1

6.1

33.3

30.3

3.0

36.4

6.1

3.0

1.3

1.0

5.6

3.0

6.6

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

困窮層 （n=14）

周辺層 （n=33）

一般層 （n=304）

海水浴に行く

博物館・科学館・美術館などに行く

キャンプやバーベキューに行く

スポーツ観戦や劇場に行く

遊園地やテーマパークに行く

ない（金銭的な理由で） ない（時間の制約で）

(n=1,449)

0.7

0.3

1.0

1.3

0.3

4.4

1.9

3.8

3.1

1.0

0% 1% 2% 3% 4% 5% 6%
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小学校１～３年生 

 

 

小学校４～６年生 

 

中学生 

 

16-18 歳 

 

  

海水浴に行く

博物館・科学館・美術館などに行く

キャンプやバーベキューに行く

スポーツ観戦や劇場に行く

遊園地やテーマパークに行く

ない（金銭的な理由で） ない（時間の制約で）

(n=542)

0.4

0.2

0.7

0.4

3.7

0.7

1.8

1.8

0.7

0% 1% 2% 3% 4% 5% 6%

海水浴に行く

博物館・科学館・美術館などに行く

キャンプやバーベキューに行く

スポーツ観戦や劇場に行く

遊園地やテーマパークに行く

ない（金銭的な理由で） ない（時間の制約で）

(n=536)

0.9

0.4

1.5

0.9

1.3

3.5

1.7

2.6

2.6

0.9

0% 1% 2% 3% 4% 5% 6%

海水浴に行く

博物館・科学館・美術館などに行く

キャンプやバーベキューに行く

スポーツ観戦や劇場に行く

遊園地やテーマパークに行く

ない（金銭的な理由で） ない（時間の制約で）

(n=557)

0.4

0.2

0.9

0.9

0.7

3.6

1.8

2.5

2.0

1.4

0% 1% 2% 3% 4% 5% 6%

海水浴に行く

博物館・科学館・美術館などに行く

キャンプやバーベキューに行く

スポーツ観戦や劇場に行く

遊園地やテーマパークに行く

ない（金銭的な理由で） ない（時間の制約で）

(n=509)

1.2

0.6

2.6

2.0

1.4

2.2

2.0

2.4

1.8

0.4

0% 1% 2% 3% 4% 5% 6%
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３．住宅の状況 

（１）住宅の種類 

現在居住している住宅の種類について、保護者に聞いた。住宅の種類の分布は、保護者全体では

「持ち家」が 65.2％で最も多く、次いで「民間賃貸住宅」が 26.6％となっている。年齢層別に見る

と、未就学児を除く年齢層ではほぼ同様の割合であり、小学校１～３年生より上の年齢層では「持ち

家」が約 70～75％で最も多く、次に「民間の賃貸住宅」が約 16～24％となっている。「民間の賃貸住

宅」に「都営又は区営・市営の賃貸住宅」、「都市再生機構・公社などの賃貸住宅」、「給与住宅」、「間

借り・その他」を合わせた賃貸住宅に住む割合は約２～３割であった。 

世帯タイプ別に見ると、「持ち家」に住んでいるのは、ふたり親世帯が 66.5％。ひとり親世帯が

50.8％となっており、ひとり親世帯はふたり親世帯に比べて「持ち家」に住む割合が低い傾向が見ら

れる。 

生活困難度別に見ると、一般層より困窮層の方が、賃貸住宅に住む割合が多くなっている。 

 

図表 2-3-1 住宅の種類：年齢層別 

 

 

図表 2-3-2 住宅の種類：世帯タイプ別 

全体 

 

  

全体（3,593）

未就学児（1,449）

小学１～３年生（  542）

小学４～６年生（  536）

中学生（  557）

16～18歳（  509）

65.2

54.1

69.4

71.3

75.0

75.2

26.6

37.7

24.4

19.6

16.7

15.7

0.7

0.2

0.7

1.3

1.3

0.6

0.7

1.0

0.2

1.1

0.2

0.4

4.7
5.6

3.1

4.3

4.7

4.3

1.7

1.4

2.2

1.7

1.6

2.0

0.4

0.7

0.5

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

持ち家（マンション等含む） 民間の賃貸住宅

都営または区営・市営の賃貸住宅 都市再生機構（UR）・公社などの賃貸住宅

給与住宅（社宅・公務員住宅など） 間借り・その他

無回答

ひとり親（  252）

ふたり親（3,331）

50.8

66.5

33.3

26.1
4.4

0.4

0.4

0.7

4.0

4.8

5.2

1.4

2.0

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

持ち家（マンション等含む） 民間の賃貸住宅

都営または区営・市営の賃貸住宅 都市再生機構（UR）・公社などの賃貸住宅

給与住宅（社宅・公務員住宅など） 間借り・その他

無回答
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図表 2-3-3 住宅の種類：生活困難度別 

全体 

 

 

（２）住宅の広さ 

住居の室数について、玄関やふろ等は含めない居住用の部屋数を保護者に聞いた。その結果、全体

では「４室」の割合が 34.3％と最も高かった。また、部屋数が１室～４室である割合は 74.8％を占

める。年齢層別に見ると、未就学児、小学校１～３年生では「３室」、小学校４～６年生以上では

「４室」の割合が最も高かった。「４室」以下の割合は未就学児で 84.3％、小学校１～３年生で

77.6％、小学校４～６年生で 69.9％、中学生で 66.0％、16-18 歳で 59.8％と、年齢が上がるごとに

低くなっており、居室の数が「５室」、「６室以上」の割合が増える。 

 

図表 2-3-4 居室の数：年齢層別 

 

生活困難度別に見ると、居室数を「３室以下」としたのは、困窮層で 77.5％となり、一般層の

37.1％の２倍以上の割合である。 

 

図表 2-3-5 居室の数：生活困難度別 

全体 

 

困窮層（   62）

周辺層（  176）

一般層（2,100）

33.9

52.3

69.4

58.1

36.9

23.1

3.2

3.4

0.4 0.7

1.6

2.3

4.7

1.6
5.1

1.6

1.6

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

持ち家（マンション等含む） 民間の賃貸住宅

都営または区営・市営の賃貸住宅 都市再生機構（UR）・公社などの賃貸住宅

給与住宅（社宅・公務員住宅など） 間借り・その他

無回答

全体（3,593）

未就学児（1,449）

小学１～３年生（  542）

小学４～６年生（  536）

中学生（  557）

16～18歳（  509）

1.5

3.0

0.7

0.2

0.7

0.4

9.1

16.0

7.4

3.5

3.9

2.8

29.9

35.1

35.2

25.9

22.6

21.6

34.3

30.2

34.3

40.3

38.8

35.0

14.0

7.3

12.4

17.2

20.6

24.0

6.5

3.3

4.4
7.3

10.6

12.2

4.7

5.1

5.5

5.6

2.7
4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１室 ２室 ３室 ４室 ５室 ６室以上 無回答

困窮層（   62）

周辺層（  176）

一般層（2,100）

3.4

1.3

32.3

13.1

6.7

45.2

38.6

29.1

17.7

31.3

37.7

3.2
7.4

15.8

5.1

7.2

1.6

1.1

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１室 ２室 ３室 ４室 ５室 ６室以上 無回答
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（３）住居費 

  ①１か月あたりの住居費（住宅ローン） 

保護者に、１か月あたりの住居費の負担額を聞いた。１か月あたりの住居費（住宅ローン）は、全

体では「０円」「１円～10 万円未満」を合わせた「10 万円未満」の世帯が約３割いる。年齢層別に見

ると、「10 万円未満」の世帯が約２～５割おり、年齢層が上がるにつれて、その割合が多くなる傾向

が見られる。 

 

図表 2-3-6 １か月あたりの住居費（持ち家（住宅ローン））：年齢層別 

 

 

図表 2-3-7 １か月あたりの住居費（持ち家（住宅ローン））：世帯タイプ別 

全体 

 

 

図表 2-3-8 １か月あたりの住居費（持ち家（住宅ローン））：生活困難度別 

全体 

 

 

  

全体（2,343）

未就学児（  784）

小学１～３年生（  376）

小学４～６年生（  382）

中学生（  418）

16～18歳（  383）

17.3

8.7

10.4

19.1

23.7

32.9

10.2

7.7

8.8

10.2

13.6

12.8

22.7

21.7

21.0

27.0

22.2

22.7

18.4

22.1

19.4

18.6

15.3

12.8

7.8

10.7

6.6

7.6

5.7

5.2

4.0

4.7

3.7

2.6

3.3

4.7

19.8

24.5

30.1

14.9

16.0

8.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０円 １円～１０万円未満 １０万～１５万円未満 １５万～２０万未満

２０万～２５万未満 ２５万円以上 無回答

ひとり親（  128）

ふたり親（2,215）

34.4

16.3

10.2

10.2

17.2

23.0

14.1

18.6
3.1

8.0
1.6

4.1

19.5

19.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０円 １円～１０万円未満 １０万～１５万円未満 １５万～２０万未満

２０万～２５万未満 ２５万円以上 無回答

困窮層（   21）

周辺層（   92）

一般層（1,457）

4.8
21.7

17.4

23.8

9.8

11.2

33.3

25.0

25.3

19.0

17.4

20.0

6.5

8.3
2.2

4.2

19.0

17.4

13.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０円 １円～１０万円未満 １０万～１５万円未満 １５万～２０万未満

２０万～２５万未満 ２５万円以上 無回答
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  ②１か月あたりの居住費（家賃・間代） 

保護者に、１か月あたりの居住費（家賃・間代）の負担額を聞いた。１か月あたりの居住費は保護

者全体では、「０円」「１円～10 万円未満」を合わせた「10 万円未満」の世帯が約２割いる。年齢層

別に見ると、「10 万円未満」の世帯は、概ね年齢層が上がるにつれてその割合が多くなる傾向が見ら

れる。 

 

図表 2-3-9 賃貸住宅の居住費（家賃・間代月額）：年齢層別 

 

 

図表 2-3-10 賃貸住宅の居住費（家賃・間代月額）：世帯タイプ別 

全体 

 

 

図表 2-3-11 賃貸住宅の居住費（家賃・間代月額）：生活困難度別 

全体 

 

  

全体（1,234）

未就学児（  665）

小学１～３年生（  166）

小学４～６年生（  150）

中学生（  136）

16～18歳（  117）

1.2

0.6

0.6

2.7

2.2

2.6

18.6

17.0

18.7

17.3

26.5

20.5

34.8

38.5

35.5

30.7

23.5

31.6

18.9

18.6

17.5

23.3

21.3

13.7

7.9

6.2

6.6

10.0

10.3

14.5

18.5

19.1

21.1

16.0

16.2

17.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０円 １円～１０万円未満 １０万～１５万円未満

１５万～２０万未満 ２０万円以上 無回答

ひとり親（  119）

ふたり親（1,113）

2.5

1.1

31.1

17.3

27.7

35.7

10.1

19.9
4.2

8.3

24.4

17.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０円 １円～１０万円未満 １０万～１５万円未満

１５万～２０万未満 ２０万円以上 無回答

困窮層（   40）

周辺層（   84）

一般層（  640）

2.5

2.4

1.3

37.5

28.6

18.9

35.0

33.3

36.3

7.5

17.9

20.5

2.5

9.8

15.0

17.9

13.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０円 １円～１０万円未満 １０万～１５万円未満

１５万～２０万未満 ２０万円以上 無回答
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第３部 子どもの学び 

１．学校の種類と学校選択の理由 

（１）学校の設置者 

保護者に子どもが在籍している学校の設置者を聞いた。結果は、図表 3-1-1 のとおりである。 

 

図表 3-1-1 現在在籍している学校の設置者 

 
※公立：区立、都立   国立：国立、公立中高一貫校 

 

生活困難度別に見ると、困窮層は一般層に比べて公立を選択する割合が比較的高い。公立以外に進

学する割合は、一般層では中学生では４割、16-18 歳では７割台半ばであるのに対し、周辺層は中学

生で１割台半ば、16-18 歳で６割、困窮層は中学生で１割台半ば、16-18 歳で約６割であった。 

 

図表 3-1-2 現在在籍している学校の設置者：生活困難度別 

小学校１～３年生 

 

 

小学校４～６年生 

 
  

小学１～３年生 小学４～６年生 中学生 16～18歳

公立 93.0% 89.2% 60.1% 22.4%

私立 5.7% 6.2% 36.8% 68.0%

国立 1.3% 1.1% 2.9% 1.8%

その他 - - - 0.6%

無回答 - 3.5% 0.2% 7.3%

困窮層（    8）

周辺層（   31）

一般層（  335）

100.0

96.8

93.7 5.1
3.2

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

公立（区立・都立） 私立 国立 無回答

困窮層（   10）

周辺層（   23）

一般層（  351）

90.0

87.0

90.3

10.0

5.7
1.1

13.0

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

公立（区立・都立） 私立 国立 無回答
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中学生（**） 

 

 

16-18 歳 

 

 

 

（２）中学生の学校選択の理由 

中学生の保護者に、在籍する学校の設置者を聞いた結果、公立中学校に通っているのは60.1％、

私立中学校は36.8％であった。（図表3-1-1参照） 

子どもが私立中学校に通っている保護者に、進学理由を複数回答で聞いたところ、回答のあった

うち「私立中学の方が教育の質が高いと思った」が23.2％で最も多く、次いで「私立中学の教育方

針が気に入った」が18.0％となっている。 

 

図表 3-1-3 私立中学校に進学した理由（中学生） 

 

 

  

困窮層（    7）

周辺層（   27）

一般層（  336）

85.7

85.2

57.1

14.3

14.8

38.7
4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

公立（区立・都立） 私立 国立・公立中高一貫校 無回答

困窮層（   14）

周辺層（   33）

一般層（  304）

28.6

33.3

21.4

50.0

63.6

71.7

7.1

2.0 0.7

14.3

3.0

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

公立 私立 国立 その他 無回答

私立中学の方が教育の質が高いと思った 23.2%

私立中学の教育方針が気に入った 18.0%

近くによい公立中学がなかった 1.8%

公立中高一貫校の入試に合格しなかった 1.1%

その他 8.4%

無回答 63.6%
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（３）16-18歳の学校選択の理由 

16-18 歳の子どもに、学校に在籍しているかを聞いた。その結果、88.9％は全日制の高等学校、

2.6％は定時制の高等学校、4.3％は通信制の高等学校に在籍している。 

 

図表 3-1-4 16-18 歳の学校の在籍状況 

 

 

公立に在籍する高校生の保護者に公立高校に進学した理由を複数回答で聞いたところ、回答のあ

ったうち14.5％が「私立高校の授業料などの費用が高かった」としている。 

 

図表 3-1-5 公立の高等学校に進学した理由（16-18 歳） 

 

 

  

就学状況 割合

高等学校（全日制）に在籍 88.9%

高等学校（定時制）に在籍 2.6%

高等学校（通信制）に在籍 4.3%

特別支援学校に在籍 1.2%

高等専門学校に在籍 0.5%

その他（フリースクールなど） 0.5%

上記の学校のいずれかに在籍したことはあるが、中途退学した 0.2%

上記の学校のいずれにも在籍したことがない 0.7%

無回答 1.2%

公立高校の方が教育の質が高いと思った 3.9%

公立高校の教育方針が気に入った 8.1%

近くによい私立高校がなかった 1.2%

私立高校の入試に合格しなかった 1.0%

私立高校の授業料などの費用が高かった 14.5%

その他 6.9%

無回答 73.7%
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また、私立に在籍する高校生の保護者に私立高校を選んだ理由を複数回答で聞いたところ、「教育

方針が気に入った」が 31.8％と最も高く、次いで「教育の質が高いと思った」が 30.1％となってい

る。 

 

図表 3-1-6 私立の高等学校に進学した理由（16-18 歳） 

 

 

 

２．学校の成績についての主観的評価 

（１）小学校４～６年生 

子どもに自分の成績について「クラスの中でどのくらいだと思いますか」と聞いたところ、全体で

見ると、小学校４～６年生の 24.9％が「上のほう」、16.0％が「やや上のほう」と答えているが、一

方で 5.6％が「下のほう」、9.1％が「やや下のほう」と回答している。 

生活困難度別で見ると、自分の成績が下のほう（「やや下のほう」「下のほう」）だと感じる子ども

の割合は生活困難度が上がるほど多くなる傾向にある。 

 

図表 3-2-1 成績の主観的評価（小学校４～６年生）：全体、生活困難度別（*） 

 

 

  

私立高校の方が教育の質が高いと思った 30.1%

私立高校の教育方針が気に入った 31.8%

近くによい公立高校がなかった 2.8%

公立高校の入試に合格しなかった 8.8%

その他 17.5%

無回答 31.8%

全体（  481）

困窮層（   10）

周辺層（   21）

一般層（  321）

24.9

10.0

19.0

25.9

16.0

9.5

19.0

33.9

30.0

33.3

33.3

9.1

20.0

14.3

7.8

5.6

30.0

9.5

4.7

8.3

10.0

14.3

8.4

2.1

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上のほう やや上のほう 真ん中のあたり やや下のほう

下のほう わからない 無回答
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（２）中学生 

中学生になると、小学校４～６年生に比べて、全体的に自分の成績の主観的評価が下がる傾向があ

る。中学生の 13.0％が「下のほう」と回答しており、この割合は小学校４～６年生（5.6％）の約２

倍である。また、生活困難度別に見ると、中学生でも生活困難度が上がるにつれ自分の成績が下のほ

うだと感じる子どもの割合が増えている。 

 

図表 3-2-2 成績の主観的評価（中学生）：全体、生活困難度別 

 

 

（３）16-18歳 

高校での学びは、学校ごとに難易度や専門性が異なるため、「学校が楽しいか」という聞き方で、

学校での学びについての主観的評価を試みた。その結果、生活困難度別に見ると、「楽しい（楽しか

った）」は周辺層と一般層では８割台となっているが、困窮層では５割台と低くなっている。 

 

図表 3-2-3 中学校卒業後に進学した学校の主観的評価（16-18 歳）：全体、生活困難度別（*） 

 

 

  

全体（  478）

困窮層（    6）

周辺層（   23）

一般層（  285）

16.1

17.4

13.7

21.8

16.7

13.0

23.2

27.2

16.7

30.4

30.2

16.5

16.7

17.4

16.1

13.0

50.0

13.0

11.6

4.2

8.7

3.9

1.3

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上のほう やや上のほう 真ん中のあたり やや下のほう

下のほう わからない 無回答

全体（  422）

困窮層（   13）

周辺層（   33）

一般層（  258）

78.4

53.8

84.8

81.4

3.1

3.1

14.7

38.5

15.2

12.0

3.8

7.7

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

楽しい（楽しかった） 楽しくない（楽しくなかった） どちらとも言えない 無回答
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３．授業の理解度・わからなくなった時期 

（１）授業の理解度 

小学校４～６年生の子どもに、「学校の授業がわからないことがありますか」と聞いた。その結果、

33.7％が「いつもわかる」、52.6％が「だいたいわかる」と、合わせて 86.3％が学校の授業を「わか

る」と回答している。 

一方で、8.1％が「あまりわからない」、3.3％が「わからないことが多い」、0.4％が「ほとんどわ

からない」と回答しており、合わせて 11.8％となる。小学校の段階においても学習に課題を抱える

子どもが１割を超えて存在する。 

この割合は、生活困難度別に大きな差があり、困窮層の小学校４～６年生で授業が「いつもわかる」

生徒は 10.0％で、一般層よりも約 26.1 ポイント低い。一方で、学校の授業がよくわからない（「あ

まりわからない」、「わからないことが多い」、「ほとんどわからない」）と答えている割合は、困窮層

で４割、一般層で約１割である。 

 

図表 3-3-1 授業の理解度（小学校４～６年生）：全体、生活困難度別 

 

 

中学生になると授業がよくわからないと感じる子どもの割合は小学校４～６年生より全体的に増え、

全体の 15.5％が「あまりわからない」、「わからないことが多い」、「ほとんどわからない」と回答し

ている。生活困難度別には、一般層の 86.3％は、授業が「いつもわかる」、「だいたいわかる」と回

答しているのに対し、困窮層では５割の子どもが学校の授業をよくわからない（「わからないことが

多い」、「ほとんどわからない」）と回答している。 

 

図表 3-3-2 授業の理解度（中学生）：全体、生活困難度別（***） 

 

  

全体（  481）

困窮層（   10）

周辺層（   21）

一般層（  321）

33.7

10.0

23.8

36.1

52.6

50.0

66.7

51.4

8.1

30.0

9.5

8.4

3.3
10.0

2.5

0.4

0.6

1.9

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いつもわかる だいたいわかる あまりわからない

わからないことが多い ほとんどわからない 無回答

全体（  478）

困窮層（    6）

周辺層（   23）

一般層（  285）

16.7

16.7

8.7

13.3

65.7

33.3

60.9

73.0

7.5

17.4

6.3

5.9

33.3

4.3

4.6

2.1
16.7

8.7

1.1

2.1

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いつもわかる だいたいわかる あまりわからない

わからないことが多い ほとんどわからない 無回答
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高校での学びは、学校ごとに難易度や専門性が異なるが、16-18 歳になると授業がよくわからない

と感じる子どもの割合はさらに増え、全体の 17.8％が「あまりわからない」、「わからないことが多

い」、「ほとんどわからない」と回答している。生活困難度別では授業がよくわからない（「あまりわ

からない」、「わからないことが多い」、「ほとんどわからない」）と答えた生徒は困窮層で 23.1％、周

辺層で 24.3％、一般層で 17.2％となっている。 

 

図表 3-3-3 授業の理解度（16-18 歳）：全体、生活困難度別 

 

 

（２）授業がわからなくなった時期 

授業が「わからないことが多い」、「ほとんどわからない」と答えた子どもに、いつからわからなく

なったのか聞いたところ、小学校４～６年生では「３年生のころ」が最も多く 50.0％であったが、

「２年生のころ」も 22.2％であった。 

中学生では「中学１年生のころ」と回答した子どもが最も多く 31.6％であったが、小学生のころ

とする回答を合わせると、50.0％は小学校段階でわからなくなっている。 

16-18 歳では、40.0％が高校入学前までに勉強がわからなくなっており、小学校段階では 8.6％、

中学校段階では 31.4％となっている。 

 

図表 3-3-4 授業がわからなくなった時期 

小学校４～６年生 

 

 

中学生 

 

  

全体（  422）

困窮層（   13）

周辺層（   33）

一般層（  258）

13.5

15.4

15.2

14.3

64.5

53.8

60.6

64.3

9.5

15.4

15.2

7.8

6.9

7.7

9.1

7.8

1.4

1.6

4.3

7.7

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いつもわかる だいたいわかる あまりわからない

わからないことが多い ほとんどわからない 無回答

全体（   18） 5.6 22.2 50.0 5.6 5.6 11.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１年生のころ ２年生のころ ３年生のころ ４年生のころ

５年生になってから わからない 無回答

全体（   38） 7.9 15.8 26.3 31.6 10.5 7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学１・２年生のころ 小学３・４年生のころ 小学５・６年生のころ

中学１年生のころ 中学２年生になってから わからない

無回答
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16-18 歳 

 
 

４．いじめ・不登校の悩み 

（１）いじめられた経験 

子どもに、これまでにいじめられた経験があったかを聞いたところ、「よくあった」と回答した小

学校４～６年生は 4.6％で、「時々あった」11.6％を合わせると 16.2％が、「あまりなかった」11.9％

を合わせると 28.1％がいじめられた経験があったとしている。また、中学生では、「よくあった」

4.2％、「時々あった」9.2％を合わせて 13.4％が、「あまりなかった」10.3％を合わせると 23.7％が

いじめられた経験があったとしている。 

 

図表 3-4-1 いじめられた経験：年齢層別 

 
 

図表 3-4-2 いじめられた経験：生活困難度別 

小学校４～６年生 

 

 

中学生（**） 

 

 

  

全体（   35）
2.9

5.7 8.6 11.4 11.4 42.9 8.6 5.7 2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学１・２年生の頃 小学３・４年生の頃 小学５・６年生の頃

中学１年生の頃 中学２年生の頃 中学３年生の頃

高校１年生の頃 高校２年生になってから わからない

無回答

小学４～６年生（  481）

中学生（  478）

4.6

4.2

11.6

9.2

11.9

10.3

66.3

69.9
3.3

4.8

2.3

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあった 時々あった あまりなかった なかった わからない 無回答

困窮層（   10）

周辺層（   21）

一般層（  321）

10.0

9.5

3.7

40.0

4.8
13.1

10.0

13.1

40.0

81.0

65.4
4.8

2.8
1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあった 時々あった あまりなかった なかった わからない 無回答

困窮層（    6）

周辺層（   23）

一般層（  285）

16.7

4.3

2.8

33.3

21.7

7.7

16.7

4.3
8.8

16.7

60.9

75.8

16.7

4.3

2.8

4.3

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあった 時々あった あまりなかった なかった わからない 無回答
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（２）学校に行きたくないと思った経験 

子どもに「学校に行きたくないと思った」ことがあるか聞いたところ、小学校４～６年生の

15.2％が「よくあった」、30.1％が「時々あった」と回答しており、合わせて 45.3％が、「あまりな

かった」19.8％を合わせると、65.1％が「学校に行きたくないと思った」経験がある。また、中学生

は、「よくあった」16.7％と「時々あった」33.3％を合わせて 50.0％が、「あまりなかった」20.7％

を合わせると 70.7％が「学校に行きたくないと思った」経験がある。 

 

図表 3-4-3 学校に行きたくないと思った経験：年齢層別 

 
 

図表 3-4-4 学校に行きたくないと思った経験：生活困難度別 

小学校４～６年生 

 

 

中学生 

 

 

（３）不登校の経験 

子どもに「１か月以上学校を休んだ経験」について聞いたところ、小学校４～６年生の 1.9％が

「よくあった」、0.6％が「時々あった」と回答しており、「あまりなかった」0.6％と合わせて 3.1％

が１か月以上学校を休んだ経験がある。また、中学生は、「よくあった」1.7％と「時々あった」

2.1％であり、「あまりなかった」2.1％と合わせて 5.9％が 1か月以上学校を休んだ経験がある。 

 

図表 3-4-5 １か月以上学校を休んだ経験：年齢層別 

 
  

小学４～６年生（  481）

中学生（  478）

15.2

16.7

30.1

33.3

19.8

20.7

29.3

26.4
3.5

1.5

2.1

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあった 時々あった あまりなかった なかった わからない 無回答

困窮層（   10）

周辺層（   21）

一般層（  321）

30.0

23.8

14.0

30.0

33.3

29.6

20.0

23.8

21.2

20.0

19.0

29.0
4.4

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあった 時々あった あまりなかった なかった わからない 無回答

困窮層（    6）

周辺層（   23）

一般層（  285）

33.3

34.8

14.0

33.3

17.4

33.7

33.3

21.7

23.5

21.7

26.3
0.7

4.3

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあった 時々あった あまりなかった なかった わからない 無回答

小学４～６年生（  481）

中学生（  478）

1.9

1.7

0.6

2.1

0.6

2.1

93.8

91.6
1.0

1.5

2.1

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあった 時々あった あまりなかった なかった わからない 無回答
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図表 3-4-6 １か月以上学校を休んだ経験：生活困難度別 

小学校４～６年生（**） 

 

 

中学生（***） 

 

 

  

困窮層（   10）

周辺層（   21）

一般層（  321）

20.0

1.2 0.6 0.3

80.0

100.0

95.3
0.6

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあった 時々あった あまりなかった なかった わからない 無回答

困窮層（    6）

周辺層（   23）

一般層（  285）
1.8

16.7

1.8 1.4

83.3

87.0

93.3

8.7

0.4

4.3

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあった 時々あった あまりなかった なかった わからない 無回答
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（４）学校を辞めたくなるほど悩んだ経験（16-18歳） 

16-18 歳に「学校を辞めたくなるほど悩んだことがあるか」について、聞いた。その結果、16-18

歳の 30.1％がある（全体から「悩んだことがない」58.3％と無回答 11.6％を除いた数）と回答して

いる。理由を複数回答で聞いたところ、最も多かったのは「精神的に不安定」で 11.6％、次いで

「友人とうまくかかわれない」で 10.9％であった。 

 

図表 3-4-7 学校を辞めたくなるほど悩んだ経験（16-18 歳） 

 
 

図表 3-4-8 学校を辞めたくなるほど悩んだ経験（16-18 歳）：生活困難度別（有意差のある項目） 

 

  

精神的に不安定

友人とうまくかかわれない

勉強についていけない

通学するのが面倒

友人関係のトラブル

体調不良

遅刻や欠席などが多く進級できそうにない

いじめにあった

学校とは別に他にやりたいことがある

早く経済的に自立したい

経済的な余裕がない

問題のある行動や非行をした

経済面（授業料・教材費などの支払）

経済面（修学旅行費等の支払）

経済面（部活動などにかかる費用の支払）

経済面（通学費用の支払）

経済面（友人つきあいなどに要する費用の支
出）

経済的理由でのアルバイト等の時間確保によ
る通学困難

その他

学校をやめたくなるほど悩んだことはない

無回答

（n=  422）

11.6

10.9

9.0

8.3

8.1

4.0

3.6

3.6

2.8

1.9

1.2

0.9

0.9

0.9

0.7

0.5

0.5

0.0

2.6

58.3

11.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

悩んだことがあ
る

学校とは別に他
にやりたいことが

ある
（**）

授業料・教材費
などの支払

（***）

通学費用の支払
（***）

修学旅行費等の
支払

（***）

部活動などにか
かる費用の支払

（**）

友人つきあいな
どに要する費用

の支出
（**）

経済的な余裕が
ない

（***）

体調不良
（**）

友人関係のトラ
ブル

（***）

46.2

15.4 15.4 15.4 15.4

7.7

15.4 15.4 15.4

30.8

48.5

0.0 0.0 0.0
3.0 3.0

0.0 0.0

9.1
6.1

26.4

3.1
0.8 0.0 0.4 0.4 0.0 1.2 2.3

6.6

0%

10%

20%

30%

40%

50%
困窮層(n=13) 周辺層(n=33) 一般層(n=258)
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５．学校外での学習状況 

（１）家庭用の学習教材及び通塾状況 

学校外での学習状況を知るため、子どもに自宅で使う「家庭用学習教材」について聞いた。その結

果、全ての年齢層で最も多いのが「学校で配られるドリル（問題集）など」で、次いで「本屋で売っ

ているドリルや参考書」または「通信教育の教材」であった。一方で、「家庭用学習教材を使ってい

ない」と答えた子どもがどの年齢層でも約３～６％いることがわかる。 

また、通塾（または家庭教師）状況について聞いたところ、どの年齢層でも「週に１日」以上でも

「通って（来てもらって）いる」子どもが、全体の約５～６割を占めている。 

 

図表 3-5-1 家庭用学習教材：全体、生活困難度別 

小学校４～６年生 

 

 

 

中学生 

 

 

 

16-18 歳（*） 

 

 

  

ｎ
全体 (  481)

困窮層 (   10)

周辺層 (   21)

一般層 (  321)

本屋で売っている
ドリルや参考書

通信教育の教材 その他の教材 使っていない学校で配られるド
リルなど

67.2
80.0

57.1
68.5

0% 50% 100%

33.3
60.0

19.0
33.6

0% 50% 100%

21.8
30.0

9.5
24.9

0% 50% 100%

33.7
20.0

28.6
33.3

0% 50% 100%

4.2

9.5
4.0

0% 50% 100%

ｎ
全体 (  478)

困窮層 (    6)

周辺層 (   23)

一般層 (  285)

本屋で売っている
問題集や参考書

通信教育の教材 その他の教材 使っていない学校で配られる問
題集など

82.2
100.0

78.3
83.5

0% 50% 100%

33.9
50.0

30.4
32.3

0% 50% 100%

19.0

26.1
20.0

0% 50% 100%

21.1

8.7
23.2

0% 50% 100%

3.6

8.7
2.5

0% 50% 100%

ｎ
全体 (  422)

困窮層 (   13)

周辺層 (   33)

一般層 (  258)

学校で配られる問
題集など

本屋で売っている
問題集や参考書

通信教育の教材 その他の教材 使っていない（*）

84.6
76.9

84.8
86.0

0% 50% 100%

37.9
38.5

30.3
39.5

0% 50% 100%

7.8
7.7
6.1
8.1

0% 50% 100%

11.1
7.7
6.1
9.7

0% 50% 100%

5.5
15.4

12.1
4.7

0% 50% 100%
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図表 3-5-2 通塾（または家庭教師）状況：全体、生活困難度別 

小学校４～６年生 

 

 

中学生 

 

 

16-18 歳 

 

 

  

ｎ

全体（  481）

困窮層（   10）

周辺層（   21）

一般層（  321）

36.8

80.0

38.1

36.8

8.7

10.0

19.0

8.7

27.2

28.6

28.0

12.7

9.5

13.4

7.1

4.8

8.1

2.7
10.0

2.2

2.3

1.6

0.4

0.3

2.1

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通って（来てもらって）いない 週に１日 週に２日

週に３日 週に４日 週に５日

週に６日 毎日 無回答

ｎ

全体（  478）

困窮層（    6）

周辺層（   23）

一般層（  285）

42.7

83.3

47.8

42.8

12.8

8.7

11.6

20.9

30.4

20.7

12.6

16.7

4.3

14.7

6.1

8.7

6.0

2.1

1.4

1.0

1.8

0.8

0.4

1.0

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通って（来てもらって）いない 週に１日 週に２日

週に３日 週に４日 週に５日

週に６日 毎日 無回答

ｎ

全体（  422）

困窮層（   13）

周辺層（   33）

一般層（  258）

46.4

53.8

39.4

45.3

14.9

7.7

24.2

14.0

13.7

15.4

18.2

14.0

7.1

7.7

9.1

8.1

4.7
7.7

9.1

3.9

3.6
7.7

4.3

1.2

1.2

4.5

5.8

3.8

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通って（来てもらって）いない 週に1 日 週に2 日

週に3 日 週に4 日 週に5 日

週に6 日 毎日 無回答
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（２）平日の授業以外の勉強時間 

「平日の授業以外の勉強時間」について聞いた。その結果、「まったくしない」は年齢層が上がる

につれて、割合が多くなっている。生活困難度別では、小学校４～６年生のみ統計的な有意差があり、

「まったくしない」は困窮層で 20.0％と高く、周辺層で 4.8％、一般層で 1.9％となっている。 

 

図表 3-5-3 平日の授業以外の勉強時間：年齢層別 

 

 

図表 3-5-4 平日の授業以外の勉強時間：生活困難度別 

小学校４～６年生（**） 

 

 

中学生 

 

  

小学４～６年生（  481）

中学生（  478）

16～18歳（  422）

2.3
5.2

9.7

11.4

12.6

5.5

23.9

17.6

24.9

26.8

34.1

19.2

15.8

19.0

16.6

17.9

9.6

20.9

1.9

1.9

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

まったくしない 30分より少ない

30分以上、１時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

２時間以上、３時間より少ない ３時間以上

無回答

困窮層（   10）

周辺層（   21）

一般層（  321）

20.0

4.8

1.9

30.0

23.8

9.7

20.0

19.0

24.6

20.0

38.1

28.0

9.5

17.1

10.0

4.8

17.8 0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

まったくしない 30分より少ない

30分以上、１時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

２時間以上、３時間より少ない ３時間以上

無回答

困窮層（    6）

周辺層（   23）

一般層（  285）

16.7

8.7

3.9

16.7

21.7

14.7

16.7

26.1

17.2

33.3

21.7

36.1

17.4

19.6

16.7

4.3
7.4 1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

まったくしない 30分より少ない

30分以上、１時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

２時間以上、３時間より少ない ３時間以上

無回答
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16-18 歳 

 

 

 

６．学習環境の欠如の状況 

家庭における学習環境を見るために、小学校４～６年生と中学生に「自分専用の勉強机」、「自宅で

宿題（勉強）ができる場所」、「自分だけの本（学校の教科書やマンガはのぞく）」、の所有状況を聞い

た。また、16-18 歳には「自宅で宿題（勉強）ができる場所」、の所有状況を聞いた。 

小学校４～６年生は、自分専用の勉強机を持っているのは全体で 65.3％、「ない（欲しい）」は

15.8％であった。中学生は、全体で 85.6％が自分専用の勉強机を持っており、「ない（欲しい）」が

8.2％である。 

なお、「欲しいが、持っていない割合」については、31～32 ページを参照。 

 

図表 3-6-1 自分専用の勉強机の有無（欠如）の状況：生活困難度別 

小学校４～６年生（***） 

 
 

中学生（**） 

 

  

困窮層（   13）

周辺層（   33）

一般層（  258）

15.4

18.2

6.6
4.7

46.2

18.2

27.5

15.4

30.3

16.7

7.7

18.2

17.8

15.4

15.2

23.6 3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

まったくしない 30分より少ない

30分以上、1 時間より少ない 1 時間以上、2 時間より少ない

2 時間以上、3 時間より少ない 3 時間以上

無回答

全体（  481）

困窮層（   10）

周辺層（   21）

一般層（  321）

65.3

20.0

33.3

65.4

15.8

40.0

42.9

15.0

16.2

30.0

19.0

17.1

2.7

10.0

4.8

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答

全体（  478）

困窮層（    6）

周辺層（   23）

一般層（  285）

85.6

66.7

73.9

89.5

8.2

33.3

13.0

6.0

5.6

8.7

3.9

0.6

4.3

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答



62 

「自宅で宿題（勉強）ができる場所」については、小学校４～６年生全体の 3.3％、中学生の

3.3％、16-18 歳の 1.7％が「ない（欲しい）」としている。 

 

図表 3-6-2 自宅で宿題（勉強）ができる場所の有無（欠如）の状況：生活困難度別 

小学校４～６年生（***） 

 
 

中学生（***） 

 

 

16-18 歳（***） 

 

  

全体（  481）

困窮層（   10）

周辺層（   21）

一般層（  321）

92.3

60.0

85.7

93.5

3.3
40.0

4.8

2.5

2.7

4.8

2.5

1.7

4.8

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答

全体（  478）

困窮層（    6）

周辺層（   23）

一般層（  285）

95.2

83.3

73.9

97.2

3.3
16.7

8.7

2.1

1.0

13.0

0.4

0.4

4.3

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答

全体（  422）

困窮層（   13）

周辺層（   33）

一般層（  258）

95.3

76.9

93.9

96.5

1.7
23.1

1.6

0.9

6.1

0.4

2.1

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

持っている 持ちたいが持っていない 持ちたくない・いらない 無回答
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「自分だけの本（学校の教科書やマンガはのぞく）」については、小学校４～６年生全体の 3.1％、

中学生全体の 3.3％が「ない（欲しい）」と回答している。「ない（欲しくない）」はそれぞれ 8.9％、

8.8％であり、合わせるとそれぞれの年齢層の約 12％の子どもが「自分だけの本」を持っていない。 

 

図表 3-6-3 自分だけの本（学校の教科書やマンガは除く）の有無（欠如）の状況： 

全体、生活困難度別 

小学校４～６年生 

 

 

中学生（***） 

 

 

 

７．学習関連の支援プログラムの利用意向 

（１）勉強ができる場所の利用意向 

学習の妨げになる要因として、勉強する環境の欠如が考えられることから、子どもに「家で勉強で

きない時、静かに勉強ができる場所」の利用意向を聞いた。その結果、小学校４～６年生の 53.3％、

中学生の 60.6％、16-18 歳の 65.4％がそのような場所を「使ってみたい」または「興味がある」と

回答しており、年齢が上がるにつれ自習室や自習スペースに対する要望が高いことがわかった。 

 

図表 3-7-1 「家で勉強できない時、静かに勉強ができる場所」の利用意向：年齢層別 

 

 

  

全体（  481）

困窮層（   10）

周辺層（   21）

一般層（  321）

85.7

80.0

85.7

85.0

3.1

4.8

3.4

8.9

10.0

4.8
9.7

2.3

10.0

4.8

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答

全体（  478）

困窮層（    6）

周辺層（   23）

一般層（  285）

87.4

33.3

78.3

86.7

3.3
33.3

3.2

8.8

33.3

17.4

9.8

0.4

4.3

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答

小学４～６年生（  481）

中学生（  478）

16～18歳（  422）

28.1

32.8

43.8

25.2

27.8

21.6

8.9

5.9

2.6

35.1

31.4

27.7

2.7

2.1

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答
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（２）学校外での無料の学習支援 

学習支援として、「勉強を無料でみてくれる場所」についての利用意向を子どもに聞いた。その結

果、小学校４～６年生の 46.8％、中学生の 59.0％、16-18 歳の 58.5％が「使ってみたい」又は「興

味がある」と回答している。 

 

図表 3-7-2 「勉強を無料でみてくれる場所」の利用意向：年齢層別 

 

 

生活困難度別に見ると、中学生と 16-18 歳では困窮層で「使ってみたい」と「興味がある」を合わ

せると６割を超えているが、一般層、周辺層でも５割を超え、生活困難度に関わらず学習支援への関

心は高い。 

 

図表 3-7-3 「勉強を無料でみてくれる場所」の利用意向：生活困難度別 

小学校４～６年生 

 

 

中学生 

 

 

16-18 歳 

 

小学４～６年生（  481）

中学生（  478）

16～18歳（  422）

24.3

29.3

32.2

22.5

29.7

26.3

17.7

7.9

4.0

32.6

31.4

33.4

2.9

1.7

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

困窮層（   10）

周辺層（   21）

一般層（  321）

20.0

19.0

25.5

20.0

28.6

22.4

30.0

19.0

17.4

30.0

33.3

33.3 1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

困窮層（    6）

周辺層（   23）

一般層（  285）

33.3

30.4

27.0

33.3

30.4

30.5

33.3

4.3
8.4

30.4

31.6

4.3

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

困窮層（   13）

周辺層（   33）

一般層（  258）

53.8

33.3

34.9

15.4

21.2

26.4

7.7

12.1

3.1

23.1

33.3

32.6 3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答
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８．将来希望する進学段階と進学期待 

子どもに「将来どの段階まで進学したいか」（進学希望）を、保護者（親）に「どの段階まで教育

を受けさせたいか」（進学期待）聞いた。その結果、どの年齢層でも保護者（親）の８割以上が「大

学またはそれ以上」と回答している。生活困難度別にみると、中学生の困窮層においては、子どもの

進学希望と保護者（親）の進学期待の割合に開きが見られる。 

 

図表 3-8-1 将来希望する進学段階（子）と進学期待（親）（小学校４～６年生）：全体 

 

 

図表 3-8-2 将来希望する進学段階（子）と進学期待（親）（中学生）：全体 

 

 

図表 3-8-3 将来希望する進学段階（子）と進学期待（親）（16-18 歳）：全体 

 
 

図表 3-8-4 将来希望する進学段階（子）と進学期待（親）（小学校４～６年生）：生活困難度別 

 

  

進学希望（子）（  481）

進学期待（親）（  536）

0.4

0.2

6.4

1.5

7.1

2.6

57.0

83.2

28.3

11.6

0.8

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学まで 高校まで 短大・高専・専門学校まで

大学またはそれ以上 まだわからない 無回答

進学希望（子）（  478）

進学期待（親）（  557）

0.4 3.3

2.3

4.6

3.1

78.0

85.5

12.8

8.1
0.4

1.1

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学まで 高校まで 短大・高専・専門学校まで

大学またはそれ以上 まだわからない その他

無回答

進学希望（子）（  422）

進学期待（親）（  509）

0.5

0.4

1.9

1.0

5.0

2.9

90.5

90.8
0.2

4.3 0.6

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学まで 高校まで 短大・高専・専門学校まで

大学またはそれ以上 まだわからない その他

無回答

進学希望（子）（   10）

進学期待（親）（   10）

進学希望（子）（   21）

進学期待（親）（   23）

進学希望（子）（  321）

進学期待（親）（  351）

困窮層

周辺層

一般層

0.3

20.0

10.0

14.3

4.3
5.9

0.9

9.5

8.7

8.1

2.6

50.0

50.0

42.9

69.6

58.6

87.7

30.0

40.0

33.3

13.0

26.8

8.3

4.3

0.6

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学まで 高校まで 短大・高専・専門学校まで

大学またはそれ以上 まだわからない 無回答
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図表 3-8-5 将来希望する進学段階（子）と進学期待（親）（中学生）：生活困難度別 

 

 

図表 3-8-6 将来希望する進学段階（子）と進学期待（親）（16-18 歳）：生活困難度別 

 

 

  

進学希望（子）（    6）

進学期待（親）（    7）

進学希望（子）（   23）

進学期待（親）（   27）

進学希望（子）（  285）

進学期待（親）（  336）

困窮層

周辺層

一般層

8.7

16.7

28.6

8.7

7.4

3.2

1.8

16.7

28.6

11.1

4.9

2.1

50.0

28.6

56.5

59.3

78.9

89.3

16.7

14.3

21.7

22.2

11.9

6.5

4.3

0.4

0.3

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学まで 高校まで 短大・高専・専門学校まで

大学またはそれ以上 まだわからない その他

無回答

進学希望（子）（   13）

進学期待（親）（   14）

進学希望（子）（   33）

進学期待（親）（   33）

進学希望（子）（  258）

進学期待（親）（  304）

困窮層

周辺層

一般層 0.4

3.0

2.3

1.3

7.7

6.1

3.0

3.9

3.0

92.3

100.0

90.9

90.9

91.5

91.8

6.1

0.4

3.9

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学まで 高校まで 短大・高専・専門学校まで

大学またはそれ以上 まだわからない その他

無回答
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第４部 子どもの生活・友人関係 

１．子どもの朝食の摂取状況 

子どもに週にどのくらい朝食を食べるかを聞いた。どの年齢層でも７割～９割の子どもが朝食を毎

日食べているが、朝食を食べない日がある割合は、困窮層と周辺層で多くなっている。 

 

図表 4-1-1 朝食を食べる頻度（小学校４～６年生）：全体、世帯タイプ別、生活困難度別（**） 

 

 

図表 4-1-2 朝食を食べる頻度（中学生）：全体、世帯タイプ別、生活困難度別 

 

 

図表 4-1-3 朝食を食べる頻度（16-18 歳）：全体、世帯タイプ別、生活困難度別（***） 

 

 

  

全体（  481）

ひとり親（   34）

ふたり親（  445）

困窮層（   10）

周辺層（   21）

一般層（  321）

90.9

94.1

90.8

80.0

81.0

92.2

4.4

2.9

4.5
20.0

9.5

4.0

1.2

1.3

9.5

0.9

1.5

2.9

1.3

0.9

2.1

2.0

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日食べる（週７日） 週５～６日 週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない 無回答

全体（  478）

ひとり親（   46）

ふたり親（  431）

困窮層（    6）

周辺層（   23）

一般層（  285）

78.9

73.9

79.4

50.0

87.0

80.0

10.3

6.5

10.7

16.7

10.5

3.6
6.5

3.2
16.7

4.3

3.2

5.6

10.9

5.1

16.7

8.7

4.9

1.7

2.2

1.6

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日食べる（週７日） 週５～６日 週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない 無回答

全体（  422）

ひとり親（   42）

ふたり親（  374）

困窮層（   13）

周辺層（   33）

一般層（  258）

75.6

66.7

77.0

46.2

69.7

79.1

9.2

7.1

9.4

30.8

21.2

5.4

3.8

2.4

4.0
7.7

3.9

9.0

19.0

8.0

7.7

9.1

9.7

2.4
4.8

1.6
7.7

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日食べる（週７日） 週５～６日 週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない 無回答
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２．放課後・休日の過ごし方 

（１）平日の放課後の過ごし方 

平日の放課後の過ごし方について、「平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）」（16-

18 歳は「平日の自由時間（学校の放課後や仕事がない時）」）をどこで過ごすかを子どもに聞いた。 

平日の放課後に「週に３～４日」以上過ごす場所について、全ての年齢層で「自分の家」の割合が

最も高かった。小学校４～６年生では、次いで「塾や習い事」が約４割、「公園」が約１割である。 

中学生では、次いで「学校（部活など）」が５割台半ば、「塾や習い事」が約２割である。 

16-18 歳の子どもでは、次いで「学校」が約５割である。 

また、「図書館」については、どの年齢層でも約１割（小学校４～６年生の 12.4％、中学生の

10.6％、16-18 歳の 11.9％）の子どもが週に１日以上過ごしている。 

 

図表 4-2-1 平日の放課後に過ごす場所 

小学校４～６年生 

 

中学生 

 

自分の家（  481）

友だちの家（  481）

塾や習い事（  481）

児童館（学童クラブ含む）・児童
青少年センター（ゆう杉並）

（  481）

学校（クラブ活動、放課後等居場
所事業、放課後子ども教室など）

（  481）

スポーツクラブの活動の場（野球
場、サッカー場など）

（  481）

公園（  481）

図書館（  481）

商店街やショッピングモール（  481）

ゲームセンター（  481）

その他（  481）

41.8

0.6

3.5

2.7

2.9

1.0

2.9

0.2

0.2

0.2

0.4

28.5

2.9
35.6

5.4

2.7
6.7

8.7

1.2

1.0

1.0

20.2

23.9

40.5

6.2

17.3

17.5

31.2

11.0

13.1

2.7

1.7

5.8

65.5

15.4

78.2

67.6

68.4

50.9

80.0

77.5

89.2

67.2

3.7

7.1

5.0

7.5

9.6

6.4

6.2

7.5

8.1

7.9

29.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日 週に３～４日 週に１～２日 そこでは全く過ごさない 無回答

自分の家（  478）

友だちの家（  478）

塾や習い事（  478）

児童館・児童青少年センター
（ゆう杉並）

（  478）

学校（部活など）（  478）

スポーツクラブの活動の場
（野球場、サッカー場など）

（  478）

公園（  478）

図書館（  478）

商店街やショッピングモール（  478）

ゲームセンター（  478）

その他（  478）

38.1

2.9

10.7

1.5

0.6

0.4

0.4

24.7

16.1

0.8
44.6

2.9

2.5

0.6

1.0

0.2

1.3

30.5

11.1

34.7

5.2

22.4

6.5

12.1

10.0

11.5

1.9

2.7

2.7
78.0

36.0

81.8

16.7

77.8

73.6

78.2

75.9

86.8

62.6

4.0

10.9

10.3

12.1

5.6

11.3

11.1

11.1

11.1

11.1

33.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日 週に３～４日 週に１～２日 そこでは全く過ごさない 無回答
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16-18 歳 

 

 

生活困難度別に見ると、小学校４～６年生は「ゲームセンター」で大きな有意差が、「商店街やシ

ョッピングモール」で有意差があった。困窮層、周辺層は一般層に比べて「商店街やショッピングモ

ール」、「ゲームセンター」で毎日過ごす割合が高くなっている。 

中学生では「公園」で大きな有意差があった。困窮層、周辺層では、「公園」で１日以上過ごす割

合が一般層の約３倍となっている。 

16-18 歳では「アルバイトなどの職場」でのみ統計的な有意差があり、困窮層、周辺層は一般層に

比べて１日以上「アルバイトなどの職場」で過ごす割合が２倍以上と高くなっている。 

 

図表 4-2-2 平日の放課後に過ごす場所（小学校４～６年生）：生活困難度別 

有意差のある主な項目 

 

  

自分の家（  422）

友達の家（  422）

塾・予備校や習い事（  422）

学校（部活など）（  422）

児童青少年センター（ゆう杉
並）

（  422）

スポーツクラブの活動の場
（野球場、サッカー場など）

（  422）

アルバイトなどの職場（  422）

公園（  422）

図書館（  422）

飲食店、商店街やショッピン
グモール

（  422）

ゲームセンター（  422）

その他（  422）

70.6

8.8

19.7

1.9

0.5

0.2

0.2

14.0

0.2
15.4

30.8

0.2

1.4
4.7

0.7

1.2

2.1

0.5

0.5

11.1

2.8
24.9

17.5

2.1

3.1

3.8
5.5

10.2

23.5

5.7

1.9

0.7
86.5

44.3

23.0

86.0

82.7

80.8

83.2

77.0

62.8

82.2

59.7

3.6

10.4

6.6

9.0

11.6

10.9

10.7

10.7

11.1

11.4

11.4

37.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日 週に３～４日 週に１～２日 そこでは全く過ごさない 無回答

全体（  481）

困窮層+周辺層（   31）

一般層（  321）

全体（  481）

困窮層+周辺層（   31）

一般層（  321）

商店街やショッピングモール（**）

ゲームセンター（***）

0.2

3.2

0.2

3.2

1.0

1.6

13.1

12.9

13.7

2.7
6.5

2.5

77.5

80.6

78.8

89.2

87.1

91.3

8.1

3.2
5.9

7.9

3.2
6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日 週に３～４日 週に１～２日 そこでは全く過ごさない 無回答
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図表 4-2-3 平日の放課後に過ごす場所（中学生）：生活困難度別 

有意差のある主な項目 

 

図表 4-2-4 平日の放課後に過ごす場所（16-18 歳）：生活困難度別 

有意差のある主な項目 

 
 

また、「平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）」（16-18 歳は「平日の自由時間

（学校の放課後や仕事がない時）」）を一緒に過ごすことが最も多い人はだれかを聞いた。 

小学校４～６年生は「家族」と過ごす割合が最も高く 46.4％、次いで「学校の友だち」が 20.4％

である。また、中学生になると、「家族」と過ごす割合が 38.3％と最も高いのは同じだが、「学校の

友だち」と過ごす割合が 37.7％と高くなっている。16-18 歳になると、「家族」と過ごす割合が

42.9％となり、次いで「その他の大人（近所の大人、塾や習い事の先生など）」29.6％となる。 

一方で、平日の放課後に「一人でいる」ことが最も多いと回答した割合は、小学校４～６年生では

11.9％、中学生では 13.0％、16-18 歳になると 18.2％となる。 

 

図表 4-2-5 平日の放課後（自由時間）に一緒に過ごすことが最も多い人：年齢層別 

 

全体（  478）

困窮層+周辺層（   29）

一般層（  285）

全体（  478）

困窮層+周辺層（   29）

一般層（  285）

公園（***）

商店街やショッピングモール（*）

0.6

0.7

0.4

0.4

2.5
13.8

1.1

1.0

1.4

12.1

24.1

11.6

11.5

24.1

9.1

73.6

44.8

77.2

75.9

58.6

79.3

11.1

17.2

9.5

11.1

17.2

9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日 週に３～４日 週に１～２日 そこでは全く過ごさない 無回答

全体（  422）

困窮層+周辺層（   46）

一般層（  258）

アルバイトなどの職場（**）

4.7
15.2

3.5

3.8

2.2

3.1

80.8

73.9

82.6

10.7

8.7

10.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日 週に３～４日 週に１～２日 そこでは全く過ごさない 無回答

小学４～６年生（  481）

中学生（  478）

16～18歳（  422）

46.4

38.3

42.9

5.8

0.4

2.6

8.7

2.3
29.6

20.4

37.7

3.8

3.5

2.5

1.4

11.9

13.0

18.2

3.3

5.9

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族（おじいちゃん・おばあちゃん、親せきなどもふくみます）

学童クラブ、児童館、児童青少年センター（ゆう杉並）、その他施設の先生

その他の大人（近所の大人、塾や習い事の先生など）

学校の友だち

学校以外の友だち（地域のスポーツクラブ、近所の友だちなど）

一人でいる

無回答
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（２）休日の過ごし方 

子どもたちの休日の過ごし方を知るために、休日の午後に過ごすことが最も多い場所と、休日の午

後を一緒に過ごすことが最も多い人について子どもに聞いた。休日の午後に過ごすことが最も多い場

所は、どの年齢層でも約７割が「自分の家」と答えている。次いで休日に過ごすことが多い場所は年

齢によって異なり、小学校４～６年生は「スポーツクラブの活動の場（野球場、サッカー場など）」

（7.7％）、中学生は「塾や習い事」「学校」「スポーツクラブの活動の場（野球場、サッカー場など）」

「飲食店、商店街やショッピングモール」（ともに 4.0％）、16-18 歳は「飲食店、商店街やショッピ

ングモール」（8.8％）である。 

 

図表 4-2-6 休日の午後に過ごすことが最も多い場所（自分の家）：年齢層別 

 

 

図表 4-2-7 休日の午後に過ごすことが最も多い場所（自分の家以外）：年齢層別 

 

 

  

小学４～６年生
(n=481)

中学生
(n=478)

16～18歳
(n=422)

68.4

74.5

74.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学４～６年生
(n=481)

中学生
(n=478)

16～18歳
(n=422)

1.9

2.3

0.9

7.1

4.0

6.6

4.0

3.1

1.7

1.3

0.2

7.7

4.0

1.7

0.7

3.3

2.5

0.6

0.6

0.9

3.3

4.0

8.8

0.4

3.1

1.7

0.7

2.9

0.8

1.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

友達の家 塾・予備校や習い事

学校 児童青少年センター（ゆう杉並）

スポーツクラブの活動の場（野球場、サッカー場など） アルバイトなどの職場

公園 図書館

飲食店、商店街やショッピングモール ゲームセンター

その他 無回答
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休日の午後を一緒に過ごすことが最も多い人は、どの年齢層でも「家族」であるが、その割合は、

年齢が上がるごとに少なくなり、「学校の友達」と過ごす割合が多くなる。また、休日の午後を一人

でいることが最も多いとする子どもの割合は、年齢が上がるごとに高くなり、小学４～６年生で

1.5％、中学生で 5.9％、16-18 歳で 17.3％となる。 

 

図表 4-2-8 休日の午後に一緒に過ごすことが最も多い人：年齢層別 

 
 

（３）一番ほっとできる居場所 

一番ほっとできる居場所はどこか、子どもに聞いた。どの年齢層でも７割以上が「自分の家」が一

番ほっとできる場所と回答している。小学校４～６年生では「友だちの家」（3.3％）、中学生では

「学校」（8.6％）が 2 番目に高いが、3 番目に高いのは「ほっとできる居場所はない」（小学 5 年生

2.3％、中学生 3.3％）である。16-18 歳では「自分の家」に次いで「学校」（3.1％）が高い。 

 

図表 4-2-9 一番ほっとできる居場所（自分の家）：年齢層別 

 

 

  

小学４～６年生（  481）

中学生（  478）

16～18歳（  422）

78.2

71.1

55.0

0.6

0.2

4.0

1.0

2.6

9.1

14.4

19.2

4.6
6.3

3.3 0.9

1.5
5.9

17.3

2.1

1.0

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族（祖父母、親せきなども含みます）

児童青少年センター（ゆう杉並）、その他の施設の職員

家族以外の大人（近所の大人、塾・予備校や習い事の先生、スポーツクラブのコーチなど）

学校の友達

学校以外の友達（地域のスポーツクラブ、小・中学校で一緒だった友達など）

アルバイトなどの職場の人

一人でいる

無回答

小学４～６年生
(n=481)

中学生
(n=478)

16～18歳
(n=422)

81.3

79.3

87.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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図表 4-2-10 一番ほっとできる居場所（自分の家以外）：年齢層別 

 

 

（４）中高生のクラブ活動 

中学生にクラブ活動への参加状況と参加していない場合はその理由を聞いた。中学生では 84.9％

がクラブ活動に参加している。参加しない理由を「家の事情（家族の世話、家事など）があるから」

と回答した子どもが 3.1％いる。 

16-18 歳には、学校や職場、地域のクラブやスポーツ活動への参加状況と参加していない場合はそ

の理由を聞いた。16-18 歳の 60.4％がクラブやスポーツ活動に参加している。 

 

図表 4-2-11 クラブ活動への参加状況（中学生）：生活困難度別 

 

 

図表 4-2-12 クラブ活動への参加状況（中学生）：世帯タイプ別 

 

  

小学４～６年生
(n=481)

中学生
(n=478)

16～18歳
(n=422)

3.3

0.4

0.9

1.9

1.3

1.2

0.2

8.6

3.1

1.9

0.8

1.9

0.4

1.5

0.6

1.0

2.1

1.2

0.6

0.4

0.9

0.2

0.2

0.8

0.4

0.9

2.3

3.3

1.4

3.1

2.1

2.6

0% 5% 10% 15% 20% 25%

友達の家 塾・予備校や習い事

学校（部活など） 児童青少年センター（ゆう杉並）

スポーツクラブの活動の場（野球場、サッカー場など） アルバイトなどの職場

公園 図書館

飲食店、商店街やショッピングモール ゲームセンター

その他 ほっとできる居場所はない

無回答

全体（  478）

困窮層（    6）

周辺層（   23）

一般層（  285）

84.9

83.3

78.3

86.0

13.6

16.7

21.7

11.6

1.5

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

参加している 参加していない 無回答

全体（  478）

ひとり親（   46）

ふたり親（  431）

84.9

76.1

85.8

13.6

21.7

12.8

1.5

2.2

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

参加している 参加していない 無回答
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図表 4-2-13 クラブ活動に参加しない理由（中学生）：生活困難度別（**） 

 

 

図表 4-2-14 学校や職場・地域のクラブやスポーツ活動への参加状況（16-18 歳）：生活困難度別 

 
 

図表 4-2-15 学校や職場・地域のクラブやスポーツ活動に参加しない理由（16-18 歳）： 

生活困難度別 

 

 

  

ｎ
全体 (   65)

困窮層 (    1)

周辺層 (    5)

一般層 (   33)

おもしろくない
から(**)

塾や習い事が
忙しいから

家の事情（家族
の世話、家事な
ど）があるから

一緒に入る友
だちがいないか
ら

その他入りたい部活動
がないから

27.7
100.0

40.0
15.2

0% 50% 100%

21.5

20.0
24.2

0% 50% 100%

20.0

21.2

0% 50% 100%

3.1

0% 50% 100%

3.1

20.0

0% 50% 100%

41.5

80.0
45.5

0% 50% 100%

全体（  422）

困窮層（   13）

周辺層（   33）

一般層（  258）

60.4

69.2

63.6

59.7

36.7

30.8

36.4

36.8

2.8

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

している していない 無回答

ｎ
全体 (  155)

困窮層 (    4)

周辺層 (   12)

一般層 (   95)

ｎ

全体 (  155)

困窮層 (    4)

周辺層 (   12)

一般層 (   95)

塾・予備校や習い事が
忙しいから

一緒に入る友達がいな
いから

費用がかかるから

アルバイトなど仕事が
忙しいから

学校に在籍していない
から

家の事情（家族の世
話、家事など）がある
から

その他

入りたいクラブがない
から

58.7
50.0

33.3
56.8

0% 50% 100%

4.5
25.0

8.3
3.2

0% 50% 100%

25.8
75.0

16.7
25.3

0% 50% 100%

7.1
25.0

16.7
6.3

0% 50% 100%

5.8
25.0

8.3
5.3

0% 50% 100%

1.3

2.1

0% 50% 100% 0% 50% 100%

16.1

33.3
14.7

0% 50% 100%
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（５）放課後等居場所事業、放課後子ども教室 

小学校４～６年生に「放課後等居場所事業や放課後子ども教室」※の参加状況について聞いたとこ

ろ、「放課後等居場所事業や放課後子ども教室」に参加しているのは 15.0％である。 

生活困難度別に見ると、困窮層の子どもの方が参加している割合が周辺層、一般層より高い。また、

参加しない理由としては、「よくわからない・知らない」が 44.0％で最も高い。 

※放課後等居場所事業、放課後子ども教室について調査票には以下のように注記を記載 

「学校の放課後等居場所事業、放課後子ども教室とは、放課後や学校がお休みの日に、小学校の校庭や校舎など

で、地域の大人等が見守る中、自由に遊んだり、スポーツをしたり、学んだりするものです。○○タイム、○○

ランド、○○クラブなど、学校によって言い方がちがいます。」 

 

図表 4-2-16 「放課後等居場所事業や放課後子ども教室」への参加状況（小学校４～６年生）： 

生活困難度別 

 
 

図表 4-2-17 「放課後等居場所事業や放課後子ども教室」に参加しない理由（小学校４～６年生）： 

生活困難度別 

 
 

 

  

全体（  481）

困窮層（   10）

周辺層（   21）

一般層（  321）

15.0

20.0

14.3

16.5

81.7

80.0

85.7

80.1

3.3

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

参加している 参加していない 無回答

ｎ
全体 (  393)

困窮層 (    8)

周辺層 (   18)

一般層 (  257)

ｎ

全体 (  393)

困窮層 (    8)

周辺層 (   18)

一般層 (  257)

塾や習い事が忙しいか
ら

学校でやっていないか
ら

そこがおもしろくないか
ら

そこに友だちがいない
から

家の事情（家族の世
話、家事など）がある
から

その他

よくわからない・知らな
いから

44.0
75.0

44.4
43.6

0% 50% 100%

6.9

11.1
5.8

0% 50% 100%

35.1
25.0

22.2
37.4

0% 50% 100%

18.1
12.5
11.1

19.1

0% 50% 100%

18.1
12.5
16.7
17.9

0% 50% 100%

3.6

4.7

0% 50% 100%

10.4

11.7

0% 50% 100%



76 

３．子どもの日常的な活動 

（１）屋内での活動 

子どもにふだん屋内での活動をどれくらいするか聞いた。「テレビ・インターネットを見る」は、

どの年齢層でも最も多いのが「毎日２時間以上」で、年齢が上がるにつれてその割合が多くなる傾向

がある。 

 

図表 4-3-1 屋内での活動状況：年齢層別 

 

 

（２）屋外での活動 

小学校４～６年生と中学生の子どもにふだん公園でどれくらい遊ぶかを、16-18 歳の子どもに屋外

での運動をふだんどれくらいするかを聞いた。１週間に１日以上していると回答した割合は、小学校

４～６年生で 55.7％、中学生で 28.3％、16-18 歳で 54.5％となっている。 

 

図表 4-3-2 屋外での活動状況：年齢層別 

 

 

  

ゲーム機で遊ぶ

テレビ・インターネットを見る

室内でのほかの活動

ゲーム機で遊ぶ

テレビ・インターネットを見る

室内でのほかの活動

ゲーム機で遊ぶ

テレビ・インターネットを見る

室内でのほかの活動

小学
４～６年生
 （481）

中学生
 （478）

16-18歳
 （422）

14.8

34.7

17.9

16.5

48.5

11.5

16.4

57.6

28.9

22.0

31.0

18.9

16.3

34.3

14.4

14.0

27.5

14.7

11.0

16.6

19.3

9.4

10.7

20.9

6.4

8.5

11.6

8.3

5.6

6.4

3.1

2.5

4.6

1.7

0.7
5.5

10.8

4.6
11.6

9.8

1.3
10.7

4.3

1.7
6.4

6.9

3.3
9.8

6.9

0.2
10.7

6.4

0.9
5.2

23.3

1.9
12.5

36.2

1.0
24.7

46.9

0.9
21.3

2.9

2.3

3.5

1.7

1.5

2.5
4.0

2.1
6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日２時間以上 毎日１～２時間 毎日１時間以下

１週間に４～５日 １週間に２～３日 １週間に１日

ぜんぜんしない 無回答

小学４～６年生（  481）

中学生（  478）

16-18歳（  422）

5.2

1.3
10.4

1.2

1.5
5.7

1.5

0.4
5.5

5.2

1.9
7.1

19.5

5.6

13.7

23.1

17.6

12.1

40.7

69.7

42.2

3.5

2.1

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日２時間以上 毎日１～２時間 毎日１時間以下

１週間に４～５日 １週間に２～３日 １週間に１日

ぜんぜんしない 無回答
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（３）家事負担・家族の世話 

子どもに家事負担や家族の世話の頻度について聞いた。家事（洗濯、掃除、料理、片付けなど）に

ついて、毎日１時間以上する子どもは、全体でみると小学校４～６年生では 4.4％、中学生では

4.2％、16-18 歳では 3.3％であった。 

また、家族の世話について、小学校４～６年生には「きょうだいなどの世話」を、中学生と 16-18

歳には「兄弟姉妹の世話や祖父母の介護」を聞いた。その結果、毎日１時間以上する子どもは、全体

でみると小学校４～６年生では 10.7％、中学生では 3.4％、16-18 歳では 1.9％であった。 

 

図表 4-3-3 家事をする頻度：全体、生活困難度別 

小学校４～６年生 

 

 

中学生 

 

 

16-18 歳 

 

  

全体（  481）

困窮層（   10）

周辺層（   21）

一般層（  321）

1.5
10.0

4.8

1.2

2.9

4.8

2.5

18.7

10.0

14.3

20.2

8.7

10.3

14.3

40.0

19.0

12.5

20.8

30.0

28.6

21.5

28.9

10.0

23.8

28.0

4.2

4.8

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日２時間以上 毎日１～２時間 毎日１時間以下

１週間に４～５日 １週間に２～３日 １週間に１日

ぜんぜんしない 無回答

全体（  478）

困窮層（    6）

周辺層（   23）

一般層（  285）

1.7

1.4

2.5

2.8

18.4

50.0

17.4

18.6

10.5

16.7

13.0

13.0

14.4

13.0

14.0

18.4

17.4

20.4

31.6

33.3

30.4

27.0

2.5

8.7

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日２時間以上 毎日１～２時間 毎日１時間以下

１週間に４～５日 １週間に２～３日 １週間に１日

ぜんぜんしない 無回答

全体（  422）

困窮層（   13）

周辺層（   33）

一般層（  258）

0.7

0.8

2.6

3.5

19.0

7.7

15.2

20.5

4.5
15.4

5.0

15.6

30.8

12.1

14.7

17.5

27.3

17.4

36.3

46.2

45.5

34.1

3.8

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日2 時間以上 毎日１～２時間 毎日１時間以下

1 週間に4 ～5 日 1 週間に2 ～3 日 1 週間に1 日

全然しない 無回答
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図表 4-3-4 家族の世話をする頻度：全体、生活困難度別 

小学校４～６年生 

 

 

中学生 

 
 

16-18 歳 

 

  

全体（  481）

困窮層（   10）

周辺層（   21）

一般層（  321）

6.7

10.0

9.5

6.5

4.0
10.0

9.5

3.1

7.7

10.0

14.3

6.9

2.9

4.8

3.1

2.7
10.0

4.8

2.8

3.3

4.4

66.9

60.0

57.1

67.3

5.8

5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日２時間以上 毎日１～２時間 毎日１時間以下

１週間に４～５日 １週間に２～３日 １週間に１日

ぜんぜんしない 無回答

全体（  478）

困窮層（    6）

周辺層（   23）

一般層（  285）

1.9

1.8

1.5

1.1

3.6

3.9

2.3
16.7

1.8

3.3

13.0

3.5

3.6

4.3

3.2

81.6

66.7

78.3

82.5

2.3
16.7

4.3

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日２時間以上 毎日１～２時間 毎日１時間以下

１週間に４～５日 １週間に２～３日 １週間に１日

ぜんぜんしない 無回答

全体（  422）

困窮層（   13）

周辺層（   33）

一般層（  258）

1.9

2.7

3.3
7.7

3.0

3.1

0.5

0.8

1.7

1.9

2.4
15.4

3.0

1.9

86.0

76.9

93.9

84.9

4.3

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日２時間以上 毎日１～２時間 毎日１時間以下

１週間に４～５日 １週間に２～３日 １週間に１日

全然しない 無回答
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４．困っていることや悩みごとを相談できる相手 

小学校４～６年生に、困っていることや悩みごとがあるとき相談できると思う人を複数回答で聞い

たところ、81.1％が「保護者」、46.8％が「学校の友達」と回答している。中学生では、73.4％が

「保護者」、63.8％が「学校の友達」と回答、16～18 歳では、69.0％が「保護者」、64.7％が「学校

の友達」と回答している。 

また一方で、「だれにも相談できない、相談したくない」と回答したのは、小学校４～６年生で

6.2％、中学生で 9.0％、16-18 歳で 4.7％がいる。 

 

図表 4-4-1 困った時の相談相手：世帯タイプ別 

小学校４～６年生 

 

 

中学生 

 

 

  

ｎ
全体 (  481)

ひとり親 (   34)

ふたり親 (  445)

ｎ

全体 (  481)

ひとり親 (   34)

ふたり親 (  445)

保護者

学校外の友達 スクールカウンセ
ラー、スクール
ソーシャルワー
カーなど

その他の大人（学童保

育所や児童館などの

施設の人、塾・習い事

の先生、地域の人な

ど）

ネットで知り合っ
た人

だれにも相談でき
ない、相談したく
ない

きょうだい おじいちゃん、お
ばあちゃんなど

学校の先生 学校の友達

81.1
76.5
81.6

0% 50% 100%

21.6
20.6
21.8

0% 50% 100%

17.9
29.4

17.1

0% 50% 100%

27.9
26.5
28.1

0% 50% 100%

46.8
55.9

46.1

0% 50% 100%

13.1
5.9

13.5

0% 50% 100%

12.3
17.6

11.9

0% 50% 100%

6.4
5.9
6.5

0% 50% 100%

1.5
2.9
1.3

0% 50% 100%

6.2
8.8
6.1

0% 50% 100%

ｎ
全体 (  478)

ひとり親 (   46)

ふたり親 (  431)

ｎ

全体 (  478)

ひとり親 (   46)

ふたり親 (  431)

きょうだい 祖父母など（***） 学校の先生 学校の友達

学校外の友達 スクールカウンセ
ラー、スクール
ソーシャルワー
カーなど

その他の大人( 児童

青少年センター（ゆう

杉）などの施設の人、

塾・習い事の先生、地

域の人など)

ネットで知り合っ
た人

だれにも相談でき
ない、相談したく
ない

保護者

73.4
80.4

72.6

0% 50% 100%

17.2
13.0
17.6

0% 50% 100%

11.3
17.4

10.7

0% 50% 100%

27.2
26.1
27.4

0% 50% 100%

63.8
54.3

65.0

0% 50% 100%

22.4
17.4
22.7

0% 50% 100%

10.5
10.9
10.4

0% 50% 100%

8.2
4.3
8.6

0% 50% 100%

5.9
8.7
5.6

0% 50% 100%

9.0
10.9
8.8

0% 50% 100%
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16-18 歳 

 

 

 

図表 4-4-2 困った時の相談相手：生活困難度別 

小学校４～６年生（ネットで知り合った人***、学校の先生・学校外の友達*） 

 
  

ｎ
全体 (  422)

ひとり親 (   42)

ふたり親 (  374)

ｎ

全体 (  422)

ひとり親 (   42)

ふたり親 (  374)

保護者

学校外の友達 スクールカウンセ
ラー、スクール
ソーシャルワー
カーなど

その他の大人（児童青

少年センター（ゆう杉）

などの施設の人、塾・

習い事の先生、地域

の人など）

ネットで知り合っ
た人

だれにも相談でき
ない、相談したく
ない

兄弟姉妹 祖父母など 学校の先生 学校の友達

69.0
66.7
69.5

0% 50% 100%

18.0
11.9
18.4

0% 50% 100%

8.5

9.6

0% 50% 100%

20.9
11.9

21.7

0% 50% 100%

64.7
66.7
65.0

0% 50% 100%

34.4
31.0
34.5

0% 50% 100%

5.2
7.1
5.1

0% 50% 100%

10.0
2.4

10.7

0% 50% 100%

5.7
11.9

4.8

0% 50% 100%

4.7
4.8
4.8

0% 50% 100%

ｎ
全体 (  481)

困窮層 (   10)

周辺層 (   21)

一般層 (  321)

ｎ

全体 (  481)

困窮層 (   10)

周辺層 (   21)

一般層 (  321)

保護者

学校外の友達（*） スクールカウンセ
ラー、スクール
ソーシャルワー
カーなど

その他の大人（学童保

育所や児童館などの

施設の人、塾・習い事

の先生、地域の人な

ど）

ネットで知り合っ
た人（***）

だれにも相談でき
ない、相談したく
ない

きょうだい おじいちゃん、お
ばあちゃんなど

学校の先生（*） 学校の友達

81.1
80.0

90.5
79.4

0% 50% 100%

21.6
30.0

14.3
21.2

0% 50% 100%

17.9
30.0

9.5
18.4

0% 50% 100%

27.9
10.0

4.8
30.5

0% 50% 100%

46.8
20.0

47.6
48.6

0% 50% 100%

13.1

15.6

0% 50% 100%

12.3
10.0
14.3
13.7

0% 50% 100%

6.4
10.0

4.8
6.9

0% 50% 100%

1.5

9.5
0.9

0% 50% 100%

6.2
20.0

4.8
5.9

0% 50% 100%
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中学生（ネットで知り合った人**） 

 

 

16-18 歳 

 
  

ｎ
全体 (  478)

困窮層 (    6)

周辺層 (   23)

一般層 (  285)

ｎ

全体 (  478)

困窮層 (    6)

周辺層 (   23)

一般層 (  285)

保護者

学校外の友だち スクールカウンセ
ラー、スクール
ソーシャルワー
カーなど

その他の大人( 青少

年センター（ゆう杉）な

どの施設の人、塾・習

い事の先生、地域の

人など)

ネットで知り合っ
た人（**）

だれにも相談でき
ない、相談したく
ない

きょうだい 祖父母など 学校の先生 学校の友だち

73.4
83.3

78.3
73.7

0% 50% 100%

17.2

30.4
16.5

0% 50% 100%

11.3
16.7
21.7

10.9

0% 50% 100%

27.2
33.3

17.4
26.7

0% 50% 100%

63.8
83.3

47.8
64.9

0% 50% 100%

22.4
16.7

13.0
23.5

0% 50% 100%

10.5

4.3
11.9

0% 50% 100%

8.2

9.1

0% 50% 100%

5.9

17.4
4.9

0% 50% 100%

9.0

8.7
9.8

0% 50% 100%

ｎ
全体 (  422)

困窮層 (   13)

周辺層 (   33)

一般層 (  258)

ｎ

全体 (  422)

困窮層 (   13)

周辺層 (   33)

一般層 (  258)

保護者

学校外の友達 スクールカウンセ
ラー、スクール
ソーシャルワー
カーなど

その他の大人（児童青

少年センター（ゆう杉）

などの施設の人、塾・

習い事の先生、地域

の人など）

ネットで知り合っ
た人

だれにも相談でき
ない、相談したく
ない

兄弟姉妹 祖父母など 学校の先生 学校の友達

69.0
76.9

51.5
70.5

0% 50% 100%

18.0
23.1

6.1
17.8

0% 50% 100%

8.5
15.4

6.1
8.1

0% 50% 100%

20.9
23.1
21.2
22.5

0% 50% 100%

64.7
69.2
66.7
64.0

0% 50% 100%

34.4
38.5
39.4

34.1

0% 50% 100%

5.2
7.7
12.1

4.3

0% 50% 100%

10.0
23.1

9.1
10.1

0% 50% 100%

5.7
15.4

3.0
4.7

0% 50% 100%

4.7

9.1
5.0

0% 50% 100%
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５．人間関係についての自己評価 

（１）友人関係 

子どもに「一番仲が良いのはどのような友達か」聞いた。全ての年齢層で、「学校の友達」と回答

する割合が最も多かった。一方で、「とくに仲の良いともだちはいない」と回答したのは、中学生で

1.5％、16-18 歳で 3.3％いた。 

 

図表 4-5-1 一番仲の良い友達：年齢層別 

小学校４～６年生、中学生 

 
 

 

 

 

 

16-18 歳 

 
 

（２）家族との関係 

子どもに「家族に大事にされていると思うか」と聞いた。「とてもそう思う」「そう思う」を合わせ

ると、小学校４～６年生で 92.3％、中学生で 94.9％、16～18 歳で 93.3％と９割を超え、いずれの年

齢層でも高い割合で家族に大事にされていると回答している。一方で、「あまり思わない」「思わない」

と回答したのは、小学校４～６年生で 4.3％、中学生で 3.7％、16～18 歳で 3.3％であった。 

 

図表 4-5-2 家族に大事にされていると思うか：年齢層別 

 

  

小学４～６年生（  481）

中学生（  478）

79.6

76.2
3.1

6.9
4.2

5.9
2.5

1.0

2.3

1.7

6.9

5.9
0.4

1.5

1.0

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（  422） 57.8 27.5
1.7 3.8 0.2 1.2 0.5 2.4 3.3 1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今通っている学校の友達 小・中学校で一緒だった友達

近所に住んでいる友達 スポーツ・チームや部活動（クラブ）の友達

塾・予備校の友達 習い事の友達

アルバイトなどの職場の友達 その他の友達

とくに仲の良い友達はいない 無回答

小学４～６年生（  481）

中学生（  478）

16～18歳（  422）

67.4

55.4

65.6

24.9

39.5

27.7

3.7

2.9

2.8

0.6

0.8

0.5

3.3

1.3

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無回答

学校はいっしょではないけれども、近所に住んでいる友だち

塾の友だち

その他の友だち

無回答

学校の友だち

スポーツ・チームやクラブの友だち

習い事の友だち

とくに仲の良い友だちはいない
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図表 4-5-3 家族に大事にされていると思うか：世帯タイプ別 

小学校４～６年生 

 
中学生 

 

16-18 歳 

 

図表 4-5-4 家族に大事にされていると思うか：生活困難度別 

小学校４～６年生 

 

中学生 

 

16-18 歳 

 

ひとり親（   34）

ふたり親（  445）

67.6

67.6

29.4

24.5
2.9

3.8 0.7 3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無回答

ひとり親（   46）

ふたり親（  431）

58.7

55.0

41.3

39.4
3.2 0.9 1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無回答

ひとり親（   42）

ふたり親（  374）

54.8

67.1

35.7

27.0
4.8

2.7 0.5

4.8

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

困窮層（   10）

周辺層（   21）

一般層（  321）

60.0

71.4

67.6

20.0

19.0

25.9

20.0

9.5

3.1 0.3
3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無回答

困窮層（    6）

周辺層（   23）

一般層（  285）

50.0

56.5

55.4

50.0

34.8

39.3

8.7

3.2 0.7
1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無回答

困窮層（   13）

周辺層（   33）

一般層（  258）

61.5

60.6

67.4

38.5

33.3

27.9
3.0

1.6

3.0

0.4
2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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６．居場所支援・相談事業の利用意向 

（１）平日の放課後から夜にかけての居場所 

子どもに「（家以外で）平日の放課後に夜までいることができる場所」について、「使ってみたいと

思いますか」と聞いたところ、子ども全体では 20.7％が「使ってみたい」と回答しており、「興味が

ある」を合わせると、45.3％が「（家以外で）平日の放課後に夜までいることができる場所」の利用

意向がある。年齢層別に見ると、小学校４～６年生の 17.0％、中学生の 20.1％、16-18 歳の 25.6％

が「使ってみたい」と回答した。「興味がある」を合わせると、小学校４～６年生の 40.7％、中学生

の 45.6％、16-18 歳の 50.2％が「（家以外で）平日の放課後に夜までいることができる場所」の利用

意向がある。 

 

図表 4-6-1 平日の放課後に夜までいることができる場所の利用意向：年齢層別 

 

 

図表 4-6-2 平日の放課後に夜までいることができる場所の利用意向：世帯タイプ別 

全体 

 

 

図表 4-6-3 平日の放課後に夜までいることができる場所の利用意向：生活困難度別 

全体 

 

 

  

全体（1,381）

小学４～６年生（  481）

中学生（  478）

16-18歳（  422）

20.7

17.0

20.1

25.6

24.6

23.7

25.5

24.6

8.3

11.2

9.2

4.0

43.7

45.3

44.1

41.5

2.6

2.7

1.0
4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

ひとり親（  122）

ふたり親（1,250）

15.6

21.3

25.4

24.6

5.7

8.6

50.8

43.1
2.5

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

困窮層（   29）

周辺層（   77）

一般層（  864）

24.1

24.7

21.1

37.9

31.2

25.7

3.4
10.4

8.9

34.5

32.5

42.5
1.3

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答
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（２）休日の居場所 

子どもに「（家以外で）休日にいることができる場所」について聞いたところ、子ども全体では

23.5％が「使ってみたい」と回答しており、「興味がある」を合わせると、50.6％が「（家以外で）休

日にいることができる場所」の利用意向がある。年齢層別に見ると、小学校４～６年生の 23.3％、

中学生の 24.9％、16-18 歳の 22.0％が「使ってみたい」と回答している。「興味がある」を合わせる

と、約５割の子どもが「（家以外で）休日にいることができる場所」に利用意向を示した。 

 

図表 4-6-4 家以外で、休日にいることができる場所の利用意向：年齢層別 

 

 

図表 4-6-5 家以外で、休日にいることができる場所の利用意向：世帯タイプ別 

全体 

 

 

図表 4-6-6 家以外で、休日にいることができる場所の利用意向：生活困難度別 

全体 

 

  

全体（1,381）

小学４～６年生（  481）

中学生（  478）

16-18歳（  422）

23.5

23.3

24.9

22.0

27.1

25.2

31.0

24.9

7.5

10.4

6.7

5.0

39.3

38.0

36.4

44.1

2.7
3.1

1.0
4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

ひとり親（  122）

ふたり親（1,250）

18.0

24.1

30.3

26.9
4.1

7.8

44.3

38.8
3.3

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

困窮層（   29）

周辺層（   77）

一般層（  864）

24.1

27.3

25.6

37.9

29.9

27.3

3.4

3.9
8.6

34.5

37.7

36.6
1.3

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答
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（３）夕飯をみんなで食べることができる場所 

子どもに「家の人がいない時、夕ごはんをみんなで食べることができる場所」（16-18 歳は「（家以

外で）家の人がいない時、低額・無料で夕ごはんを他の人と食べることができる場所」）の利用意向

について聞いた。子ども全体では「使ってみたい」と答えたのは、18.4％であり、「興味がある」を

合わせると、38.0％の子どもに利用意向がある。年齢層別に見ると、「使ってみたい」と答えたのは、

小学校４～６年生の 22.9％、中学生の 16.9％、16-18 歳の 14.9％であり、「興味がある」を合わせる

と、どの年齢層でも約３～４割の子どもに利用意向がある。 

 

図表 4-6-7 家の人がいない時、夕飯をみんなで食べることができる場所の利用意向：年齢層別 

 

 

図表 4-6-8 家の人がいない時、夕飯をみんなで食べることができる場所の利用意向：世帯タイプ別 

全体 

 

 

図表 4-6-9 家の人がいない時、夕飯をみんなで食べることができる場所の利用意向：生活困難度別 

全体 

 

 

  

全体（1,381）

小学４～６年生（  481）

中学生（  478）

16-18歳（  422）

18.4

22.9

16.9

14.9

19.6

21.8

18.6

18.0

9.9

10.6

10.0

9.0

49.2

41.6

52.7

54.0

2.9
3.1

1.7
4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

ひとり親（  122）

ふたり親（1,250）

18.0

18.6

18.9

19.7

7.4

10.2

53.3

48.8
2.5

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

困窮層（   29）

周辺層（   77）

一般層（  864）

27.6

23.4

18.9

37.9

18.2

20.3

17.2

7.8

10.1

13.8

49.4

48.6

3.4

1.3

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答
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（４）なんでも相談できる場所 

子どもに「（学校以外で）なんでも相談できる場所」の利用意向について聞いた。子ども全体では

「使ってみたい」と答えたのは、19.3％であり、「興味がある」を合わせると、46.2％の子どもに利

用意向がある。年齢層別に見ると、「使ってみたい」と答えたのは、小学校４～６年生の 18.1％、中

学生の 20.1％、16-18 歳の 19.7％であり、「興味がある」を合わせると、どの年齢層でも約 4～５割

の子どもに利用意向がある。 

 

図表 4-6-10 （学校以外で）なんでも相談できる場所の利用意向：年齢層別 

 

 

図表 4-6-11 （学校以外で）なんでも相談できる場所の利用意向：世帯タイプ別 

全体 

 

 

図表 4-6-12 （学校以外で）なんでも相談できる場所の利用意向：生活困難度別 

全体 

 

 

  

全体（1,381）

小学４～６年生（  481）

中学生（  478）

16-18歳（  422）

19.3

18.1

20.1

19.7

26.9

24.5

31.2

24.9

8.6

10.8

9.0

5.7

42.5

43.2

38.7

46.0

2.7
3.3

1.0
3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

ひとり親（  122）

ふたり親（1,250）

17.2

19.4

30.3

26.7

5.7

9.0

44.3

42.4
2.5

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

困窮層（   29）

周辺層（   77）

一般層（  864）

20.7

20.8

19.3

41.4

27.3

28.4

10.3

7.8

8.1

27.6

42.9

42.1
1.3

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答



88 

また、「なんでも相談できる場所の利用意向」と「困っていることや悩みごとがあるとき相談できる

と思う人」の有無との関係は、以下のとおりである。 

 

図表 4-6-13 （学校以外で）なんでも相談できる場所の利用意向：相談できる人の有無別 

 
 

７．16-18歳の就労状況 

16-18 歳の子どもに就労状況を聞いた。16-18 歳の約 98.0％が就学している（49 ページ 図表 3-1-

4 参考）と考えられることから、収入を伴う仕事をしていると回答したのは 11.1％であったが、その

内訳を雇用形態でみると、91.5％が非正規雇用（アルバイト）であった。 

１週間当たりの就業時間数は「10～20 時間」が 38.3％と最も高く、次に「５～10 時間」が 31.9％

と続き、20 時間未満の割合が 85.1％であるが、週に 20 時間以上就業する者が 8.5％いる。 

 

図表 4-7-1 16-18 歳の就労状況 

 
図表 4-7-2 16-18 歳の雇用形態（n=47） 

 

図表 4-7-3 就労する 16-18 歳の１週間当たりの就業時間数：全体、生活困難度別 

 

相談できる人がいる（  438）

相談できる人がいない（   30）

相談できる人がいる（  427）

相談できる人がいない（   43）

相談できる人がいる（  393）

相談できる人がいない（   20）

小学４～６年生

中学生

16-18歳

18.3

20.0

19.4

25.6

19.3

25.0

25.6

20.0

33.3

11.6

25.7

20.0

10.0

23.3

9.1

9.3

5.1

20.0

44.1

33.3

37.7

48.8

47.3

30.0

2.1

3.3

0.5

4.7

2.5
5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

全体（  422） 11.1 86.3
2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

している していない 無回答

雇用形態 割合

正規雇用 4.3%

非正規雇用（アルバイト） 91.5%

自営業の手伝い 2.1%

無回答 2.1%

合計 100.0%

全体（   47）

困窮層（    4）

周辺層（    5）

一般層（   23）

14.9

50.0

4.3

31.9

25.0

40.0

26.1

38.3

25.0

60.0

43.5

8.5

17.4

6.4

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５時間未満 ５～１０時間 １０～２０時間 ２０～３０時間 ３０～４０時間

４０～５０時間 ５０時間以上 無回答
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第５部 子どもの自己肯定感 

１．自己肯定感 

本調査では自己肯定感に関連する設問を設け、子どもから思いや気持ちを回答してもらった。統計

的に有意な差が見られる項目はなかったが、「E 不安に感じることはないと思う」について、「あまり

思わない」、「思わない」（＝不安に感じる）と回答したのは、全体で 52.5％（小学校４～６年生

46.2％、中学生 58.0％、16-18 歳 53.6％）がおり、多くの子どもが何かしらの不安を抱いているこ

とがわかる。また、「F 孤独を感じることはない」については、「あまり思わない」、「思わない」（＝

孤独を感じる）と回答したのは、全体で 31.4％（小学校４～６年生 28.4％、中学生 36.4％、16-18

歳 28.9％）が回答している。 

「A がんばれば、むくわれると思う」については、「あまり思わない」、「思わない」と感じる割合

は、全体で 18.4％（小学校４～６年生 12.9％、中学生 21.7％、16-18 歳 21.0％）となっており、中

学生以上は２割を超えている。「B 自分は価値のある人間だと思う」については、「とても思う」、「思

う」は、全体で 70.4％と全ての年齢層で約７割であるものの、約 5～6％が「思わない」と回答して

いる。また、「G 自分の将来が楽しみだ」について、「あまり思わない」「思わない」と回答している

のは、全体で 30.5％（小学校４～６年生 22.6％、中学生 38.9％、16-18 歳 29.8％）である。 

 

図表 5-1-1 自己肯定感（全体） 

 

※「毎日の生活が楽しい」は 16-18 歳のみに聞いている項目のため、上記グラフでは省略 

 

図表 5-1-2 自己肯定感（小学校４～６年生） 

 

  

F 孤独を感じることはない

G 自分の将来が楽しみだ

H 自分のことが好きだ

n=1,381

A がんばれば、むくわれると思う

B 自分は価値のある人間だと思う

C 自分は家族に大事にされていると思う

D 自分は友だちに好かれていると思う

E 不安に感じることはないと思う

35.0

28.8

62.7

32.2

16.9

32.9

31.2

32.4

44.5

41.6

30.8

52.6

28.5

33.4

35.8

36.9

14.8

20.9

3.2
10.7

31.6

21.3

23.2

19.4

3.6
5.6

0.7

1.7
20.9

10.1

7.3

9.0

2.0

3.0

2.6

2.9

2.1

2.3

2.5

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無回答

F 孤独を感じることはない

G 自分の将来が楽しみだ

H 自分のことが好きだ

n=  481

A がんばれば、むくわれると思う

B 自分は価値のある人間だと思う

C 自分は家族に大事にされていると思う

D 自分は友だちに好かれていると思う

E 不安に感じることはないと思う

43.0

32.2

67.4

33.9

20.2

41.6

42.6

39.9

41.8

39.3

24.9

49.3

31.2

27.0

31.8

32.6

10.0

19.3

3.7
11.0

31.2

17.0

16.4

17.0

2.9

4.8

0.6

1.9
15.0

11.4

6.2

7.7

2.3

4.4

3.3

4.0

2.5

2.9

2.9

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無回答
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図表 5-1-3 自己肯定感（中学生） 

 

 

図表 5-1-4 自己肯定感（16-18 歳） 

 

 

また、「自分のことが好きだ」と「仲の良い友だち」の有無、「ほっとできる居場所」の有無、「相

談できると思う人」の有無との関係は、以下のとおりである。 

 

図表 5-1-5 自己肯定感（自分のことが好きだ）：仲の良い友だちの有無別、ほっとできる居場所の 

有無別、相談できる人の有無別） 

小学校４～６年生 

 

  

F 孤独を感じることはない

G 自分の将来が楽しみだ

H 自分のことが好きだ

n=  478

A がんばれば、むくわれると思う

B 自分は価値のある人間だと思う

C 自分は家族に大事にされていると思う

D 自分は友だちに好かれていると思う

E 不安に感じることはないと思う

31.0

23.6

55.4

30.3

13.8

29.1

24.3

26.8

46.7

44.4

39.5

57.1

27.4

33.5

35.8

40.0

16.7

24.9

2.9
9.8

33.3

26.8

30.3

20.9

5.0

5.9

0.8

1.3
24.7

9.6

8.6

11.1

0.6

1.3

1.3

1.5

0.8

1.0

1.0

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無回答

F 孤独を感じることはない

G 自分の将来が楽しみだ

H 毎日の生活が楽しい

I 自分のことが好きだ

n=  422

A 頑張れば、むくわれると思う

B 自分は価値のある人間だと思う

C 自分は家族に大事にされていると思う

D 自分は友達に好かれていると思う

E 不安に感じることはない

30.3

30.8

65.6

32.2

16.6

27.5

26.1

36.3

30.3

45.3

41.2

27.7

51.2

26.8

40.5

40.5

45.3

38.2

18.2

18.2

2.8
11.4

30.1

19.9

22.7

12.8

20.4

2.8
6.4

0.5

1.9
23.5

9.0

7.1

2.4
8.1

3.3

3.3

3.3

3.3

3.1

3.1

3.6

3.3

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

仲の良い友だちがいる（  474）

仲の良い友だちがいない（    2）

ほっとできる居場所がある（  455）

ほっとできる居場所はない（   11）

相談できる人がいる（  438）

相談できる人がいない（   30）

40.0

42.0

9.1

43.0

13.3

33.0

34.0

9.1

34.0

20.0

17.0

100.0

16.0

45.5

16.0

33.3

8.0

7.0

36.4

5.0

33.3

2.0

2.0

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無回答
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中学生 

 

 

16-18 歳 

 

 

  

仲の良い友だちがいる（  466）

仲の良い友だちがいない（    7）

ほっとできる居場所がある（  452）

ほっとできる居場所はない（   16）

相談できる人がいる（  427）

相談できる人がいない（   43）

27.3

27.7

6.3

28.8

7.0

40.1

28.6

40.5

18.8

41.2

30.2

20.8

42.9

21.2

25.0

21.3

16.3

10.7

28.6

9.7

50.0

7.7

46.5

1.1

0.9

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無回答

仲の良い友だちがいる（  401）

仲の良い友だちがいない（   14）

ほっとできる居場所がある（  405）

ほっとできる居場所はない（    6）

相談できる人がいる（  393）

相談できる人がいない（   20）

31.2

14.3

30.4

16.7

31.3

15.0

39.9

7.1

39.3

16.7

39.7

20.0

20.0

42.9

21.0

16.7

20.1

30.0

7.5

28.6

7.7

50.0

7.1

30.0

1.5
7.1

1.7

1.8
5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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２．子どもの夢 

（１）将来の夢 

小学校４～６年生、中学生に将来の夢があるかどうかについて（16-18 歳には将来なりたい職業が

あるかどうか）聞いたところ、「ある」と回答したのは、小学校４～６年生で 62.6％、中学生で

47.5％、16-18 歳で 51.4％だった。 

 

図表 5-2-1 将来の夢（なりたい職業）の有無：年齢層別 

小学校４～６年生、中学生 

 
16-18 歳 

 

 

 

 

 

（２）夢がない理由 

「夢（なりたい職業）がない」と答えた小学校４～６年生、中学生、16-18 歳の子どもに、その理

由を聞いた。年齢を問わず「具体的に、何も思いうかばないから」と回答した子どもの割合が約６～

７割と多かった。 

 

図表 5-2-2 将来の夢（なりたい職業）がない理由：年齢層別 

小学校４～６年生、中学生 

 

 

16-18 歳 

 

  

小学４～６年生（  481）

中学生（  478）

62.6

47.5

32.4

51.3

5.0

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない 無回答

小学４～６年生（  156）

中学生（  245）

1.3

1.6

14.1

10.2

60.9

71.8

17.3

15.5

5.1

0.8

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

もうすべてに満足しているから ゆめがかなうのがむずかしいと思うから

具体的に、何も思いうかばないから わからない

その他 無回答

全体（  195） 68.2 8.7
1.5

5.1 11.3
4.6 0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

具体的に何も思い浮かばないから どんな仕事でも収入が得られれば良いから

社会に出て働きたくないから なりたい職業にはなれないと思うから

わからない その他

無回答

全体（  422） 51.4 46.2
0.2

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない すでにその職業に就いている 無回答
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第６部 子どもと保護者の健康 

１．子どもの健康 

（１）子どもの主観的健康状態 

子どもに、自分自身の健康状態について、５段階（「よい」、「まあよい」、「ふつう」、「あまりよく

ない」、「よくない」）の選択肢で聞いた。 

健康状態が「よい」と答えたのは、小学校４～６年生の 47.6％、中学生の 39.7％、16-18 歳の

46.2％であった。健康状態が「よい」と「まあよい」を合わせると、小学校４～６年生と中学生では

６割以上、16-18 歳では６割近くだった。しかし、「あまりよくない」と答えたのが、小学校４～６

年生の 4.6％、中学生の 6.3％、16-18 歳の 5.0％おり、「よくない」と答えている子どもも各年齢層

で 1.0％未満いる。 

 

図表 6-1-1 自分の健康状態：年齢層別 

 

 

世帯タイプ別に見ると、ふたり親世帯よりひとり親世帯で健康状態が「あまりよくない」「よくな

い」と答える割合が高く、小学校４～６年生で 5.8％、中学生で 8.7％、16-18 歳で 7.1％となってい

る。 

 

図表 6-1-2 自分の健康状態：世帯タイプ別 

小学校４～６年生 

 
中学生 

 

16-18 歳 

 

小学４～６年生（  481）

中学生（  478）

16～18歳（  422）

47.6

39.7

46.2

19.1

23.0

11.4

24.5

27.2

35.5

4.6

6.3

5.0

0.4

0.8

0.2

3.7

2.9

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

ひとり親（   34）

ふたり親（  445）

52.9

47.4

23.5

18.7

17.6

25.2
2.9

4.7

2.9

0.2
3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

ひとり親（   46）

ふたり親（  431）

34.8

40.1

17.4

23.7

37.0

26.2

8.7

6.0
0.9

2.2

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

ひとり親（   42）

ふたり親（  374）

52.4

45.7

9.5

11.5

26.2

36.9

7.1

4.8 0.3

4.8

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答
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また、生活困難度別に見ると、健康状態が「あまりよくない」「よくない」と答える割合が一般層

より困窮層で多く、小学校４～６年生で 10.0％、中学生で 16.7％、16-18 歳で 15.4％となっている。 

 

図表 6-1-3 自分の健康状態：生活困難度別 

小学校４～６年生（**） 

 

 

中学生 

 

 

16-18 歳 

 

 

  

困窮層（   10）

周辺層（   21）

一般層（  321）

40.0

38.1

48.3

10.0

14.3

19.3

40.0

33.3

25.5

9.5

3.4

10.0

0.3

4.8

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

困窮層（    6）

周辺層（   23）

一般層（  285）

33.3

43.5

39.3

26.1

22.8

50.0

17.4

29.1

16.7

8.7

4.9

4.3

1.1
2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

困窮層（   13）

周辺層（   33）

一般層（  258）

15.4

42.4

49.2

7.7

6.1

13.2

61.5

45.5

33.3

15.4

6.1

3.5
0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答
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（２）医療の受診抑制 

 ①医療の受診抑制 

保護者に「過去１年間に、お子さんを医療機関で受診させた方がよいと思ったが、実際には受診さ

せなかったことがありましたか」と聞いた。受診させなかった経験は、未就学児では 15.7％、小学

校１～３年生では 17.2％、小学校４～６年生では 15.3％、中学生では 12.2％、16-18 歳では 9.8％

の保護者が「あった」と回答している。 

 

図表 6-1-4 医療の受診抑制経験：年齢層別 

 

 

生活困難度別では、小学校１～３年生を除く全ての年齢層において、保護者が受診させなかった経

験が「あった」のは困窮層がいちばん多く、小学校４～６年生では４割、未就学児では３割台半ばで

受診抑制経験があった。 

 

図表 6-1-5 医療の受診抑制経験：生活困難度別 

 

 

  

未就学児（1,449）

小学１～３年生（  542）

小学４～６年生（  536）

中学生（  557）

16～18歳（  509）

15.7

17.2

15.3

12.2

9.8

84.3

82.8

84.3

86.9

89.4

0.4

0.9

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あった なかった 無回答

未就学児

困窮層(n=23)
周辺層(n=62)
一般層(n=774)

小学１～３年生

困窮層(n=8)
周辺層(n=31)
一般層(n=335)

小学４～６年生

困窮層(n=10)
周辺層(n=23)
一般層(n=351)

中学生

困窮層(n=7)
周辺層(n=27)
困窮層(n=14)

16-18歳

困窮層(n=14)
周辺層(n=33)
一般層(n=304)

34.8

12.5

40.0

28.6 28.6

19.4

29.0

21.7 22.2 21.2
17.8 15.5 14.0 12.5 10.5

0%

10%

20%

30%

40%

50%
困窮層 周辺層 一般層
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 ②受診抑制の理由 

子どもを受診させなかった経験がある保護者に、その理由を聞いたところ、16-18 歳以外の年齢層

では「最初は受診させようと思ったが、子どもの様子を見て、受診させなくてもよいと判断したため

（以下、様子改善）」、「多忙で、医療機関に連れて行く時間がなかったため（以下、多忙）」の順に、

16-18 歳では「様子改善」、「子ども本人が受診したがらなかったため（以下、本人受診希望なし）」

の順に割合が高かった。しかし、「公的医療保険に加入していたが、医療機関で自己負担金を支払う

ことができないと思ったため（以下、自己負担金払えず）」と回答した保護者が小学校４～６年生で

1.2％、16-18 歳で 2.0％いる。なお、令和５年度より 23 区の医療費助成制度は高校生（18 歳に達す

る年度末まで）まで対象を拡大している。 

 

図表 6-1-6 医療の受診抑制理由：年齢層別 

 

 

（３）予防接種の未接種状況 

未就学児、小学校１～３年生、小学校４～６年生、中学生の保護者に、子どもの予防接種の受診状

況について聞いた。その結果、「定期予防接種」では未接種率が低いが、インフルエンザや、おたふ

くかぜ、水ぼうそうは任意接種のため、未接種率が高かった。なお、おたふくかぜ、水ぼうそうの接

種対象年齢は１歳からのため、未就学児の未接種率が高まる傾向にある。 

 

図表 6-1-7 予防接種の未接種状況：年齢層別 

 
 

  

ｎ

未就学児（  227）

小学１～３年生（   93）

小学４～６年生（   82）

中学生（   68）

16～18歳（   50）

0.4

1.2

2.0

1.8
7.5

4.9
13.2

32.0

2.2

2.9

19.4

23.7

22.0

22.1

20.0

59.0

52.7

63.4

48.5

38.0

2.6

3.2

1.2

1.5

2.0

14.5

10.8

4.9
11.8

6.0

2.2

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保険未加入 自己負担金払えず 本人受診希望なし 距離

多忙 様子改善 自分の健康状態 その他

無回答

定期予防接種

インフルエンザ

おたふくかぜ

ロタウイルス※未就学児のみ

水ぼうそう

1.6

45.0

21.9

6.7

17.6

0.6

37.3

9.0

6.1

1.5

42.9

8.6

8.6

2.0

47.0

10.8

14.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

未就学児 (n=1,449)

小学１～３年生 (n=542)

小学４～６年生 (n=536)

中学生 (n=557)
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（４）16-18歳の抑うつ傾向 

一般にうつ傾向を測る指標として普及している K6 指標を用いて、16-18 歳の子どもの抑うつ傾向

を測定した。 

K6 指標は、過去 30 日の間での心の状況（６項目）を指数化し、それぞれ、「心理的ストレス反応

相当（５点以上）」、「気分・不安障害相当（９点以上および 10 点以上」、「重症精神障害相当（13 点

以上）」に分類する。全ての項目を回答しているもののみを分析対象とし、それ以外は全て「無回答」

とし、分析から省いている。 

分析の結果、16-18 歳の子どもの 45.2％で K6 指標にて判断される抑うつ傾向が見られた。 

 

図表 6-1-8 16-18 歳の抑うつ傾向（K6） 

 
 

生活困難度別では、困窮層の７割以上の子どもが、何らかの心理的ストレスを抱えている。また、

困窮層においては、「重症精神障害相当」の子どもの割合も高く、周辺層の３倍近く、一般層の約２

倍となっている。 

 

図表 6-1-9 16-18 歳の抑うつ傾向：生活困難度別 

 

 

  

度数（人） 割合

抑うつ傾向なし 221 54.8%

心理的ストレス反応相当 77 19.1%

気分・不安障害相当 66 16.4%

重症精神障害相当 39 9.7%

抑うつ傾向
16-18歳

困窮層(n=12)

周辺層(n=33)

一般層(n=249)

  心理的ストレス反応相当 気分・不安障害相当 　　　　重症精神障害相当

75.0

48.5

40.2

16.7

6.1

8.4

25.0

21.2

15.3

33.3

21.2

16.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%
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２．保護者の健康 

（１）保護者の主観的健康状態 

保護者に自分の健康状態について聞いた。健康状態は「よい」と回答した保護者がどの年齢層でも

約５割となっている。「まあよい」「ふつう」を合わせると、約９割以上の保護者の主観的な健康状

態は良好であるものの、「あまりよくない」「よくない」とする保護者が未就学児では 5.0％、小学

校１～３年生では 7.2％、小学校４～６年生では 5.4％、中学生では 5.6％、16-18 歳では 6.3％いた。 

 

図表 6-2-1 保護者の健康状態：年齢層別 

 

 

保護者の健康状態を、生活困難度別に見ると、中学生以外の年齢層で統計的に有意な差が見られた。

困窮層で健康状態が「よくない」と回答した保護者は、小学校１～３年生が 12.5％、小学校４～６

年生が 10.0％であり、どちらの年齢層でも一般層では 0.6％であった。どの年齢層でも「あまりよく

ない」を含め、一般層に比べて困窮層では健康状態に不安を感じている保護者の割合が多い。 

 

図表 6-2-2 保護者の健康状態：生活困難度別 

未就学児（***） 

 

 

小学校１～３年生（***） 

 

  

未就学児（1,449）

小学１～３年生（  542）

小学４～６年生（  536）

中学生（  557）

16～18歳（  509）

54.2

45.9

49.1

49.4

47.9

20.8

21.6

23.7

22.3

25.3

19.5

25.1

20.5

21.5

19.8

4.7
6.6

4.5
5.2

5.9

0.3

0.6

0.9

0.4

0.4

0.5

0.2

1.3

1.3

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

困窮層（   23）

周辺層（   62）

一般層（  774）

26.1

41.9

54.9

8.7

27.4

20.5

39.1

22.6

19.1

26.1

8.1

4.9 0.4
0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

困窮層（    8）

周辺層（   31）

一般層（  335）

29.0

48.4

12.5

25.8

23.3

50.0

29.0

20.9

25.0

16.1

6.9

12.5

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答
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小学校４～６年生（**） 

 

 

中学生 

 

 

16-18 歳（***） 

 

 

（２）保護者の抑うつ傾向 

一般にうつ傾向を測る指標として普及している K6 指標を用いて、保護者の抑うつ傾向を測定した。 

K6 指標は、過去 30 日の間での心の状況（６項目）を指数化し、それぞれ、「心理的ストレス反応

相当（５点以上）」、「気分・不安障害相当（９点以上」、「重症精神障害相当（13 点以上）」に分類す

る。全ての項目を回答しているもののみを分析対象とし、それ以外は全て「無回答」とし、分析から

省いている。なお、回答者の属性は母親が多いため、ここでいう「保護者」は母親が多くなる（３～

７ページ 回答者の基本属性参照）。 

分析の結果、未就学児保護者の 37.8％、小学校１～３年生保護者の 40.5％、小学校４～６年生保

護者の 35.8％、中学生保護者の 30.4％、16-18 歳保護者の 29.5％で K6 指標にて判断される抑うつ傾

向が見られた。 

 

図表 6-2-3 保護者の抑うつ傾向 

 

  

困窮層（   10）

周辺層（   23）

一般層（  351）

10.0

47.8

51.9

40.0

30.4

22.5

40.0

17.4

20.8
4.3

3.7

10.0

0.6
0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

困窮層（    7）

周辺層（   27）

一般層（  336）

28.6

40.7

51.8

14.3

29.6

21.7

42.9

22.2

21.1

14.3

7.4

4.8
0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

困窮層（   14）

周辺層（   33）

一般層（  304）

21.4

39.4

52.6

21.4

27.3

23.4

14.3

21.2

19.1

42.9

12.1

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

度数（人） 割合 度数（人） 割合 度数（人） 割合 度数（人） 割合 度数（人） 割合

抑うつ傾向なし 886 62.1% 317 59.5% 335 64.2% 383 69.6% 351 70.5%

心理的ストレス反応相当 288 20.2% 121 22.7% 107 20.5% 85 15.5% 88 17.7%

気分・不安障害相当 163 11.4% 54 10.1% 43 8.2% 57 10.4% 35 7.0%

重症精神障害相当 89 6.2% 41 7.7% 37 7.1% 25 4.5% 24 4.8%

16～18歳
抑うつ傾向

未就学児 小学１～３年生 小学４～６年生 中学生
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生活困難度別では、中学生を除く全ての世帯タイプで、困窮層の７割以上の保護者が、何らかの心

理的ストレスを抱えている。また、困窮層においては、「重症精神障害相当」の保護者の割合も多く、

未就学児では 39.1％、小学校１～３年生では 37.5％、小学校４～６年生では 30.0％、16-18 歳では

28.6％となっており、周辺層と比較してもその割合は高い。 

 

図表 6-2-4 保護者の健康状態：生活困難度別 

未就学児 

 

 

小学校１～３年生 

 

 

小学校４～６年生 

 

 

中学生 

 

  

困窮層(n=23)

周辺層(n=62)

一般層(n=768)

  心理的ストレス反応相当 気分・不安障害相当 　　　　重症精神障害相当

21.7

30.6

19.0

13.0

16.1

11.2

39.1

12.9

5.3

73.8

48.5

35.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮層(n=8)

周辺層(n=31)

一般層(n=333)

  心理的ストレス反応相当 気分・不安障害相当 　　　　重症精神障害相当

62.5

16.1

24.0

0.0

19.4

9.3

37.5

29.0

5.4

100.0

48.5

38.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮層(n=10)

周辺層(n=23)

一般層(n=343)

  心理的ストレス反応相当 気分・不安障害相当 　　　　重症精神障害相当

50.0

26.1

21.0 8.5

30.0

13.0

5.5

80.0

48.5

35.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮層(n=7)

周辺層(n=27)

一般層(n=333)

  心理的ストレス反応相当 気分・不安障害相当 　　　　重症精神障害相当

28.6

3.7

15.0

14.3

25.9

8.4

7.4

3.9

42.9

48.5

27.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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16-18 歳 

 

 

  

困窮層(n=14)

周辺層(n=34)

一般層(n=300)

  心理的ストレス反応相当 気分・不安障害相当 　　　　重症精神障害相当

21.4

14.7

17.3

21.4

11.8

7.7

28.6

8.8

3.7

71.4

48.5

28.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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第７部 保護者の状況 

１．保護者の就労状況 

（１）父母の就労状況 

保護者に就労状況を聞き、「会社役員」、「民間企業の正社員」、「公務員などの正職員」、「団体職員」

（以下、正規社員）と「自営業（家族従事者を含む）」、「自由業」、「その他の働き方」（以下、自営・

自由業）、さらに「契約社員・派遣社員・嘱託職員」、「パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員」

（以下、非正規社員）に分類した。 

 

 ①父親 

父親について全体を見ると、85.0％が「正規社員」であり、次に多いのが「自営・自由業」の

11.0％、「非正規社員」が 2.3％であった。世帯タイプ別では、ひとり親世帯はふたり親世帯に比べ

て正規社員の割合が低い傾向にある。また、生活困難度別では、困窮層は一般層と比べて正規社員の

割合が低い傾向にある。 

 

図表 7-1-1 父親の就労状況：全体、世帯タイプ別、生活困難度別 

全体 

 

 

未就学児 

 

  

全体（3,364）

ひとり親（   47）

ふたり親（3,316）

困窮層（   51）

周辺層（  154）

一般層（2,010）

85.0

72.3

85.2

52.9

76.0

87.4

2.3
6.4

2.2
11.8

4.5

1.9

11.0

17.0

10.9

31.4

16.9

9.9

1.0

2.1

1.0

3.9

2.6

0.5

0.7

2.1

0.7

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正規社員 非正規社員 自営・自由業 無職 無回答

全体（1,402）

ひとり親（   16）

ふたり親（1,386）

困窮層（   18）

周辺層（   58）

一般層（  762）

87.0

68.8

87.2

50.0

79.3

88.7

2.3

2.3
11.1

5.2

1.8

9.8

31.3

9.5

38.9

12.1

8.8

0.9

0.9

3.4

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正規社員 非正規社員 自営・自由業 無職 無回答
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小学校１～３年生 

 

 

小学校４～６年生 

 

 

中学生 

 

  

全体（  496）

ひとり親（    5）

ふたり親（  491）

困窮層（    7）

周辺層（   27）

一般層（  315）

84.9

100.0

84.7

71.4

59.3

88.3

2.4

2.4
28.6

7.4

1.0

12.1

12.2

33.3

10.5

0.6

0.6

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正規社員 非正規社員 自営・自由業 無職 無回答

全体（  498）

ひとり親（    6）

ふたり親（  492）

困窮層（    8）

周辺層（   21）

一般層（  333）

83.7

66.7

83.9

62.5

76.2

86.5

1.6

1.6

9.5

1.5

12.2

16.7

12.2

37.5

14.3

11.1

0.8

0.8

0.6

1.6
16.7

1.4

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正規社員 非正規社員 自営・自由業 無職 無回答

全体（  511）

ひとり親（    7）

ふたり親（  503）

困窮層（    5）

周辺層（   17）

一般層（  320）

84.1

71.4

84.5

40.0

82.4

86.9

2.0
14.3

1.8
20.0

2.2

10.6

14.3

10.3

20.0

11.8

10.0

1.0

1.0
20.0

5.9

0.3

2.3

2.4

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正規社員 非正規社員 自営・自由業 無職 無回答
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16-18 歳 

 

 ②母親 

母親について全体を見ると、全体の 48.6％が「正規社員」であり、次に多いのが「非正規社員」

の 24.3％、「無職」が 19.0％であった。世帯タイプ別には、ふたり親世帯の母親は無職の割合がひと

り親世帯より高い。生活困難度別には、一般層は、正規社員の割合が 50.6％と、困窮層、周辺層よ

り高く、困窮層・周辺層は非正規社員、自由・自営業の割合が高くなっている。なお、困窮層、周辺

層より一般層の方が正規職員の割合が高い傾向は、すべての年齢層で見られた。 

「正規職員」「非正規職員」「自営・自由業」を合わせると、全ての年齢層で母親全体の約８割が働

いており、最も正規職員の割合が高いのは未就学児の母親であった。 

 

図表 7-1-2 母親の就労状況：全体、世帯タイプ別、生活困難度別 

全体 

 

未就学児 

 

全体（  457）

ひとり親（   13）

ふたり親（  444）

困窮層（   13）

周辺層（   31）

一般層（  280）

81.0

69.2

81.3

46.2

80.6

84.6

3.3
15.4

2.9
7.7

3.6

12.5

7.7

12.6

38.5

16.1

10.7

2.2
7.7

2.0
7.7

3.2

0.4

1.1

1.1

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正規社員 非正規社員 自営・自由業 無職 無回答

全体（3,524）

ひとり親（  202）

ふたり親（3,321）

困窮層（   62）

周辺層（  175）

一般層（2,068）

48.6

48.0

48.6

29.0

32.0

50.6

24.3

27.7

24.1

38.7

44.6

24.0

7.8

10.9

7.6

17.7

8.6

7.2

19.0

11.9

19.4

14.5

14.3

18.1

0.4

1.5

0.3

0.6

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正規社員 非正規社員 自営・自由業 無職 無回答

全体（1,425）

ひとり親（   41）

ふたり親（1,384）

困窮層（   23）

周辺層（   62）

一般層（  765）

64.1

63.4

64.1

39.1

53.2

65.9

13.7

22.0

13.4

30.4

21.0

13.5

6.8

9.8

6.7

21.7

6.5

6.3

15.4

4.9
15.8

8.7

19.4

14.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正規社員 非正規社員 自営・自由業 無職 無回答
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小学校１～３年生 

 

 

小学校４～６年生 

 

 

中学生 

 

  

全体（  531）

ひとり親（   37）

ふたり親（  494）

困窮層（    8）

周辺層（   30）

一般層（  330）

51.4

43.2

52.0

25.0

26.7

55.8

21.7

29.7

21.1

50.0

40.0

19.7

7.7

10.8

7.5

13.3

6.1

19.2

16.2

19.4

25.0

20.0

18.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正規社員 非正規社員 自営・自由業 無職 無回答

全体（  528）

ひとり親（   34）

ふたり親（  494）

困窮層（   10）

周辺層（   23）

一般層（  347）

40.7

50.0

40.1

20.0

21.7

45.5

27.3

32.4

26.9

50.0

56.5

25.4

8.0

5.9

8.1

10.0

4.3
8.1

23.1

8.8

24.1

20.0

17.4

20.7

0.9

2.9

0.8

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正規社員 非正規社員 自営・自由業 無職 無回答

全体（  550）

ひとり親（   46）

ふたり親（  503）

困窮層（    7）

周辺層（   27）

一般層（  331）

30.9

37.0

30.4

14.3

18.5

33.2

39.3

32.6

40.0

57.1

66.7

39.0

7.8

15.2

7.2

14.3

7.4

7.9

20.7

13.0

21.3

14.3

3.7
19.6

1.3

2.2

1.2

3.7

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正規社員 非正規社員 自営・自由業 無職 無回答
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16-18 歳 

 

 

（２）父母の勤務時間 

 ①父親 

保護者に週当たりの勤務時間を聞いたところ、父親の全体では 45.9％が「週 50 時間以上」働いて

おり、次に多いのが「40～50 時間未満」で 38.2％であった。 

生活困難度別では、困窮層において、週 50 時間以上働いている人の割合は 58.0％であり、周辺層

の 44.2％、一般層の 47.5％と比べ高い。 

 

図表 7-1-3 父親の週当たりの勤務時間：全体、世帯タイプ別、生活困難度別 

全体 

 

  

全体（  490）

ひとり親（   44）

ふたり親（  446）

困窮層（   14）

周辺層（   33）

一般層（  295）

28.6

47.7

26.7

28.6

15.2

30.5

37.8

22.7

39.2

28.6

66.7

37.6

10.4

11.4

10.3

28.6

12.1

9.2

22.9

15.9

23.5

14.3

6.1

22.7

0.4

2.3

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正規社員 非正規社員 自営・自由業 無職 無回答

全体（3,404）

ひとり親（  139）

ふたり親（3,259）

困窮層（   50）

周辺層（  154）

一般層（2,037）

2.7

2.9

2.7

3.2

2.8

2.8

2.9

2.8

4.0

3.2

2.7

0.4

0.4

2.0

0.6

0.4

2.6

3.6

2.5

4.0

3.2

2.6

38.2

31.7

38.6

28.0

37.0

40.7

45.9

31.7

46.5

58.0

44.2

47.5

7.4

27.3

6.5

4.0

8.4

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０時間未満 １０～２０時間未満 ２０～３０時間未満 ３０～４０時間未満

４０～５０時間未満 ５０時間以上 無回答
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未就学児 

 

 

小学校１～３年生（生活困難度***） 

 

 

小学校４～６年生 

 
  

全体（1,412）

ひとり親（   39）

ふたり親（1,373）

困窮層（   18）

周辺層（   57）

一般層（  764）

3.7

2.6

3.7

3.5

3.9

3.1
5.1

3.1

3.5

3.3

0.2

0.2

1.8

0.1

2.3

2.4

1.8

2.4

39.2

35.9

39.3

33.3

43.9

41.5

45.5

35.9

45.8

61.1

45.6

47.0

5.9

20.5

5.5

5.6

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０時間未満 １０～２０時間未満 ２０～３０時間未満 ３０～４０時間未満

４０～５０時間未満 ５０時間以上 無回答

全体（  517）

ひとり親（   28）

ふたり親（  488）

困窮層（    8）

周辺層（   27）

一般層（  324）

3.3

3.6

3.3

3.7

3.7

3.1

3.6

3.1

7.4

3.4

0.4

0.4
12.5

0.3

1.5

1.6
12.5

3.7

1.2

38.7

25.0

39.5

37.5

40.7

41.4

45.6

39.3

46.1

25.0

44.4

48.5

7.4

28.6

5.9

12.5

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０時間未満 １０～２０時間未満 ２０～３０時間未満 ３０～４０時間未満

４０～５０時間未満 ５０時間以上 無回答

全体（  504）

ひとり親（   22）

ふたり親（  482）

困窮層（    8）

周辺層（   22）

一般層（  340）

0.4

0.4

2.0

2.1

1.8

0.4

0.4

0.6

3.0
18.2

2.3

4.5

2.6

36.9

31.8

37.1

25.0

27.3

40.9

46.8

9.1

48.5

75.0

50.0

47.9

10.5

40.9

9.1

18.2

6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０時間未満 １０～２０時間未満 ２０～３０時間未満 ３０～４０時間未満

４０～５０時間未満 ５０時間以上 無回答
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中学生（生活困難度**） 

 

 

16-18 歳（生活困難度***） 

 

 

  

全体（  511）

ひとり親（   24）

ふたり親（  486）

困窮層（    4）

周辺層（   19）

一般層（  321）

2.0

2.1

2.5

2.9

4.2

2.9

5.3

2.8

0.8

0.6

0.6

3.3

4.2

3.3
25.0

5.3

3.4

38.2

33.3

38.5

25.0

31.6

39.9

44.8

25.0

45.9

50.0

31.6

45.8

8.0

33.3

6.8

26.3

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０時間未満 １０～２０時間未満 ２０～３０時間未満 ３０～４０時間未満

４０～５０時間未満 ５０時間以上 無回答

全体（  460）

ひとり親（   26）

ふたり親（  430）

困窮層（   12）

周辺層（   29）

一般層（  288）

2.6
7.7

2.3

6.9

2.8

2.0

2.1
16.7

1.0

0.7

0.7

0.7

3.0

3.3

3.4

3.8

36.3

30.8

36.7

16.7

31.0

38.9

47.6

42.3

47.9

66.7

44.8

49.0

7.8

19.2

7.0

13.8

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０時間未満 １０～２０時間未満 ２０～３０時間未満 ３０～４０時間未満

４０～５０時間未満 ５０時間以上 無回答
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 ②母親 

母親の週当たりの勤務時間を聞いたところ、全体では、最も多いのが 40～50 時間未満の 35.5％、

次が 30～40 時間未満の 20.5％であった。世帯タイプ別では、週当たり 40～50 時間未満の割合で見

ると、ひとり親世帯では 41.5％である一方、ふたり親世帯では 35.0％であった。 

 

図表 7-1-4 母親の週当たりの勤務時間：全体、世帯タイプ別、生活困難度別 

全体 

 

 

未就学児（生活困難度***） 

 

小学校１～３年生（生活困難度**） 

 

全体（2,874）

ひとり親（  205）

ふたり親（2,665）

困窮層（   53）

周辺層（  150）

一般層（1,711）

10.6

8.3

10.8

13.2

11.3

9.5

11.9

4.4
12.5

11.3

18.0

12.2

9.0

8.8

9.0

15.1

20.0

9.2

20.5

20.0

20.6

32.1

21.3

21.1

35.5

41.5

35.0

18.9

22.0

38.2

7.9

7.8

7.9

9.4

4.7
7.6

4.7
9.3

4.2

2.7

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０時間未満 １０～２０時間未満 ２０～３０時間未満 ３０～４０時間未満

４０～５０時間未満 ５０時間以上 無回答

全体（1,217）

ひとり親（   51）

ふたり親（1,166）

困窮層（   21）

周辺層（   50）

一般層（  661）

14.7

11.8

14.8

23.8

12.0

12.9

4.0

3.9

4.0
9.5

10.0

3.2

4.8

2.0
5.0

9.5

18.0

4.8

27.6

19.6

28.0

38.1

26.0

31.8

36.3

41.2

36.1

9.5

30.0

39.6

7.4

5.9

7.5

9.5

4.0
6.2

5.1

15.7

4.6

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０時間未満 １０～２０時間未満 ２０～３０時間未満 ３０～４０時間未満

４０～５０時間未満 ５０時間以上 無回答

全体（  435）

ひとり親（   36）

ふたり親（  398）

困窮層（    6）

周辺層（   25）

一般層（  273）

8.3

13.9

7.8

16.0

7.7

9.7

8.3

9.8

33.3

4.0
9.5

9.0

13.9

8.5

16.0

9.9

20.0

11.1

20.9

16.7

36.0

15.8

43.2

41.7

43.5

50.0

20.0

49.8

6.0

8.3

5.8

4.0
6.6

3.9

2.8
3.8

4.0

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０時間未満 １０～２０時間未満 ２０～３０時間未満 ３０～４０時間未満

４０～５０時間未満 ５０時間以上 無回答
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小学校４～６年生 

 

 

中学生 

 

 

16-18 歳 

 

 

  

全体（  405）

ひとり親（   34）

ふたり親（  371）

困窮層（    8）

周辺層（   19）

一般層（  277）

6.4

5.9

6.5

10.5

5.4

15.8

17.3

12.5

21.1

15.5

11.4

5.9

11.9

12.5

21.1

11.9

13.6

29.4

12.1

37.5

15.8

12.6

39.0

41.2

38.8

37.5

21.1

41.2

7.9

5.9

8.1

9.0

5.9

11.8

5.4

10.5

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０時間未満 １０～２０時間未満 ２０～３０時間未満 ３０～４０時間未満

４０～５０時間未満 ５０時間以上 無回答

全体（  432）

ひとり親（   42）

ふたり親（  390）

困窮層（    6）

周辺層（   25）

一般層（  267）

8.1

4.8
8.5

16.7

8.0

9.0

23.8

2.4
26.2

36.0

23.2

12.7

14.3

12.6

33.3

16.0

10.9

14.4

19.0

13.8

50.0

12.0

15.4

29.2

47.6

27.2

28.0

28.8

8.3

2.4
9.0

9.0

3.5
9.5

2.8

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０時間未満 １０～２０時間未満 ２０～３０時間未満 ３０～４０時間未満

４０～５０時間未満 ５０時間以上 無回答

全体（  385）

ひとり親（   42）

ふたり親（  340）

困窮層（   12）

周辺層（   31）

一般層（  233）

7.5

4.8
7.6

8.3

9.7

7.3

21.6

7.1

23.5

8.3

25.8

24.5

15.8

9.5

16.5

25.0

29.0

15.5

12.7

21.4

11.8

16.7

12.9

13.7

27.3

35.7

26.5

16.7

6.5

27.5

10.9

16.7

10.3

25.0

12.9

9.4

4.2

4.8

3.8

3.2

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０時間未満 １０～２０時間未満 ２０～３０時間未満 ３０～４０時間未満

４０～５０時間未満 ５０時間以上 無回答
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（３）平日日中以外の勤務 

 ①父親 

父親の平日日中以外の勤務を聞いたところ、全体で見ると、「平日日中以外の勤務はない」が

43.4％で最も多いが、生活困難度別で見ると、困窮層ではその割合が減り、平日日中以外に勤務する

割合が高くなる傾向が見られた。次いで全体で高いのが「土曜出勤」で 33.8％、「日曜・祝日出勤」

が 27.1％、「夜勤（20 時～22 時）」が 25.0％、「深夜勤務（22 時～５時）」が 13.5％であった。いず

れも生活困難度別で見ると、困窮層の割合が最も高かった。 

 

図表 7-1-5 父親の平日日中以外の勤務：全体、世帯タイプ別、生活困難度別 

全体 

 

 

 

未就学児（生活困難度 深夜勤務***、日曜・祝日出勤**、平日日中以外の勤務はない*） 

 

  

ｎ
全体 (3,404)

ひとり親 (  139)

ふたり親 (3,259)

困窮層 (   50)

周辺層 (  154)

一般層 (2,037)

ｎ

全体 (3,404)

ひとり親 (  139)

ふたり親 (3,259)

困窮層 (   50)

周辺層 (  154)
一般層 (2,037)

土曜出勤

日曜・祝日出勤 その他 平日の日中以外の勤
務はない

早朝（5 時～8 時） 夜勤（20時～22時） 深夜勤務（22時～5
時）

12.8
7.9
13.0

20.0
16.2

13.1

0% 50% 100%

27.1
18.7

27.5
54.0

36.4
26.7

0% 50% 100%

25.0
18.0

25.3
40.0

35.1
24.6

0% 50% 100%

13.5
12.9
13.6

34.0
16.2

13.3

0% 50% 100%

33.8
28.8
34.1

60.0
43.5

33.9

0% 50% 100%

7.2
6.5
7.2
10.0

5.2
7.9

0% 50% 100%

43.4
36.7

43.7
24.0

31.2
44.6

0% 50% 100%

ｎ
全体 (1,412)

ひとり親 (   39)

ふたり親 (1,373)

困窮層 (   18)

周辺層 (   57)

一般層 (  764)

ｎ

全体 (1,412)

ひとり親 (   39)

ふたり親 (1,373)

困窮層 (   18)

周辺層 (   57)
一般層 (  764)

夜勤（20時～22時） 深夜勤務（22時～5
時）

土曜出勤

日曜・祝日出勤 その他 平日の日中以外の勤
務はない

早朝（5 時～8 時）

13.1
7.7

13.3
27.8

15.8
12.3

0% 50% 100%

27.1
15.4

27.5
55.6

33.3
25.5

0% 50% 100%

27.1
17.9

27.4
44.4

35.1
26.8

0% 50% 100%

16.2
17.9
16.2

44.4
14.0
15.3

0% 50% 100%

33.9
28.2

34.1
50.0

43.9
32.2

0% 50% 100%

6.2
7.7
6.1
11.1

3.5
7.1

0% 50% 100%

44.7
38.5

44.9
16.7

33.3
46.6

0% 50% 100%
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小学校１～３年生（生活困難度 日曜・祝日出勤*） 

 

 

 

小学校４～６年生 

 

  

ｎ
全体 (  517)

ひとり親 (   28)

ふたり親 (  488)

困窮層 (    8)

周辺層 (   27)

一般層 (  324)

ｎ

全体 (  517)

ひとり親 (   28)

ふたり親 (  488)

困窮層 (    8)

周辺層 (   27)
一般層 (  324)

夜勤（20時～22時） 深夜勤務（22時～5
時）

土曜出勤

日曜・祝日出勤 その他 平日の日中以外の勤
務はない

早朝（5 時～8 時）

15.5
10.7
15.8

12.5
18.5
17.6

0% 50% 100%

26.7
25.0
26.6

37.5
48.1

25.0

0% 50% 100%

30.9
32.1
30.9

25.0
51.9

29.6

0% 50% 100%

15.1
10.7
15.4

25.0
25.9

15.1

0% 50% 100%

33.5
32.1
33.6

50.0
48.1

34.0

0% 50% 100%

7.0
3.6
7.2

3.7
6.8

0% 50% 100%

41.4
28.6

42.2
37.5

33.3
42.6

0% 50% 100%

ｎ
全体 (  504)

ひとり親 (   22)

ふたり親 (  482)

困窮層 (    8)

周辺層 (   22)

一般層 (  340)

ｎ

全体 (  504)

ひとり親 (   22)

ふたり親 (  482)

困窮層 (    8)

周辺層 (   22)
一般層 (  340)

夜勤（20時～22時） 深夜勤務（22時～5
時）

土曜出勤

日曜・祝日出勤 その他 平日の日中以外の勤
務はない

早朝（5 時～8 時）

13.3
4.5

13.7
12.5

18.2
14.4

0% 50% 100%

29.0
9.1

29.9
37.5
36.4

29.4

0% 50% 100%

22.0
9.1

22.6
25.0

18.2
22.9

0% 50% 100%

12.1
13.6
12.0

25.0
13.6
13.5

0% 50% 100%

36.3
22.7

36.9
75.0

50.0
37.1

0% 50% 100%

7.9

8.3
12.5
13.6

9.1

0% 50% 100%

39.3
40.9
39.2

25.0
18.2

40.9

0% 50% 100%
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中学生（生活困難度 日曜・祝日出勤***、土曜出勤*） 

 

 

 

16-18 歳（生活困難度 深夜出勤**、夜勤*） 

 

 

  

ｎ
全体 (  511)

ひとり親 (   24)

ふたり親 (  486)

困窮層 (    4)

周辺層 (   19)

一般層 (  321)

ｎ

全体 (  511)

ひとり親 (   24)

ふたり親 (  486)

困窮層 (    4)

周辺層 (   19)
一般層 (  321)

夜勤（20時～22時） 深夜勤務（22時～5
時）

土曜出勤

日曜・祝日出勤 その他 平日の日中以外の勤
務はない

早朝（5 時～8 時）

10.4
12.5
10.3

25.0
21.1

10.6

0% 50% 100%

25.6
16.7

26.1
100.0

47.4
25.5

0% 50% 100%

19.0
20.8
18.9

50.0
36.8

19.3

0% 50% 100%

9.8
8.3
9.9

25.0
21.1

9.7

0% 50% 100%

33.7
29.2
34.0

100.0
52.6

35.2

0% 50% 100%

8.4
12.5

8.0
25.0

8.7

0% 50% 100%

45.2
33.3

45.9

26.3
46.4

0% 50% 100%

ｎ
全体 (  460)

ひとり親 (   26)

ふたり親 (  430)

困窮層 (   12)

周辺層 (   29)

一般層 (  288)

ｎ

全体 (  460)

ひとり親 (   26)

ふたり親 (  430)

困窮層 (   12)

周辺層 (   29)
一般層 (  288)

夜勤（20時～22時） 深夜勤務（22時～5
時）

土曜出勤

日曜・祝日出勤 その他 平日の日中以外の勤
務はない

早朝（5 時～8 時）

10.9
3.8

11.4
16.7

10.3
11.1

0% 50% 100%

27.4
26.9
27.4

58.3
24.1
29.5

0% 50% 100%

21.7
7.7

22.8
50.0

31.0
21.2

0% 50% 100%

9.3
11.5
9.1

33.3
10.3
9.4

0% 50% 100%

31.3
30.8
31.4

58.3
27.6

33.3

0% 50% 100%

8.5
7.7
8.4
8.3
6.9
9.0

0% 50% 100%

43.9
42.3
44.2

33.3
37.9

44.1

0% 50% 100%
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 ②母親 

母親の平日日中以外の勤務を聞いたところ、全体で見ると、「平日日中以外の勤務はない」が

59.2％で最も多いが、ひとり親世帯と困窮層ではその割合が減り、平日日中以外に勤務する割合が高

くなる傾向が見られた。次いで、全体で多いのは「土曜出勤」が 26.2％で、「日曜・祝日出勤」が

15.3％、であった。いずれも、ふたり親世帯よりはひとり親世帯が、一般層よりは困窮層の方が該当

する割合が高かった。 

 

図表 7-1-6 母親の平日日中以外の勤務：全体、世帯タイプ別、生活困難度別 

全体 

 

 

 

未就学児（生活困難度 土曜出勤***、夜勤*） 

 

  

ｎ
全体 (2,874)

ひとり親 (  205)

ふたり親 (2,665)

困窮層 (   53)

周辺層 (  150)

一般層 (1,711)

ｎ

全体 (2,874)

ひとり親 (  205)

ふたり親 (2,665)

困窮層 (   53)

周辺層 (  150)
一般層 (1,711)

土曜出勤

日曜・祝日出勤 その他 平日の日中以外の勤
務はない

早朝（5 時～8 時） 夜勤（20時～22時） 深夜勤務（22時～5
時）

5.6
6.8
5.6

15.1
6.7
5.6

0% 50% 100%

15.3
19.0

14.9
24.5

18.7
14.3

0% 50% 100%

7.2
5.9
7.3
7.5
10.7

6.8

0% 50% 100%

3.6
4.9
3.5
7.5
4.7
3.4

0% 50% 100%

26.2
29.3

26.0
50.9

31.3
25.7

0% 50% 100%

5.8
10.2

5.5
5.7
6.0
5.6

0% 50% 100%

59.2
48.8

60.0
32.1

52.7
60.3

0% 50% 100%

ｎ
全体 (1,217)

ひとり親 (   51)

ふたり親 (1,166)

困窮層 (   21)

周辺層 (   50)

一般層 (  661)

ｎ

全体 (1,217)

ひとり親 (   51)

ふたり親 (1,166)

困窮層 (   21)

周辺層 (   50)
一般層 (  661)

夜勤（20時～22時） 深夜勤務（22時～5
時）

土曜出勤

日曜・祝日出勤 その他 平日の日中以外の勤
務はない

早朝（5 時～8 時）

6.2
7.8
6.2
4.8
8.0
7.0

0% 50% 100%

14.7
17.6

14.6
28.6

16.0
13.5

0% 50% 100%

8.0
3.9
8.1
9.5

16.0
7.1

0% 50% 100%

3.9
3.9
3.9
4.8
4.0
4.1

0% 50% 100%

25.1
29.4

25.0
57.1

32.0
23.8

0% 50% 100%

5.5
3.9
5.6
9.5

2.0
5.3

0% 50% 100%

61.7
47.1

62.3
33.3

56.0
63.4

0% 50% 100%
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小学校１～３年生 

 

 

 

小学校４～６年生（生活困難度 早朝***） 

 

  

ｎ
全体 (  435)

ひとり親 (   36)

ふたり親 (  398)

困窮層 (    6)

周辺層 (   25)

一般層 (  273)

ｎ

全体 (  435)

ひとり親 (   36)

ふたり親 (  398)

困窮層 (    6)

周辺層 (   25)
一般層 (  273)

夜勤（20時～22時） 深夜勤務（22時～5
時）

土曜出勤

日曜・祝日出勤 その他 平日の日中以外の勤
務はない

早朝（5 時～8 時）

6.0
2.8
6.3

16.7
4.0
5.5

0% 50% 100%

16.1
25.0

15.1

24.0
15.8

0% 50% 100%

5.7

6.3
16.7

8.0
5.5

0% 50% 100%

4.6
2.8
4.8

16.7
4.0
3.7

0% 50% 100%

27.8
30.6

27.6
16.7

40.0
27.1

0% 50% 100%

5.5
8.3

5.3

8.0
5.5

0% 50% 100%

60.0
55.6
60.6

66.7
44.0

60.4

0% 50% 100%

ｎ
全体 (  405)

ひとり親 (   34)

ふたり親 (  371)

困窮層 (    8)

周辺層 (   19)

一般層 (  277)

ｎ

全体 (  405)

ひとり親 (   34)

ふたり親 (  371)

困窮層 (    8)

周辺層 (   19)
一般層 (  277)

夜勤（20時～22時） 深夜勤務（22時～5
時）

土曜出勤

日曜・祝日出勤 その他 平日の日中以外の勤
務はない

早朝（5 時～8 時）

3.5
2.9
3.5

37.5

2.9

0% 50% 100%

12.8
14.7
12.7

37.5
5.3

13.4

0% 50% 100%

4.7
8.8

4.3

5.4

0% 50% 100%

3.5
8.8

3.0
12.5

2.9

0% 50% 100%

22.5
29.4

21.8
50.0

10.5
22.7

0% 50% 100%

4.4
5.9
4.3

5.1

0% 50% 100%

62.0
52.9

62.8
25.0

68.4
63.9

0% 50% 100%
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中学生（生活困難度 早朝***、土曜出勤*） 

 

 

 

16-18 歳（生活困難度 深夜勤務*） 

 

 

  

ｎ
全体 (  432)

ひとり親 (   42)

ふたり親 (  390)

困窮層 (    6)

周辺層 (   25)

一般層 (  267)

ｎ

全体 (  432)

ひとり親 (   42)

ふたり親 (  390)

困窮層 (    6)

周辺層 (   25)
一般層 (  267)

夜勤（20時～22時） 深夜勤務（22時～5
時）

土曜出勤

日曜・祝日出勤 その他 平日の日中以外の勤
務はない

早朝（5 時～8 時）

5.3
7.1
5.1

33.3
12.0

4.9

0% 50% 100%

16.7
26.2

15.6
33.3

24.0
15.0

0% 50% 100%

7.9
9.5
7.7

4.0
8.2

0% 50% 100%

2.5
4.8
2.3

4.0
3.0

0% 50% 100%

26.4
31.0

25.9
66.7

40.0
25.8

0% 50% 100%

7.6
11.9

7.2

8.0
6.7

0% 50% 100%

53.2
45.2

54.1
16.7

48.0
53.9

0% 50% 100%

ｎ
全体 (  385)

ひとり親 (   42)

ふたり親 (  340)

困窮層 (   12)

周辺層 (   31)

一般層 (  233)

ｎ

全体 (  385)

ひとり親 (   42)

ふたり親 (  340)

困窮層 (   12)

周辺層 (   31)
一般層 (  233)

夜勤（20時～22時） 深夜勤務（22時～5
時）

土曜出勤

日曜・祝日出勤 その他 平日の日中以外の勤
務はない

早朝（5 時～8 時）

6.0
11.9

5.3
8.3
6.5
6.0

0% 50% 100%

17.4
11.9

17.6
16.7

22.6
15.5

0% 50% 100%

8.3
7.1
8.2
8.3

16.1
7.7

0% 50% 100%

2.9
4.8
2.6

8.3
9.7

2.1

0% 50% 100%

31.7
26.2

32.4
50.0

29.0
32.6

0% 50% 100%

6.8
21.4

5.0
8.3
12.9

6.0

0% 50% 100%

53.8
45.2

55.3
25.0

48.4
54.1

0% 50% 100%
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（４）共働きの状況 

世帯全体の就労状況について、ふたり親世帯に限って、母親の就労状況と父親の就労状況から、共

働きの状況を見た。その結果、生活困難度別に見ると、困窮層より一般層の方が、「両方とも正規」

の割合が高い。年齢層別見ると、年齢層が上がるにつれ「両方とも正規」の割合が低くなる傾向が見

られ、一方「一人が正規、一人が非正規・自営・自由業」の割合は年代が上がるにつれ、高くなる傾

向が見られた。 

 

図表 7-1-7 ふたり親世帯の共働きの状況：全体、生活困難度別 

 
 

図表 7-1-8 ふたり親世帯の共働きの状況：年齢層別 

 

 

  

全体（3,287）

困窮層（   51）

周辺層（  152）

一般層（1,978）

43.2

21.6

24.3

44.9

30.6

29.4

42.8

31.3

17.7

13.7

15.1

17.0

6.2

31.4

13.8

4.9

1.9

2.0

3.9

1.6

0.4

2.0

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

両方とも正規 一人が正規、一人が非正規・自営・自由業

一人が正規、もう一人が無職 両方とも非正規・自営・自由業

一人が非正規・自営・自由業、もう一人が無職 両方とも無職

未就学児（1,382）

小学１～３年生（  490）

小学４～６年生（  485）

中学生（  491）

16～18歳（  439）

57.8

45.7

35.1

27.5

21.0

20.8

27.8

34.8

44.0

45.3

15.0

17.8

20.8

18.5

21.6

4.9
6.7

6.0

6.9

8.9

1.3

1.6

2.9

2.2

2.5

0.2

0.4

0.4

0.8

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

両方とも正規 一人が正規、一人が非正規・自営・自由業

一人が正規、もう一人が無職 両方とも非正規・自営・自由業

一人が非正規・自営・自由業、もう一人が無職 両方とも無職
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生活困難度別に見ると、生活困難度が上がるほど、両親のどちらも正規社員でない世帯（「両方と

も非正規・自営・自由業」、「一人が非正規・自営・自由業、もう一人が無職」、「両方とも無職」）の

割合が小学校１～３年生を除き、高くなっている。 

 

図表 7-1-9 ふたり親世帯の共働きの状況：生活困難度別 

未就学児 

 

小学校１～３年生 

 

小学校４～６年生 

 

中学生 

 

  

困窮層（   18）

周辺層（   58）

一般層（  754）

33.3

44.8

59.8

16.7

22.4

21.2

11.1

19.0

14.1

38.9

8.6

4.0

5.2

0.8
0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

両方とも正規 一人が正規、一人が非正規・自営・自由業

一人が正規、もう一人が無職 両方とも非正規・自営・自由業

一人が非正規・自営・自由業、もう一人が無職 両方とも無職

困窮層（    7）

周辺層（   26）

一般層（  311）

14.3

11.5

49.5

57.1

42.3

27.3

14.3

19.2

18.0

14.3

23.1

3.9

3.8

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

両方とも正規 一人が正規、一人が非正規・自営・自由業

一人が正規、もう一人が無職 両方とも非正規・自営・自由業

一人が非正規・自営・自由業、もう一人が無職 両方とも無職

困窮層（    8）

周辺層（   21）

一般層（  328）

12.5

14.3

39.6

37.5

47.6

33.5

25.0

19.0

18.3

25.0

19.0

5.2
3.0

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

両方とも正規 一人が正規、一人が非正規・自営・自由業

一人が正規、もう一人が無職 両方とも非正規・自営・自由業

一人が非正規・自営・自由業、もう一人が無職 両方とも無職

困窮層（    5）

周辺層（   17）

一般層（  313）

20.0

11.8

28.4

20.0

64.7

45.0

5.9

18.2

40.0

11.8

6.1

5.9

1.9

20.0

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

両方とも正規 一人が正規、一人が非正規・自営・自由業

一人が正規、もう一人が無職 両方とも非正規・自営・自由業

一人が非正規・自営・自由業、もう一人が無職 両方とも無職
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16-18 歳 

 

 

  

困窮層（   13）

周辺層（   30）

一般層（  272）

15.4

10.0

23.5

30.8

66.7

45.6

15.4

6.7

21.3

30.8

13.3

7.0

7.7

3.3

2.2
0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

両方とも正規 一人が正規、一人が非正規・自営・自由業

一人が正規、もう一人が無職 両方とも非正規・自営・自由業

一人が非正規・自営・自由業、もう一人が無職 両方とも無職
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２．保護者の成育環境 

（１）父親の最終学歴 

保護者に、子どもの父親が最後に通った学校を聞いた。その結果、「大学」が最も多く６割以上と

なっている。生活困難度別では、生活困難度が上がるにつれて「大学」の割合が低くなる傾向が見ら

れる。 

 

図表 7-2-1 父親が最後に通った学校：全体、生活困難度別 

 

 

（２）母親の最終学歴 

保護者に、子どもの母親が最後に通った学校を聞いた。その結果、「大学」が最も多く約６割とな

っている。生活困難度別では、困難度が上がるにつれて「大学」の割合が低くなる傾向が見られる。 

 

図表 7-2-2 母親が最後に通った学校：全体、生活困難度別 

 

 

  

ｎ
全体 (3,593)

困窮層 (   62)

周辺層 (  176)

一般層 (2,100)

ｎ

全体 (3,593)

困窮層 (   62)

周辺層 (  176)

一般層 (2,100)

高等学校（全日
制）

高等学校（定時制
または通信制）

高等専修学校（中
学校卒業後に進
む１～４年間の専
修学校）

高等専門学校（中
学校卒業後に進
む５年間の学校、
高専）

短期大学

専門学校（高校卒
業後に進む１～４
年間程度の専修
学校専門課程）

大学 大学院 その他 わからない

中学校

0.3

1.1
0.2

0% 50% 100%

4.6
9.7
9.1

4.1

0% 50% 100%

1.2
1.6
1.7
1.0

0% 50% 100%

0.2
1.6

0.1

0% 50% 100%

0.4
1.6
0.6
0.3

0% 50% 100%

0.8
4.8
1.1
0.7

0% 50% 100%

8.5
22.6

16.5
8.2

0% 50% 100%

63.0
38.7

54.5
63.9

0% 50% 100%

18.1
6.5
8.5

19.4

0% 50% 100%

0.2

0.3

0% 50% 100%

1.1
8.1

2.8
0.7

0% 50% 100%

ｎ
全体 (3,593)

困窮層 (   62)

周辺層 (  176)

一般層 (2,100)

ｎ

全体 (3,593)

困窮層 (   62)

周辺層 (  176)

一般層 (2,100)

高等学校（全日
制）

高等学校（定時制
または通信制）

高等専修学校（中
学校卒業後に進
む１～４年間の専
修学校）

高等専門学校（中
学校卒業後に進
む５年間の学校、
高専）

短期大学

専門学校（高校卒
業後に進む１～４
年間程度の専修
学校専門課程）

大学 大学院 その他 わからない

中学校

0.2
1.6

0.1

0% 50% 100%

5.3
12.9

8.0
4.5

0% 50% 100%

1.4
6.5
3.4
1.2

0% 50% 100%

0.1
1.6
0.6

0% 50% 100%

0.3

0.5

0% 50% 100%

11.8
11.3
10.2
11.6

0% 50% 100%

13.7
35.5

22.2
11.8

0% 50% 100%

58.2
29.0

52.8
60.5

0% 50% 100%

8.0

1.7
9.3

0% 50% 100%

0.1

0.1

0% 50% 100%

0.4
1.6
1.1
0.2

0% 50% 100%
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（３）成人するまでに体験した困難 

保護者に、成人するまでに体験した困難について聞いた。その結果、「（いずれも）経験したことが

ない」が約８割と最も高かった。次いで「両親が離婚した」が 7.5％、「保護者から暴力を振るわれ

た」が 4.9％となっている。 

 

図表 7-2-3 成人するまでに体験した困難：全体 

 
 

図表 7-2-4 成人するまでに体験した困難：生活困難度別 

 

 

  

両親が離婚した

保護者が生活保護を受けていた

母親が亡くなった

父親が亡くなった

保護者から暴力を振るわれた

育児放棄（ネグレクト）された

１～６のいずれも経験したことがない

無回答

n=3,593

7.5

0.6

1.1

2.4

4.9

1.4

80.7

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

ｎ
困窮層 (   62)

周辺層 (  176)

一般層 (2,100)

ｎ

困窮層 (   62)

周辺層 (  176)

一般層 (2,100)

保護者が生活保護を
受けていた

母親が亡くなった 父親が亡くなった

保護者から暴力を振る
われた

育児放棄（ネグレクト）
された

１～６のいずれも経験
したことがない

両親が離婚した

17.7
11.9

6.6

0% 50% 100%

14.5
7.4
4.9

0% 50% 100%

1.1
0.6

0% 50% 100%

1.6
1.1
1.0

0% 50% 100%

1.6
4.0
2.5

0% 50% 100%

6.5
2.8
1.2

0% 50% 100%

61.3
75.6

84.1

0% 50% 100%
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また、保護者が「成人するまでに体験した困難」と「育児中に経験した困難」の回答状況の関係は、

以下のとおりである。 

 

図表 7-2-5 成人するまでに体験した困難：育児中の困難経験別 

 

 

 

３．相談相手 

保護者に対し、「本当に困ったときや悩みがあるとき、相談できる人（家族、友人、親戚、同僚な

ど）がいますか」と聞いた。約９割の保護者は相談相手がいる一方で、約１割の保護者が、相談相手

がいないと回答した。 

 

図表 7-3-1 相談相手の有無：全体 

 

  

ｎ

(  134)

(  141)

(   24)

(  402)

(  393)

(  206)

(2,645)

ｎ

(  134)

(  141)

(   24)

(  402)

(  393)

(  206)

(2,645)

育児放棄になった
時期がある

出産や育児でうつ病（状態）に
なった時期がある

わが子を虐待しているのではないか、と
思い悩んだことがある

自殺を考えたことがある

１～６のいずれも経験したことがない

保護者から暴力を振る
われた

育児放棄（ネグレクト）
された

１～６のいずれも経験
したことがない

（元）配偶者（またはパートナー）から
暴力をふるわれたことがある

子どもに行き過ぎた
体罰を与えたことがある

子どもに行き過ぎた
体罰を与えたことがある

育児放棄になった
時期がある

出産や育児でうつ病（状態）に
なった時期がある

わが子を虐待しているのではないか、と
思い悩んだことがある

自殺を考えたことがある

１～６のいずれも経験したことがない

保護者が生活保護を
受けていた

母親が亡くなった 父親が亡くなった

（元）配偶者（またはパートナー）から
暴力をふるわれたことがある

両親が離婚した

8.2

8.5

20.8

10.9

9.4

16.0

6.5

0% 50% 100%

20.1

12.1

12.5

14.7

13.7

17.5

2.8

0% 50% 100%

1.5

1.4

1.0

1.8

1.9

0.5

0% 50% 100%

1.2

1.0

1.5

1.1

0% 50% 100%

3.0

3.5

2.7

3.8

4.9

2.2

0% 50% 100%

3.7

3.5

12.5

6.2

4.1

7.3

0.6

0% 50% 100%

69.4

75.2

66.7

69.2

70.7

59.7

85.1

0% 50% 100%

全体（3,593） 90.4 7.0 2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる いない 無回答
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図表 7-3-2 相談相手の有無：年齢層別 

 

 

相談相手がいないと回答した保護者の割合を生活困難度別に見ると、概ねどの年齢においても、

「困窮層」「周辺層」「一般層」の順に、相談相手がいない割合が高くなっている。一般層で相談相手

がいない割合が 4.5％～7.1％であるのに対し、困窮層では 21.7％～40.0％と高い。 

 

図表 7-3-3 相談相手のいない保護者の割合：生活困難度別 

 

 

相談相手がいないと回答した保護者の割合を世帯タイプ別にみると、どの年齢でもふたり親世帯よ

りもひとり親世帯の方が、相談相手のいない保護者の割合が高い。 

 

図表 7-3-4 相談相手のいない保護者の割合：世帯タイプ別 

  

未就学児（1,449）

小学１～３年生（  542）

小学４～６年生（  536）

中学生（  557）

16～18歳（  509）

92.1

90.6

89.4

86.4

91.2

6.6

8.7

7.3

5.7

7.7

1.4

0.7

3.4

7.9

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる いない 無回答

全体
未就学児(n=1,449)

小学１～３年生(n=542)
小学４～６年生(n=536)

中学生(n=557)
16～18歳(n=509)

困窮層
未就学児(n=23)

小学１～３年生(n=8)
小学４～６年生(n=10)

中学生(n=7)
16～18歳(n=14)

周辺層
未就学児(n=62)

小学１～３年生(n=31)
小学４～６年生(n=23)

中学生(n=27)
16～18歳(n=33)

一般層
未就学児(n=774)

小学１～３年生(n=335)
小学４～６年生(n=351)

中学生(n=336)
16～18歳(n=304)

6.6

21.7
17.7

5.88.7

37.5

29.0

5.77.3

40.0

4.3 7.15.7

28.6

11.1
4.57.7

28.6

12.1
6.6

0%

20%

40%

60%
未就学児 小学１～３年生 小学４～６年生 中学生 16～18歳

全体
未就学児(n=1,449)

小学１～３年生(n=542)
小学４～６年生(n=536)

中学生(n=557)
16～18歳(n=509)

ひとり親
未就学児(n=58)

小学１～３年生(n=44)
小学４～６年生(n=40)

中学生(n=53)
16～18歳(n=57)

ふたり親
未就学児(n=1,391)

小学１～３年生(n=497)
小学４～６年生(n=494)

中学生(n=503)
16～18歳(n=446)

6.6

12.1

6.3
8.7

11.4

8.5
7.3

10.0

7.1
5.7

17.0

4.6

7.7

15.8

6.7

0%

10%

20%
未就学児 小学１～３年生 小学４～６年生 中学生 16～18歳



124 

４．親子の時間 

（１）親子での過ごし方 

親子の過ごし方について、保護者に「勉強をみる」、「～をして遊ぶ」、「～の話をする」、「一緒に料

理をする」、「一緒に外出する」の項目について、親子でどのくらいの頻度で行っているかを聞いた。

ただし、16-18 歳の保護者に対しては、勉強や遊びに関する項目は除外した。 

「子どもの勉強」について、「ほぼ毎日」みる小学校１～３年生の保護者は 51.1％で「めったにな

い」は 3.3％、中学生では「ほぼ毎日」みるは 7.9％、「めったにない」は 40.0％となり、年齢層が

上がるにつれ、勉強を子どもに任せる傾向が強くなる。 

「子どもとからだを動かして遊ぶ」では、未就学児と小学校１～３年生の保護者は、週１回以上遊

ぶ割合が５割を超えており、他の年齢層との差が大きい。 

全ての年齢層の保護者が「ほぼ毎日」と回答している割合が最も高い項目は、「子どもと学校（ま

たは保育園・幼稚園等）での生活の話をする」である。 

また、「一緒に外出する」については、「週に１～２回」が未就学児は５割近く、小学校１～３年

生と小学校４～６年生では約６割だが、中学生と 16-18 歳では「月に１～２回」が５割を超え年齢層

が上がるにつれ、子どもとの外出頻度が少なくなっている。 

 

図表 7-4-1 親子での過ごし方（未就学児） 

 

 

図表 7-4-2 親子での過ごし方（小学校１～３年生） 

 

  

Ｇ  料理をする

Ｈ  外出をする

n= （1,449）

Ａ  勉強をみる

Ｂ  からだを動かして遊ぶ

Ｃ  コンピュータゲームで遊ぶ

Ｄ  カードゲームなどで遊ぶ

Ｅ  保育園・幼稚園等での話をする

Ｆ  テレビ番組の話をする

14.9

24.1

4.4

3.3
59.6

31.2

0.8
25.3

8.3

9.8

3.7

4.2
7.2

12.6

2.4
14.7

13.5

36.9

10.4

13.5

2.9
12.4

11.9

46.9

5.6

10.0

6.5

15.8

0.6

3.9
23.5

5.4

44.7

12.1

64.2

52.2

19.7

29.3

49.7

2.7

13.0

7.1

10.9

11.0

9.9

10.7

11.6

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない 無回答

Ｆ  ニュースの話をする

Ｇ  テレビ番組の話をする

Ｈ  料理をする

Ｉ  外出をする

n= （  542）

Ａ  勉強をみる

Ｂ  からだを動かして遊ぶ

Ｃ  コンピュータゲームで遊ぶ

Ｄ  カードゲームなどで遊ぶ

Ｅ  お子さんと学校生活の話をする

51.1

4.1
5.5

1.5
71.6

10.5

27.5

11.3

24.9

9.2

5.5

4.1
17.7

16.1

23.1

3.5
17.0

17.5

42.4

22.7

25.6

8.7

27.5

24.4

18.5

61.1

3.1
26.0

20.1

45.2

0.9
17.9

10.3

43.5

10.5

3.3
17.9

46.1

23.1

0.7
27.7

14.8

33.9

0.2

0.4

0.6

0.4

0.4

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない 無回答
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図表 7-4-3 親子での過ごし方（小学校４～６年生） 

 

 

図表 7-4-4 親子での過ごし方（中学生） 

 

 

図表 7-4-5 親子での過ごし方（16-18 歳） 

 
 

  

Ｆ  ニュースの話をする

Ｇ  テレビ番組の話をする

Ｈ  料理をする

Ｉ  外出をする

n= （  536）

Ａ  勉強をみる

Ｂ  からだを動かして遊ぶ

Ｃ  コンピュータゲームで遊ぶ

Ｄ  カードゲームなどで遊ぶ

Ｅ  お子さんと学校生活の話をする

32.8

2.8

2.2

0.6
67.9

19.6

30.6

0.9

4.5

18.7

3.0

4.3

3.5
17.9

22.4

28.0

4.1
10.1

23.7

21.6

12.7

14.0

9.5

29.5

23.7

22.2

59.1

12.5

36.4

21.5

42.9

2.2
15.5

9.1

42.9

24.8

11.2

35.3

58.4

37.9

1.5
11.9

7.3

28.7

0.6

1.1

0.9

0.9

1.1

0.9

1.1

1.3

1.1

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない 無回答

I  外出をする

Ｆ  テレビ番組の話をする

Ｇ  ニュースの話をする

Ｈ  料理をする

n= （  557）

Ａ  勉強をみる

Ｂ  からだを動かして遊ぶ

Ｃ  コンピュータゲームで遊ぶ

Ｄ  カードゲームなどで遊ぶ

Ｅ  お子さんと学校生活の話をする

7.9

0.5

0.5

0.2
55.7

13.8

24.2

0.9

1.4

9.0

2.0

1.1

0.7
23.3

24.2

23.7

2.9

4.5

16.3

8.8

6.3

3.8
15.1

33.4

28.5

10.8

35.9

25.5

19.7

17.2

26.8

4.3
18.1

10.4

36.8

51.0

40.0

68.0

74.0

67.9

1.1
9.2

12.0

47.6

6.5

1.3

0.9

0.9

0.7

0.5

1.3

1.1

1.1

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない 無回答

n= （  509）

Ａ  学校生活の話をする

Ｂ  ニュースの話をする

Ｃ  テレビ番組の話をする

Ｄ  料理をする

Ｅ 外出をする

44.6

15.1

25.1

1.2

2.0

27.1

24.0

26.7

2.0

1.8

18.7

32.0

24.2

7.3

22.4

4.1
13.6

9.8

27.1

55.4

4.5
14.1

12.8

61.1

17.3

1.0

1.2

1.4

1.4

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない 無回答
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（２）将来についての会話 

子どもの将来（夢・進路・職業等）について、子どもとどのくらいの頻度で話をするのかを保護者

に聞いた。「よくする」と「たまにする」を合わせると、小学生以上では８割以上の保護者が子ども

と将来について話をしている。 

 

図表 7-4-6 将来についての会話：年齢層別 

 
 

  

未就学児（1,449）

小学１～３年生（  542）

小学４～６年生（  536）

中学生（  557）

16～18歳（  509）

8.8

23.2

28.9

31.8

43.4

26.2

58.7

56.9

57.6

47.9

12.1

13.5

11.2

8.4

6.3

45.5

4.1

1.9

1.3

1.0

7.4

0.6

1.1

0.9

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくする たまにする あまりしない これまで特にしたことがない 無回答
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第８部 制度・サービスの利用状況 

１．子どもの支援サービス利用意向 

子どもを対象とする居場所、食事、学習、相談支援に関するサービスについて、子ども本人の利用

意向を聞いた。 

中でも「家で勉強できない時、静かに勉強ができる場所」は、どの年齢層でも「使ってみたい」、

「興味がある」を合わせると約５割～６割台半ばであり、最も高い。さらに、中学生と 16-18 歳では、

「勉強を無料でみてくれる場所」も「使ってみたい」、「興味がある」を合わせるとほぼ６割となって

おり、家や学校以外の勉強場所への高い関心がうかがえる。 

また、居場所に関し、「（家以外で）休日にいることができる場所」については、小学校４～６年生

で 48.5％、中学生で 55.9％、16-18 歳で 46.9％が「使ってみたい」、「興味がある」と回答している。  

「（学校以外で）なんでも相談できる場所」については、小学校４～６年生で 42.6％、中学生で

51.3％、16-18 歳で 44.6％が「使ってみたい」、「興味がある」と回答している。 

 

図表 8-1-1 子ども本人のサービス利用意向（小学校４～６年生） 

 

 

図表 8-1-2 子ども本人のサービス利用意向（中学生） 

 

  

（学校以外で）なんでも相談できる場所

n= （  481）
（家以外で）平日の放課後に夜までいるこ
とができる場所

（家以外で）休日にいることができる場所

家の人がいない時、夕ごはんをみんなで食
べることができる場所

家で勉強できない時、静かに勉強ができる
場所

勉強を無料でみてくれる場所

17.0

23.3

22.9

28.1

24.3

18.1

23.7

25.2

21.8

25.2

22.5

24.5

11.2

10.4

10.6

8.9

17.7

10.8

45.3

38.0

41.6

35.1

32.6

43.2

2.7

3.1

3.1

2.7

2.9

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

（学校以外で）勉強、進学、家族のことな
ど、なんでも相談できる場所

n= （  478）
（家以外で）平日の放課後に夜までいるこ
とができる場所

（家以外で）休日にいることができる場所

家の人がいない時、夕ごはんをみんなで食
べることができる場所

家で勉強できない時、静かに勉強ができる
場所

勉強を無料でみてくれる場所

20.1

24.9

16.9

32.8

29.3

20.1

25.5

31.0

18.6

27.8

29.7

31.2

9.2

6.7

10.0

5.9

7.9

9.0

44.1

36.4

52.7

31.4

31.4

38.7

1.0

1.0

1.7

2.1

1.7

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答
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図表 8-1-3 子ども本人のサービス利用意向（16-18 歳） 

 

 

  

勉強を無料でみてくれる場所

（学校以外で）進路や勉強、家族のことなど
なんでも相談できる場所

低額・無料で、通信教育が受けられるサー
ビス

家から出て学校に通うことができる低額・
無料の寮

n= （  422）
（家以外で）平日の放課後に夜までいるこ
とができる場所

（家以外で）休日にいることができる場所

学校における無料の給食サービス

（家以外で）家の人がいない時、低額・無料で夕
ごはんを他の人と食べることができる場所

家で勉強できない時、静かに勉強ができる
場所

25.6

22.0

32.5

14.9

43.8

32.2

19.7

20.4

15.2

24.6

24.9

24.2

18.0

21.6

26.3

24.9

22.0

11.6

4.0
5.0

3.6
9.0

2.6

4.0
5.7

3.6
8.3

41.5

44.1

35.1

54.0

27.7

33.4

46.0

50.0

60.9

4.3

4.0

4.7

4.0

4.3

4.0

3.8

4.0

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答
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２．保護者の支援サービスの利用状況 

保護者に各種支援サービス等の利用経験を聞いた。未就学児の保護者には、「乳幼児親子の交流の

場」、「子育て短期支援事業（子どもショートステイ）」、「ファミリー・サポート・センター」、「子ど

も食堂（地域食堂）」、「フードバンクによる食料支援」、「児童館等」を、小学生の保護者にはそれら

に加え「学校が実施する補講・学習支援」、「学校以外が実施する学習支援」の利用経験を聞いた。ま

た、16-18 歳の保護者には「（学校以外で）16-18 歳の子どもについて、なんでも相談できる場所」、

「子ども食堂（地域食堂）」、「フードバンクによる食料支援」、「中学生以上の子どもが自由に時間を

過ごせる場所」、「学校が実施する補講・学習支援」、「学校以外が実施する学習支援」の利用経験を聞

いた。 

 

図表 8-2-1 支援サービスの利用率：全体 

 

※「（学校以外で）16～18 歳の子どもについて、相談できる場所」は 16-18 歳のみ対象、「学校が実施する補講・学習支

援」、「学校以外が実施する学習支援」は未就学児以外が対象、「乳幼児親子の交流の場」、「子育て短期支援事業（子ど

もショートステイ）」、「ファミリー・サポート・センター」は 16-18 歳以外が対象のため、母数がそれぞれ異なる。 

※「児童館（ゆうキッズを除く）・学童クラブ・児童青少年センター」は未就学児では「児童館（ゆうキッズを除く）」、

中学生以上では「中学生以上の子どもが自由に時間を過ごせる場所（児童館・児童青少年センターなど）」という聞き

方をしている。  

乳幼児親子の交流の場(n=3,084)

子育て短期支援事業（子どもショートステイ）
(n=3,084)

ファミリー・サポート・センター(n=3,084)

子ども食堂（地域食堂）(n=3,593)

フードバンクによる食料支援(n=3,593)

児童館（ゆうキッズを除く）・学童クラブ・児童青
少年センター(n=3,593)

学校が実施する補講・学習支援(n=2,144)

学校以外が実施する学習支援(n=2,144)

（学校以外で）16～18歳の子どもについて、相
談できる場所(n=509)

62.1

3.9

8.4

3.8

1.4

56.6

27.1

6.3

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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生活困難度別に見ると、「子育て短期支援事業（子どもショートステイ）」、「子ども食堂（地域食

堂）」、「フードバンクによる食料支援」、「学校が実施する補講・学習支援」は、生活困難度が高くな

るにつれて、利用している割合が高くなる傾向が見られる。 

 

図表 8-2-2 支援サービスの利用率：生活困難度別 

 

 

サービス不利用理由を見ると、「ファミリー・サポート・センター」等一部の支援サービスを除き、

「制度等について全く知らなかった」を不利用の理由とする回答の割合が最も多かった。 

 

図表 8-2-3 支援サービスの不利用理由：年齢層別 

未就学児 

 

 

  

乳幼児親子の交流の場
困窮層(n=48)周辺層(n=143)一般層(n=1,796)

子育て短期支援事業（子どもショートステイ）
困窮層(n=48)周辺層(n=143)一般層(n=1,796)

ファミリー・サポート・センター
困窮層(n=48)周辺層(n=143)一般層(n=1,796)

子ども食堂（地域食堂）
困窮層(n=62)周辺層(n=176)一般層(n=2,100)

フードバンクによる食料支援
困窮層(n=62)周辺層(n=176)一般層(n=2,100)

児童館（ゆうキッズを除く）・学童クラブ・児童青
少年センター
困窮層(n=62)周辺層(n=176)一般層(n=2,100)

学校が実施する補講・学習支援
困窮層(n=39)周辺層(n=114)一般層(n=1,326)

学校以外が実施する学習支援
困窮層(n=39)周辺層(n=114)一般層(n=1,326)

（学校以外で）16～18歳の子どもについて、相
談できる場所
困窮層(n=14)周辺層(n=33)一般層(n=304)

58.3

10.4

6.3

9.7

9.7

58.1

46.2

7.7

7.1

60.1

4.9

8.4

7.4

3.4

58.0

30.7

6.1

9.1

63.5

3.3

9.1

3.9

1.1

58.8

27.8

6.3

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

困窮層

周辺層

一般層

乳幼児親子の交流の場

子育て短期支援事業（子どもショートステイ）

ファミリー・サポート・センター

子ども食堂（地域食堂）

フードバンクによる食料支援

児童館（ゆうキッズを除く）

(n=1,449)

4.8

8.2

15.7

2.2

0.4

5.8

5.3

7.5

8.4

11.6

7.1

5.1

6.3

18.2

15.9

17.7

23.8

4.6

0% 10% 20% 30% 40%

利用時間や制度等が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度等について全く知らなかった
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小学校１～３年生 

 

小学校４～６年生 

 

中学生 

 

 

乳幼児親子の交流の場

子育て短期支援事業（子どもショートステイ）

ファミリー・サポート・センター

子ども食堂（地域食堂）

フードバンクによる食料支援

児童館（ゆうキッズを除く）・学童クラブ・児童青
少年センター

学校が実施する補講・学習支援

学校以外が実施する学習支援

(n=542)

3.9

5.9

18.5

3.3

0.9

0.7

1.1

0.9

3.0

8.3

8.1

15.3

9.4

2.0

5.9

6.5

7.9

18.8

12.9

10.9

17.7

0.6

20.3

28.8

0% 10% 20% 30% 40%

利用時間や制度等が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度等について全く知らなかった

乳幼児親子の交流の場

子育て短期支援事業（子どもショートステイ）

ファミリー・サポート・センター

子ども食堂（地域食堂）

フードバンクによる食料支援

児童館（ゆうキッズを除く）・学童クラブ・児童青
少年センター

学校が実施する補講・学習支援

学校以外が実施する学習支援

(n=536)

2.6

6.7

12.7

3.0

0.7

1.9

1.3

2.1

4.9

6.3

6.7

11.0

7.8

0.7

4.3

7.3

5.6

18.3

13.2

9.5

15.5

1.3

14.9

30.0

0% 10% 20% 30% 40%

利用時間や制度等が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度等について全く知らなかった

乳幼児親子の交流の場

子育て短期支援事業（子どもショートステイ）

ファミリー・サポート・センター

子ども食堂（地域食堂）

フードバンクによる食料支援

中学生以上の子どもが自由に時間を過ごせる
場所（児童館・児童青少年センターなど）

学校が実施する補講・学習支援

学校以外が実施する学習支援

(n=557)

2.9

5.0

11.5

2.5

0.9

3.8

3.6

2.9

2.2

6.1

7.4

8.8

6.1

4.7

2.7

5.2

8.3

17.6

13.8

11.5

16.0

9.3

11.3

29.4

0% 10% 20% 30% 40%

利用時間や制度等が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度等について全く知らなかった
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16-18 歳 

 

 

 

３．就学援助 

（１）就学援助の受給状況 

小学生と中学生の保護者に就学援助の受給状況を聞いた。全体のほぼ９割が「受け取っていない」

と回答した。 

世帯タイプ別に見ると、「受け取っている」割合は、ひとり親世帯（38.7％）とふたり親世帯

（3.7％）で 35.0 ポイント差と大きな差が見られた。 

 

図表 8-3-1 就学援助の受給状況：全体 

 
 

図表 8-3-2 就学援助の受給状況：世帯タイプ別 

 

 

  

（学校以外で）16～18歳の子どもについて、相
談できる場所

子ども食堂（地域食堂）

フードバンクによる食料支援

中学生以上の子どもが自由に時間を過ごせる
場所（児童館・児童青少年センターなど）

学校が実施する補講・学習支援

学校以外が実施する補講・学習支援

(n=509)

2.2

1.6

0.4

3.7

2.2

1.2

5.1

6.1

5.9

4.7

3.5

6.1

13.6

6.9

8.6

5.7

8.6

20.6

0% 10% 20% 30% 40%

利用時間や制度等が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度等について全く知らなかった

全体（1,635） 6.7 89.1
1.3 2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

受け取っている 受け取っていない わからない 無回答

ひとり親（  137）

ふたり親（1,494）

38.7

3.7

55.5

92.4
2.2

1.2

3.6

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

受け取っている 受け取っていない わからない 無回答
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（２）実費との差額が大きいもの 

就学援助を受給していると回答した保護者に、実費との差額が大きいものを聞いたところ、小学生

では学用品（22 件）が最も多く、給食費（11 件）と続いた。中学生では給食費（７件）が最も多く、

学用品（６件）、部活動費（５件）と続いた。 

 

図表 8-3-3 就学援助費と実費との差額が大きいもの 

 

 ※自由記述のため、就学援助の支給品目に含まれない項目の回答もあるが、そのまま掲載している。 

 

（３）就学援助の不利用理由 

就学援助を受け取っていないと回答した保護者に、その理由を聞いたところ、「必要ないと判断し

た」（63.2％）が最も高く、次いで「申請要件を満たしていなかった」（23.4％）となっている。 

 

図表 8-3-4 就学援助の不受給理由：全体 

 

 

  

小学生 中学生

22 6

11 7

1 5

2 0

1 1

1 1

0 2

1 0

0 1

0 0

3 3

2 2

6 2

4 5

その他

わからない

特にない

修学旅行用品（積立金、バック等準備物品）

通学費

卒業アルバム代・写真代

学費

校外授業費（移動教室費等）

学校外教育費（習い事・塾等）

項目

学用品（楽器・書道・裁縫セット・体育着・柔道着・体育館履き・など）

給食費

部活動費（ユニフォーム、道具、合宿等の遠征費含む）

移動教室費

新入学用品費（制服（標準服）・上履き・通学バック等）

全体（1,456） 23.4
0.4 0.2

63.2
2.7

5.6
2.4 2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

申請要件を満たしていなかった 申請の仕方がわからなかった

申請することに抵抗があった 必要ないと判断した

申請したが、認定されなかった 就学援助制度を知らなかった

その他 無回答
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４．経済的支援制度の利用状況 

（１）経済的支援制度の利用状況 

保護者に生活支援や自立支援、育成支援等を目的に行われている、「生活福祉資金」「生活保護」

「母子及び父子福祉資金」「児童扶養手当」「児童育成手当」「受験生チャレンジ貸付支援」の経済的

支援について利用状況を聞いた。全ての支援制度で収入基準やひとり親であること等の利用要件があ

るが、いずれの制度でも概ね生活困難度が上がるにつれて、「利用したことがある」の割合が多くな

り、「利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度の対象外であった）」の割合が少なくなる傾

向が見られる。 

 

図表 8-4-1 経済的支援制度の利用状況：全体、生活困難度別 

生活福祉資金 

 

生活保護 

 

全体（3,593）

ひとり親（  252）

ふたり親（3,331）

困窮層（   62）

周辺層（  176）

一般層（2,100）

0.7

2.4

0.6
8.1

2.3

0.4

72.6

52.8

74.2

32.3

58.5

78.5

1.9

3.6

1.8

1.6

3.4

1.8

0.1

0.1

0.6

0.1

0.8

2.4

0.7
9.7

1.1

0.4

18.7

28.6

18.0

41.9

30.7

17.2

5.1

10.3

4.7

6.5

3.4

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したことがある

利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度等の対象外であった）

利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用したかったが制度等が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度等について全く知らなかった

無回答

全体（3,593）

ひとり親（  252）

ふたり親（3,331）

困窮層（   62）

周辺層（  176）

一般層（2,100）

0.6

3.2

0.4

4.8

0.6

0.3

84.5

71.8

85.6

50.0

84.7

90.0

2.8
6.3

2.6
14.5

6.3

2.5

0.1

0.1

1.6

0.1

0.9

1.2

0.9
8.1

1.7

0.6

5.6

6.3

5.6

14.5

4.0

4.8

5.5

11.1

4.9

6.5

2.8

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したことがある

利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度等の対象外であった）

利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用したかったが制度等が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度等について全く知らなかった

無回答
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母子及び父子福祉資金 

 

 

児童扶養手当 

 

  

全体（3,593）

ひとり親（  252）

ふたり親（3,331）

困窮層（   62）

周辺層（  176）

一般層（2,100）

0.5

1.6

0.5

3.2

0.4

79.4

53.2

81.5

51.6

73.9

84.7

2.1
5.2

1.8
6.5

2.8

2.0

0.1

0.4

0.1

3.2

0.8

2.8

0.6
6.5

1.1

0.5

11.5

25.4

10.4

22.6

19.3

10.4

5.7

11.5

5.1

6.5

2.8

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したことがある

利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度等の対象外であった）

利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用したかったが制度等が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度等について全く知らなかった

無回答

全体（3,593）

ひとり親（  252）

ふたり親（3,331）

困窮層（   62）

周辺層（  176）

一般層（2,100）

5.8

33.7

3.7
29.0

13.1

4.2

72.3

35.7

75.1

29.0

59.1

78.6

4.8
11.5

4.3
9.7

8.5

5.2

0.1

0.4

0.1

1.2

2.0

1.1

3.2

0.6

0.9

10.4

7.9

10.6

24.2

16.5

9.3

5.5

8.7

5.1

4.8

2.3

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したことがある

利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度等の対象外であった）

利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用したかったが制度等が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度等について全く知らなかった

無回答
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児童育成手当 

 

 

受験生チャレンジ支援貸付 

 

 

  

全体（3,593）

ひとり親（  252）

ふたり親（3,331）

困窮層（   62）

周辺層（  176）

一般層（2,100）

4.2
41.3

1.4
21.0

11.9

3.0

72.3

33.7

75.4

27.4

58.0

78.5

4.2
6.0

4.1
9.7

7.4

4.3

0.2

0.8

0.1

1.6

0.6

1.3

1.6

1.3

4.8

1.1

1.1

12.2

7.5

12.6

29.0

19.3

11.2

5.6

9.1

5.2

6.5

1.7

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したことがある

利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度等の対象外であった）

利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用したかったが制度等が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度等について全く知らなかった

無回答

全体（  509）

ひとり親（   57）

ふたり親（  446）

困窮層（   14）

周辺層（   33）

一般層（  304）

2.6
8.8

1.8
28.6

3.0

2.0

62.3

40.4

65.0

7.1

42.4

67.1

3.7
5.3

3.6

15.2

3.9

0.4

3.5

2.6
5.3

2.2

6.1

2.0

25.5

28.1

25.6

57.1

33.3

23.4

2.9
8.8

1.8
7.1

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したことがある

利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度等の対象外であった）

利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用したかったが制度等が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度等について全く知らなかった

無回答



137 

（２）利用したことがない理由 

経済的支援制度を利用していない理由について、全体で見るとどの経済的支援制度でも最も多かっ

たのは「利用したいと思ったことがなかった」（７割～８割）であった。（134～136 ページ 図表 8-4-

1 参照）。利用したことがない理由のうち「利用したかったが制度が使いづらかった」「利用の仕方が

わからなかった」「制度等について全く知らなかった」について見ると、どの経済的支援制度に対し

ても「制度等について全く知らなかった」が最も多くなっている。 

 

図表 8-4-2 経済的支援制度を利用したことがない理由（全体）：世帯タイプ別、生活困難度別 

生活福祉資金 

 

 

生活保護 

 

  

ひとり親 （  252）

ふたり親 （3,331）

困窮層 （   62）

周辺層 （  176）

一般層 （2,100）

利用したかったが制度等が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度等について全く知らなかった

0.1

0.6

0.1

2.4

0.7

9.7

1.1

0.4

28.6

18.0

41.9

30.7

17.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ひとり親 （  252）

ふたり親 （3,331）

困窮層 （   62）

周辺層 （  176）

一般層 （2,100）

利用したかったが制度等が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度等について全く知らなかった

0.1

1.6

0.1

1.2

0.9

8.1

1.7

0.6

6.3

5.6

14.5

4.0

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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母子及び父子福祉資金 

 

 

児童扶養手当 

 

  

ひとり親 （  252）

ふたり親 （3,331）

困窮層 （   62）

周辺層 （  176）

一般層 （2,100）

利用したかったが制度等が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度等について全く知らなかった

0.4

0.1

3.2

2.8

0.6

6.5

1.1

0.5

25.4

10.4

22.6

19.3

10.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ひとり親 （  252）

ふたり親 （3,331）

困窮層 （   62）

周辺層 （  176）

一般層 （2,100）

利用したかったが制度等が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度等について全く知らなかった

0.4

0.1

2.0

1.1

3.2

0.6

0.9

7.9

10.6

24.2

16.5

9.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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児童育成手当 

 

 

受験生チャレンジ支援貸付 

 

  

ひとり親 （  252）

ふたり親 （3,331）

困窮層 （   62）

周辺層 （  176）

一般層 （2,100）

利用したかったが制度等が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度等について全く知らなかった

0.8

0.1

1.6

0.6

1.6

1.3

4.8

1.1

1.1

7.5

12.6

29.0

19.3

11.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ひとり親 （   57）

ふたり親 （  446）

困窮層 （   14）

周辺層 （   33）

一般層 （  304）

利用したかったが制度等が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度等について全く知らなかった

3.5 5.3

2.2

6.1

2.0

28.1

25.6

57.1

33.3

23.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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５．相談窓口の利用状況 

（１）相談窓口の利用状況 

保護者に、これまで困りごとがあったときに公的機関の相談窓口を利用したことがあるか聞いた。

「相談したことがある」は「学校・保育所・幼稚園の先生、スクールカウンセラー」が約４割と最も

高く、次いで「保健所・保健センター」が約３割と多くなっている。 

 

図表 8-5-1 相談窓口の利用状況：全体 

 
 

図表 8-5-2 相談窓口の利用状況：生活困難度別 

福祉事務所 

 

生活困窮者の自立支援相談窓口（くらしのサポートステーション） 

 

杉並区就労支援センター

ハローワーク

民生委員・児童委員

上記以外の区役所の窓口・公的機関

n= （3,593）

福祉事務所

生活困窮者の自立支援相談窓口（くら
しのサポートステーション）

子ども家庭支援センター（ゆうライン含
む）

保健所・保健センター

学校・保育所・幼稚園の先生、スクー
ルカウンセラーなど

3.7

0.4
8.3

28.9

38.7

2.2
16.1

1.6
11.6

83.6

88.1

75.7

55.8

49.2

84.1

73.2

84.6

74.8

0.9

0.7

2.4

1.9

2.9

1.4

1.0

1.4

1.2

0.6

0.2

1.2

1.2

1.0

0.9

1.1

0.6

1.0

5.5

4.6
6.3

3.1

3.1
5.3

3.1
5.7

5.1

5.7

6.0

6.1

9.1

5.1

6.2

5.5

6.1

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談したことがある 相談したいと思ったことがなかった

相談したかったが、抵抗感があった 相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった 無回答

困窮層 （   62）

周辺層 （  176）

一般層 （2,100）

19.4

5.7

3.1

53.2

74.4

89.0

4.8

1.1

0.6

3.2

2.8

0.5

12.9

12.5

4.7

6.5

3.4

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談したことがある 相談したいと思ったことがなかった

相談したかったが、抵抗感があった 相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった 無回答

困窮層 （   62）

周辺層 （  176）

一般層 （2,100）

3.2

1.1

0.1

59.7

80.1

93.5

9.7

2.8

0.3

1.1

0.2

22.6

11.4

3.5

4.8

3.4

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談したことがある 相談したいと思ったことがなかった

相談したかったが、抵抗感があった 相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった 無回答
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子ども家庭支援センター（ゆうライン含む） 

 

保健所・保健センター 

 

学校・保育所・幼稚園の先生、スクールカウンセラーなど 

 

杉並区就労支援センター 

 

  

困窮層 （   62）

周辺層 （  176）

一般層 （2,100）

16.1

11.4

8.0

43.5

63.6

81.2

14.5

5.7

1.9

1.6

1.7

1.2

21.0

13.1

5.0

3.2
4.5

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談したことがある 相談したいと思ったことがなかった

相談したかったが、抵抗感があった 相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった 無回答

困窮層 （   62）

周辺層 （  176）

一般層 （2,100）

37.1

27.3

29.0

37.1

47.7

59.8

8.1

4.0

1.5

4.0

1.1

12.9

5.7

2.4

4.8

11.4

6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談したことがある 相談したいと思ったことがなかった

相談したかったが、抵抗感があった 相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった 無回答

困窮層 （   62）

周辺層 （  176）

一般層 （2,100）

37.1

43.2

41.8

33.9

38.1

50.8

12.9

6.3

2.6

1.6

4.0

0.9

11.3

4.5

2.4

3.2
4.0

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談したことがある 相談したいと思ったことがなかった

相談したかったが、抵抗感があった 相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった 無回答

困窮層 （   62）

周辺層 （  176）

一般層 （2,100）

1.6
5.1

2.0

64.5

69.9

89.6

8.1

5.1

1.0

3.2

4.0

0.7

16.1

11.4

4.4

6.5

4.5

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談したことがある 相談したいと思ったことがなかった

相談したかったが、抵抗感があった 相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった 無回答
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ハローワーク 

 

民生委員・児童委員 

 

上記以外の区役所の窓口・公的機関 

 

  

困窮層 （   62）

周辺層 （  176）

一般層 （2,100）

22.6

26.1

15.5

45.2

59.1

78.6

9.7

2.8

0.8

3.2

4.5

0.9

14.5

5.1

2.1

4.8

2.3

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談したことがある 相談したいと思ったことがなかった

相談したかったが、抵抗感があった 相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった 無回答

困窮層 （   62）

周辺層 （  176）

一般層 （2,100）

3.2

2.3

1.4

62.9

77.3

90.2

8.1

3.4

1.1

1.1

0.6

21.0

13.1

4.4

4.8

2.8

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談したことがある 相談したいと思ったことがなかった

相談したかったが、抵抗感があった 相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった 無回答

困窮層 （   62）

周辺層 （  176）

一般層 （2,100）

19.4

14.8

12.0

45.2

61.4

79.8

6.5

3.4

1.0

3.2
5.1

1.0

19.4

11.9

3.8

6.5

3.4

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談したことがある 相談したいと思ったことがなかった

相談したかったが、抵抗感があった 相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった 無回答
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（２）相談したことがない理由 

保護者が相談したことがない理由で最も割合が高いのは、どの相談窓口についても「相談したいと

思ったことがなかった」である（140 ページ 図表 8-5-1 参照）が、「相談したことがない」と回答し

た理由（「相談したかったが、抵抗感があった」、「相談時間や場所が使いづらかった」、「相談する窓

口や方法がわからなかった」）の割合を見た。全ての年代において、ほとんどの相談窓口で「相談す

る窓口や方法がわからなかった」が最も高くなっている。 

 

図表 8-5-3 相談したことがない理由：生活困難度別 

福祉事務所 

 

 

生活困窮者の自立支援相談窓口（くらしのサポートステーション） 

 

 

子ども家庭支援センター（ゆうライン含む） 

困窮層n= （   62）

周辺層n= （  176）

一般層n= （2,100）

相談したかったが、抵抗感があった

相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった

4.8

1.1

0.6

3.2

2.8

0.5

12.9

12.5

4.7

0% 10% 20% 30% 40%

困窮層n= （   62）

周辺層n= （  176）

一般層n= （2,100）

相談したかったが、抵抗感があった

相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった

9.7

2.8

0.3

1.1

0.2

22.6

11.4

3.5

0% 10% 20% 30% 40%

困窮層n= （   62）

周辺層n= （  176）

一般層n= （2,100）

相談したかったが、抵抗感があった

相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった

14.5

5.7

1.9

1.6

1.7

1.2

21.0

13.1

5.0

0% 10% 20% 30% 40%
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保健所・保健センター 

 

 

学校・保育所・幼稚園の先生、スクールカウンセラーなど 

 

 

杉並区就労支援センター 

 

  

困窮層n= （   62）

周辺層n= （  176）

一般層n= （2,100）

相談したかったが、抵抗感があった

相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった

8.1

4.0

1.5

4.0

1.1

12.9

5.7

2.4

0% 10% 20% 30% 40%

困窮層n= （   62）

周辺層n= （  176）

一般層n= （2,100）

相談したかったが、抵抗感があった

相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった

12.9

6.3

2.6

1.6

4.0

0.9

11.3

4.5

2.4

0% 10% 20% 30% 40%

困窮層n= （   62）

周辺層n= （  176）

一般層n= （2,100）

相談したかったが、抵抗感があった

相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった

8.1

5.1

1.0

3.2

4.0

0.7

16.1

11.4

4.4

0% 10% 20% 30% 40%
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ハローワーク 

 

 

民生委員・児童委員 

 

 

上記以外の区役所の窓口・公的機関 

 

  

困窮層n= （   62）

周辺層n= （  176）

一般層n= （2,100）

相談したかったが、抵抗感があった

相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった

9.7

2.8

0.8

3.2

4.5

0.9

14.5

5.1

2.1

0% 10% 20% 30% 40%

困窮層n= （   62）

周辺層n= （  176）

一般層n= （2,100）

相談したかったが、抵抗感があった

相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった

8.1

3.4

1.1

1.1

0.6

21.0

13.1

4.4

0% 10% 20% 30% 40%

困窮層n= （   62）

周辺層n= （  176）

一般層n= （2,100）

相談したかったが、抵抗感があった

相談時間や場所などが使いづらかった

相談する窓口や方法がわからなかった

6.5

3.4

1.0

3.2

5.1

1.0

19.4

11.9

3.8

0% 10% 20% 30% 40%
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第９部 子どもの権利について 

１．子どもの権利条約の認知度 

子どもと保護者に「子どもの権利条約※を知っているか」聞いた。「内容をくわしく知っている」

「少し知っている」と答えたのは、小学校１～３年生保護者と 16～18 歳保護者では３割近いが、そ

れ以外の年齢層の保護者では２割台半ばであった。 

子どもにおいては、中学生と 16-18 歳では２割以上、小学校４～６年生では約１割だった。 

※子どもの権利条約（児童の権利に関する条約） 

 

図表 9-1-1 子どもの権利条約の認知度：保護者と子どもの年齢層別 

 

 

２．守られていないと思う子どもの権利 

子どもに、子どもの権利条約が定めるすべての権利に関わる基本的な考え方である４つの原則につ

いて、自分や周りの子どもで「守られていないと思うものがあるか」を聞いた。 

年齢層が上がるにつれて、守られていないと感じる割合が多くなる傾向が概ね見られた。 

 

図表 9-2-1 守られていない子どもの権利があると思う割合 

 

  

保護者全体（3,593）

未就学児保護者（1,449）

小学１～３年生保護者（  542）

小学４～６年生保護者（  536）

中学生保護者（  557）

16～18歳保護者（  509）

子ども全体（1,418）

小学４～６年生（  496）

中学生（  494）

16～18歳（  428）

4.1

3.7
5.5

3.4

3.1
5.5

7.4

5.4

8.1

8.9

22.4

22.2

23.1

22.0

22.3

22.6

15.7

8.3

16.8

23.1

36.8

34.5

37.6

38.6

37.3

40.1

28.7

18.1

28.7

40.9

34.4

37.3

32.5

33.8

33.6

29.5

46.0

65.7

45.3

23.8

2.3

2.2

1.3

2.2
3.8

2.4

2.2

2.4

1.0
3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

内容をくわしく知っている 内容について少し知っている

名前だけ聞いたことがある 聞いたことがない・知らない

無回答

全体(n=1,418)

小学４～６年生(n=496)

中学生(n=494)

16～18歳(n=428)

24.8

18.5

24.5

32.5

0% 10% 20% 30% 40%
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図表 9-2-2 守られていないと思う権利 

A 見た目や性別、考え方の違い、お金のあるなしなどどんな理由でも差別されないこと 

 

 

B 命が守られ、育つことができること 

 

 

C 大人は何がその子どもにとって良いことかを、いちばん先に考えていること 

 

 

D 自分の考えや気持ちを自由に言うことができていて、大人はそれを大切にすること 

 

 

  

小学４～６年生（  496）

中学生（  494）

16～18歳（  428）

55.8

46.8

40.0

29.0

36.2

36.0

7.9

9.5

14.3

2.6

4.5
6.3

4.6

3.0
3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

守られている だいたい守られている あまり守られていない

守られていない 無回答

小学４～６年生（  496）

中学生（  494）

16～18歳（  428）

82.5

74.3

68.5

10.7

20.4

22.9

2.2

1.8

4.0

0.6

0.4

0.7

4.0

3.0

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

守られている だいたい守られている あまり守られていない

守られていない 無回答

小学４～６年生（  496）

中学生（  494）

16～18歳（  428）

59.7

46.6

35.0

27.4

35.8

41.4

6.0

10.1

14.0

1.2

3.6
5.4

5.6

3.8

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

守られている だいたい守られている あまり守られていない

守られていない 無回答

小学４～６年生（  496）

中学生（  494）

16～18歳（  428）

56.5

46.6

38.6

29.6

34.0

37.9

7.3

10.5

16.1

1.8

4.9

3.0

4.8

4.0

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

守られている だいたい守られている あまり守られていない

守られていない 無回答
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３．子どもの意見反映 

（１）保護者の回答 

保護者に、子どもに関することを決めるときに「子どもの意見を聞いているか」聞いた。 

どの年齢層においても 8 割以上の保護者が「聞いている」「だいたい聞いている」と答えており、

子どもに関することを決めるときには、子どもの年齢に関わらず、意見を聞いていると回答した保護

者の割合が多かった。 

 

図表 9-3-1 子どもに関する事項を決めるとき、子どもの意見を聞いているか：年齢層別 

 

 

（２）子どもの回答 

子どもに、周囲の大人が自分に関することを決めるとき「意見を聞いて大事にしてくれていると思

うか」聞いた。 

どの年齢層においても約９割が「とてもそう思う」「そう思う」と答えており、多くの子どもが、

周囲の大人たちが自分に関することを決めるときには自分の意見を聴いて大事にしてくれていると感

じていることがわかる。一方で、「そう思わない」、「まったくそう思わない」と回答した子どもが、

小学校４～６年生で 1.6％、中学生で 3.2％、16-18 歳で 1.4％いる。 

 

図表 9-3-2 お父さん・お母さん（または身近な大人）が自分に関する事項を決めるとき、 

意見を聞いて大事にしていると思うか：年齢層別 

 
 

  

未就学児保護者（1,449）

小学１～３年生保護者（  542）

小学４～６年生保護者（  536）

中学生保護者（  557）

16～18歳保護者（  509）

32.3

3.1

4.3
45.2

52.1

48.4

83.0

86.9

52.8

44.8

3.7

1.1

0.6

1.3

0.8

7.2

0.7

0.2

8.4

5.9

3.9

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

聞いている だいたい聞いている ほとんど聞いていない 聞いていない 無回答

小学４～６年生（  496）

中学生（  494）

16～18歳（  428）

66.9

55.1

56.1

22.8

32.6

34.1

5.6

6.1

4.9

0.8

2.4

0.7

0.8

0.8

0.7

3.0

3.0

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とてもそう思う そう思う どちらとも言えない

そう思わない まったくそう思わない 無回答
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子どもに、学校の先生が自分に関することを決めるとき「意見を聞いて大事にしてくれていると思

うか」聞いた。 

「とてもそう思う」、「そう思う」と答えたのは、どの年齢層においても７割台だった。「そう思わ

ない」、「まったくそう思わない」と回答した子どもは、小学校４～６年生で 4.2％、中学生で 4.4％、

16-18 歳で 4.2％いる。 

 

図表 9-3-3 学校の先生が自分に関する事項を決めるとき、意見を聞いて大事にしていると思うか 

：年齢層別 

 

 

４．子どもの権利を守るために必要な仕組み 

子どもに、子どもの権利を守るためにどのような仕組みがあるといいと思うか聞いた。 

「子どもが意見を言える仕組みがある」が 56.5％で最も高く、次いで「子どもの権利について学

校で教える」が 47.8％、「困ったときに誰にも知られず相談できる場所」が 44.8％と続いている。 

 

図表 9-4-1 子どもの権利を守る為に必要と思う仕組み 

 

  

小学４～６年生（  496）

中学生（  494）

16～18歳（  428）

46.0

39.3

42.5

32.9

35.6

36.7

13.7

17.4

12.6

3.0

3.2

3.0

1.2

1.2

1.2

3.2

3.2

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とてもそう思う そう思う どちらとも言えない

そう思わない まったくそう思わない 無回答

子どもが意見を言える仕組みがある

子どもの権利について学校で教える

困ったときに誰にも知られず相談できる場所
がある

困ったことや大人に伝えたいことを伝える手助
けをしてくれる人がいる

大人にこどもの権利についてもっと伝える

国や社会に意見を伝える方法を学ぶ機会が
ある

困ったときに電話やSNS 、メールなどで相談
できる

子どもの権利が守られているかを見張る仕組
みがある

特になし

無回答

(n=1,418)

56.5

47.8

44.8

40.1

37.1

33.9

30.5

28.6

13.0

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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５．理解促進のために必要な取組 

保護者に、大人が子どもの権利を理解し、尊重するためにはどのような取組があるといいと思うか

を聞いた。 

「親子で参加できるイベント」が 50.2％で最も高く、次いで「SNS の発信」が 42.6％、「広報・ホ

ームページでの啓発」が 32.5％と続いている。 

 

図表 9-5-1 理解促進のために必要な取組み 

 

 

 

親子で参加できるイベント

SNS の発信

広報・ホームページでの啓発

リーフレット・ポスターの掲示、配布

相談窓口の設置、周知

意見交換ができる機会・場

講演会

その他

無回答

(n=3,593)

50.2

42.6

32.5

29.1

29.0

28.8

19.2

6.2

7.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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